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第
一
節　

現
行
法
及
び
現
状

　

我
が
国
の
刑
法
は
、
主
刑
と
し
て
死
刑
（
刑
法
一
一
条
）、
懲
役
刑
（
刑
法
一
二
条
）、
禁
錮
刑
（
刑
法
一
三
条
）、
罰
金
刑
（
刑
法
一

五
条
）、
拘
留
刑
（
刑
法
一
六
条
）、
科
料
刑
（
刑
法
一
七
条
）
を
定
め
、
付
加
刑
と
し
て
没
収
刑
（
刑
法
一
九
条
）
を
定
め
て
い
る
（
刑

法
九
条
）。

　

我
が
国
の
刑
法
に
お
い
て
、
財
産
の
剥
奪
を
対
象
と
す
る
刑
罰
と
し
て
、
罰
金
刑
、
科
料
刑
、
没
収
刑
が
あ
る
。

　

罰
金
刑
は
、
国
庫
に
金
銭
を
納
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
刑
罰
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
は
原
則
と
し
て
一
万
円
以
上
と
さ
れ
、
減
軽
す

る
場
合
に
お
い
て
は
一
万
円
未
満
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
法
一
五
条
）。
科
料
刑
も
、
国
庫
に
金
銭
を
納
付
す
る
こ
と
を
求
め
る

刑
罰
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
は
一
〇
〇
〇
円
以
上
一
万
円
未
満
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
一
七
条
）。
罰
金
刑
又
は
科
料
刑
の
不
払
に
対
し

て
は
、
労
役
場
留
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
一
八
条
）。

　

没
収
刑
は
、
組
成
物
件
（
刑
法
一
九
条
一
項
一
号
）、
供
用
物
件
、
供
用
準
備
物
件
（
刑
法
一
九
条
一
項
二
号
）、
生
成
物
件
、
取
得

物
件
、
報
酬
物
件
（
刑
法
一
九
条
一
項
三
号
）、
対
価
物
件
（
刑
法
一
九
条
一
項
四
号
）
に
つ
い
て
、
国
庫
に
そ
の
所
有
権
そ
の
他
一
切

の
権
利
を
移
転
す
る
刑
罰
で
あ
る
（
刑
法
一
九
条
一
項
柱
書
）。
そ
し
て
、
生
成
物
件
、
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
、
対
価
物
件
の
全
部
又
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二

は
一
部
が
没
収
で
き
な
い
場
合
に
追
徴
を
行
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
刑

法
一
九
条
の
二
）。
従
来
、
こ
れ
ら
罰
金
刑
、
科
料
刑
、
没
収
刑
、
追
徴
刑
を
合

わ
せ
、
財
産
刑
と
総
称
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
、
道
路
交
通
法
に
お
い
て
交
通
反
則
金
制
度
（
同
法
一
二
五
条
以
下
）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
制
度
は
刑
罰
で
は
な
く
、
行
政
制
裁
で
あ
る
も
の
の
、

第
五
章
で
見
る
よ
う
に
、
罰
金
刑
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
。

　

諸
外
国
で
は
、
次
章
以
下
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
主
に
被
害
者
へ
の
金
銭

の
支
払
を
求
め
る
被
害
弁
償
命
令
な
ど
の
刑
罰
や
刑
事
制
裁
が
採
用
さ
れ
て
い

る
が
、
我
が
国
に
は
存
在
し
な
い
。

　

本
書
で
は
、
従
来
の
財
産
刑
に
加
え
て
、
諸
外
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
被
害

弁
償
命
令
な
ど
の
刑
事
制
裁
を
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
際
、
財
産
刑
と
区
別
す
る
た
め
に
、
財
産
の
剥
奪
を
内
容
と
す
る
刑
事
制

裁
を
「
財
産
的
刑
事
制
裁
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
財
産
的
刑
事
制
裁
の
う
ち
、
科
料
刑
の
賦
科

は
少
な
く
、
罰
金
刑
の
賦
科
が
圧
倒
的
に
多
い
（
図
1
参
照）
1
（

）。

　

我
が
国
に
お
け
る
罰
金
刑
の
賦
科
件
数
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
（
図
2
参

照
）。
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
に
は
、
罰
金
刑
の
確
定

人
員
が
四
五
一
万
八
九
六
人
に
上
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
大
多
数
は
軽
微
な

図 1：裁判確定人員（刑種別）（平成 23 年）
出典：検察統計年報
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三

交
通
事
犯
で
あ
っ
て
、
第
五
章
で
見
る
よ
う
に
、
司
法
機
関
へ
の
量
的
負
担
が

問
題
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
一
億
総
前
科
者
」
と
い
う
状
況
を
回
避
す
る
た

め）
2
（

、
交
通
事
犯
の
取
扱
い
に
つ
い
て
様
々
な
方
策
が
模
索
さ
れ
た
結
果
、
昭
和

四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
の
道
交
法
の
改
正
（
昭
和
四
二
年
法
律
第
一
二
六
号
）

で
交
通
反
則
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た）
3
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六

九
年
）
に
は
、
罰
金
刑
の
確
定
人
員
が
一
五
六
万
七
三
五
七
人
に
ま
で
減
少
し

た
。

　

し
か
し
、
交
通
事
犯
は
な
お
も
減
少
せ
ず
、
罰
金
刑
の
確
定
人
員
は
そ
の
後

増
加
に
転
じ
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）
に
は
、
二
五
三
万
七
〇
九
〇
人

に
ま
で
増
加
し
た
。
道
路
交
通
関
係
の
業
務
上
過
失
傷
害
罪
の
う
ち
全
治
二
週

間
以
内
の
比
較
的
軽
微
な
事
案
を
起
訴
猶
予
と
す
る
実
務
が
昭
和
六
一
年
（
一

九
八
六
年
）
に
東
京
地
方
検
察
庁
の
管
内
で
試
行
さ
れ
、
昭
和
六
二
年
（
一
九

八
七
年
）
に
全
国
的
に
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
罰
金
刑
の
確
定
人
員
は

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、
若
干
の
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

長
期
的
傾
向
と
し
て
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
一
年
（
一

九
九
九
年
）
に
一
〇
一
万
六
八
二
二
人
あ
っ
た
罰
金
刑
の
確
定
人
員
は
、
そ
の

後
、
年
間
一
〇
〇
万
人
を
割
り
込
み
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
に
は
、

三
六
万
五
四
七
四
人
に
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
後

図 2：全刑種並びに罰金刑及び科料刑確定人員
出典：検察統計年報
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四

述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
道
交
違
反
、
す
な
わ
ち
道
交
法
及
び
保
管

場
所
法
の
違
反
に
対
す
る
賦
科
の
減
少
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
罰
金
刑
の
賦
科
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
言
え
、
こ
の

間
、
懲
役
刑
の
年
間
の
確
定
人
員
が
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
一
〇
万
人

に
達
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
罰
金
刑
の
確
定
人
員
は
、
依

然
と
し
て
非
常
に
多
い
。

　

そ
の
た
め
、
罰
金
刑
の
確
定
人
員
が
全
有
罪
確
定
人
員
中
に
占
め
る
量
的
な

割
合
も
、
一
貫
し
て
非
常
に
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一

年
）
以
降
、
全
有
罪
確
定
人
員
中
の
罰
金
刑
の
割
合
は
、
九
割
台
が
維
持
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
間
、
交
通
反
則
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
昭
和
四
二

年
（
一
九
六
七
年
）
に
は
、
全
有
罪
確
定
人
員
四
四
一
万
九
五
五
四
人
中
、
罰

金
刑
が
四
三
四
万
二
〇
一
四
人
（
九
八
・
二
％
）
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い

る
。
近
時
、
懲
役
刑
の
数
が
増
加
す
る
一
方
で
、
罰
金
刑
の
数
が
減
少
し
て
い

る
た
め
、
罰
金
刑
の
全
有
罪
確
定
人
員
に
占
め
る
割
合
は
、
従
来
に
比
べ
る
と

や
や
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
に
は
、
全
有
罪
確

定
人
員
四
三
万
一
五
九
四
人
中
の
罰
金
刑
が
三
六
万
五
四
七
四
人
（
八
四
・
七

％
）
と
な
り
、
九
割
を
切
っ
て
い
る
。
今
後
、
懲
役
刑
の
賦
科
が
増
加
す
る
か
、

又
は
罰
金
刑
の
賦
科
が
減
少
す
る
と
、
全
有
罪
確
定
人
員
中
の
罰
金
刑
の
割
合

**
 263,923263,923

**
 55,442

 8,521

 44,39844,398

図 3：通常第一審及び略式手続における罪名別罰金刑科刑状況（平成23年）
出典：司法統計年報

*   道交法違反及び保管場所法違反
**  自動車運転過失致死傷、業務上過失致死傷、重過失致死傷、過失傷害
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五

が
さ
ら
に
低
下
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る

罰
金
刑
の
賦
科
状
況
に
鑑
み
る
と
、
我
が
国
の
刑
罰
に
お
い
て
、
罰
金
刑
の
量

的
な
優
位
は
今
後
も
動
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
刑
事
司
法
に
お

け
る
全
体
の
処
理
人
員
の
増
減
を
最
も
左
右
す
る
刑
種
で
あ
る
と
い
う
状
況
も

変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
罰
金
刑
は
ど
の
よ
う
な
罪
種
に
賦
科
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
罰
金
刑
の
賦
科
は
、
道
交
違
反
と
業
務
上
過
失
致
死

傷
罪
に
対
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
（
図
3
参
照
）。
そ
し
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
略
式
手
続
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
図
4
参
照
）。
例
え
ば
、
平

成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
第
一
審
に
お
け
る
終
局
処
理
人
員
を
見
る
と
、

通
常
第
一
審
に
お
け
る
有
罪
人
員
総
数
の
う
ち
、
罰
金
刑
に
処
さ
れ
た
者
は
二

七
四
〇
人
（
四
・
二
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
略
式
手
続
で
罰
金

刑
を
科
さ
れ
た
者
は
、
略
式
手
続
の
う
ち
三
六
万
七
八
九
九
人
（
九
九
・
二
％
）

を
占
め
て
お
り
、
第
一
審
に
お
い
て
罰
金
刑
が
科
さ
れ
た
総
数
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
略
式
手
続
に
お
け
る
罰
金

刑
の
う
ち
、
道
交
違
反
が
二
六
万
三
六
五
三
人
（
七
一
・
七
％
）、
自
動
車
運
転

過
失
致
死
傷
罪
及
び
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
が
五
万
五
二
四
一
人
（
一
五
・
〇

％
）
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
、
こ
の
二
項
目
で
三
一
万
八
八
九
四
人
（
八
六
・
七
％
）

図 4：罰金刑言渡し人員（平成 23 年）
出典：司法統計年報
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六

に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
〇
章
で
見
る
よ
う
に
、
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
八
年
法
律

第
三
六
号
）
に
よ
り
法
定
刑
に
罰
金
刑
が
付
加
さ
れ
た）
4
（

窃
盗
罪
は
七
六
六
〇
人
（
二
・
一
％
）、
公
務
務
執
行
妨
害
罪
は
八
七
一
人
（
〇
・

二
％
）
に
す
ぎ
な
い
。

　

自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
及
び
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
は
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
で
あ
っ
て
、
道
路
交

通
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
罰
金
刑
の
賦
科
は
、
略
式
手
続
に
よ
り
道
路
交
通
関
係
の
犯
罪
に
科
さ
れ
る
こ

と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
、
幅
広
い
罪
種
や
犯
罪
者
に
対
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
我
が
国
で
は
、

数
の
上
で
こ
そ
圧
倒
的
で
は
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
そ
の
賦
科
の
範
囲
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
罰
金
刑
の
賦
科
額
は
ど
の
程
度
か
。

　

地
方
裁
判
所
、
家
庭
裁
判
所
及
び
簡
易
裁
判
所
の
第
一
審
に
お
け
る
罰
金
刑
と
科
料
刑
を
合
わ
せ
た
科
刑
状
況
を
見
る
と
、
平
成
一

三
年
（
二
〇
〇
一
年
）
に
は
、
全
罪
名
に
お
け
る
八
九
万
七
三
六
人
中
五
万
円
以
上
一
〇
万
円
未
満
が
五
一
万
九
〇
六
二
人
（
五
八
・

三
％
）
と
過
半
数
に
達
し
て
お
り
、
一
〇
万
円
未
満
全
体
で
七
三
万
八
九
三
八
人
（
八
三
・
〇
％
）
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
低

額
の
罰
金
刑
が
多
い
状
況
は
、
賦
科
人
員
全
体
の
七
五
万
三
六
八
四
人
（
八
四
・
六
％
）
を
占
め
て
い
る
道
交
違
反
に
お
い
て
は
よ
り

顕
著
で
、
五
万
円
以
上
一
〇
万
円
未
満
が
五
一
万
一
七
一
一
人
（
六
七
・
九
％
）
と
七
割
近
く
に
達
し
て
お
り
、
一
〇
万
円
未
満
全
体

が
七
二
万
九
四
二
八
人
（
九
六
・
八
％
）
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
た
。
科
料
刑
の
賦
科
が
少
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
割
合

は
罰
金
刑
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
道
交
法
の
改
正
（
平
成
一
三
年
法
律
第
五
一
号
）
に
お
い
て
、
悪
質
又
は
危
険
運
転
に
対
す
る
罰
則
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
（
同
法
一
一
七
条
乃
至
一
一
九
条
）、
大
き
く
変
化
し
た
。
第
一
審
に
お
け
る
罰
金
刑
の
科
刑
状
況
を
見
る

と
、
道
路
交
通
法
の
改
正
法
施
行
後
の
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
に
は
、
全
罪
名
に
お
け
る
三
七
万
六
三
九
人
中
、
五
万
円
以
上
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七

一
〇
万
円
未
満
が
一
六
万
八
五
九
人
（
四
三
・
四
％
）
と
な
り
、
一
〇

万
円
未
満
全
体
で
二
一
万
六
〇
九
一
人
（
五
八
・
三
％
）
に
低
下
す
る

一
方
、
二
〇
万
円
以
上
が
一
五
万
四
五
四
八
人
（
四
一
・
七
％
）
に
達

し
て
い
る
（
図
5
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
賦
科
人
員
全
体
の
七

一
・
五
％
（
二
六
万
三
九
二
三
人
）
を
占
め
て
い
る
道
交
違
反
に
お
い

て
よ
り
強
く
看
取
で
き
、
五
万
円
以
上
一
〇
万
円
未
満
が
一
五
万
九
六

八
〇
人
（
六
〇
・
五
％
）
と
な
り
、
一
〇
万
円
未
満
全
体
が
二
一
万
四

六
六
四
人
（
八
一
・
三
％
）
に
低
下
す
る
一
方
、
二
〇
万
円
以
上
が
四

万
九
二
五
九
人
（
一
八
・
七
％
）
に
達
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
低
額
の
罰
金
刑
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
状
況
か
ら
、

低
額
の
罰
金
刑
と
比
較
的
高
額
の
罰
金
刑
に
二
極
分
化
す
る
状
況
へ
と

変
化
し
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
罰
金
刑
は
一
〇
万
円
未
満

の
低
額
の
も
の
が
多
く
、
道
交
違
反
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
賦
科
は
道
路
交
通
関
係
の
中
で
も
軽
微
な
も
の
に
限
定
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
道
路
交
通
法
の
改
正
後
、
一
部
の
犯
罪
類
型
に
二

〇
万
円
を
超
え
る
罰
金
刑
が
集
中
的
に
賦
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
二
〇
万
円
以
上
の
比
較
的
高
額
の
罰
金
刑
と
五
万
円
以
上
一
〇
万

円
未
満
の
比
較
的
低
額
の
罰
金
刑
が
目
立
つ
、
や
や
つ
ぶ
れ
た
「
Ｍ
字

図 5：通常第一審及び略式手続における罰金額（平成 23 年）
出典：司法統計年報

* 道交法違反及び保管場所法違反

•• 



 

八

型
」
の
分
布
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
図
式
的
に
表
現
す
れ
ば
、
死
刑
や
自
由
刑
が
重
大
な
犯
罪
や
犯
罪
者
に
重
点
的
に
中
心
部
分
で
利
用
さ
れ
る
一

方
で
、
罰
金
刑
が
道
路
交
通
関
係
事
犯
と
い
う
周
縁
領
域
で
特
定
罪
種
に
偏
在
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
よ
う
。
こ

う
し
た
利
用
の
在
り
方
は
、
諸
外
国
の
状
況
と
大
き
く
異
な
る
。
我
が
国
の
罰
金
刑
は
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

（
第
一
二
章
11
．参
照
）。

　

近
時
、
懲
役
刑
の
利
用
が
増
加
す
る
一
方
で
、
罰
金
刑
の
利
用
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
微
罪
処
分
や
起
訴
猶
予
な
ど
の
デ
ィ
ヴ
ァ

ー
ジ
ョ
ン
が
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、
本
来
、
罰
金
刑
に
向
い
て
い
る
事
案
に
十
分
に
賦
科
で
き
な
い
又

は
賦
科
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
罰
金
刑
は
、
死
刑
や
自
由
刑
に

比
べ
て
、
そ
の
法
益
剥
奪
の
程
度
が
か
な
り
小
さ
く
、
そ
の
剥
奪
が
原
則
と
し
て
一
回
的
で
、
自
由
刑
の
よ
う
に
継
続
的
で
な
い
と
い

う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
道
路
交
通
関
係
だ
け
に
そ
の
利
用
を
限
定
す
る
必
然
性
は
乏
し
い
は
ず
で
あ
る
。
窃
盗
罪
や
公
務
務
執
行
妨

害
罪
の
法
定
刑
へ
の
罰
金
刑
の
付
加
は
こ
う
し
た
考
え
方
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

続
い
て
、
罰
金
刑
の
徴
収
・
執
行
の
状
況
は
ど
う
か）
5
（

。

　

我
が
国
で
は
、
罰
金
刑
の
支
払
猶
予
や
分
割
払
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
規
定
は
な
く
、
一
部
納
付
の
申
出
（
徴
収
事
務
規
程
一
六
条

前
段
）
や
納
付
延
期
の
申
出
（
同
規
程
一
七
条
）
に
対
し
て
、
実
務
上
、
量
刑
後
に
検
察
官
の
許
可
の
下
で
個
別
に
対
処
が
な
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い）
6
（

。
ま
た
、
罰
金
刑
の
執
行
は
検
察
官
の
命
令
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
命
令
は
執
行
力
の
あ
る
債
務
名
義
と
同

一
の
効
力
を
有
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
（
刑
訴
法
四
九
〇
条
一
項
。
民
事
執
行
法
二
二
条
、
二
五
条
）、
罰
金
刑
を
言
渡
し
た
裁
判

の
正
本
又
は
謄
本
を
執
行
前
に
送
達
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
（
刑
訴
法
四
九
〇
条
二
項
但
書
。
民
事
執

行
法
二
九
条
参
照
）、
そ
の
他
は
民
事
執
行
法
な
ど
の
私
法
上
の
規
定
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
訴
法
四
九
〇
条
二
項
本
文
）。
そ
れ
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ゆ
え
、
検
察
官
が
一
部
納
付
や
納
付
延
期
を
許
可
す
る
以
外
に
は
、
強
制
執
行
や
労
役
場
留
置
（
刑
法
一
八
条
）
の
可
能
性
を
示
唆
し

て
支
払
を
促
す
ほ
か
な
く
、
支
払
確
保
の
た
め
の
手
段
に
乏
し
い
。

　

昭
和
六
四
年
・
平
成
元
年
度
（
一
九
八
九
年
度
）
に
は
、
総
数
一
二
四
万
五
三
二
七
件
、
七
四
八
億
五
三
七
二
万
九
〇
〇
〇
円
の
う

ち
、
既
済
が
一
二
三
万
六
二
二
三
件
、
七
〇
五
億
二
三
五
二
万
六
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
労
役
場
留
置
処
分
が
一
四
五
四
件
（
〇
・
一
％
。

既
済
中
の
割
合
。
以
下
同
じ
）、
一
億
二
八
九
六
万
九
〇
〇
〇
円
（
〇
・
二
％
）、
徴
収
不
能
決
定
が
四
五
五
件
（
〇
・
〇
四
％
）、
二
億

七
三
一
八
万
三
〇
〇
〇
円
（
〇
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
後
述
の
一
部
納
付
は
九
三
五
六
件
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
三
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
）
に
は
、
総
数
三
八
万
七
〇
三
七
件
、
七
四
六
億
四
三
七
五
万
七
〇
〇
〇
円
の
う
ち
、
既
済
が
三

六
万
九
五
八
一
件
、
六
二
二
億
一
九
八
二
万
三
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
労
役
場
留
置
処
分
が
七
二
八
六
件
（
二
・
〇
％
）、
二
九
億
八
五
二

四
万
五
〇
〇
〇
円
（
四
・
八
％
）、
徴
収
不
能
決
定
が
七
四
四
件
（
〇
・
二
％
）、
一
四
億
七
二
四
九
万
一
〇
〇
〇
円
（
二
・
四
％
）
と
な

り
、
労
役
場
留
置
処
分
及
び
徴
収
不
能
決
定
の
件
数
及
び
金
額
並
び
に
そ
れ
ら
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
の
原
因
と
し
て
は
、
高
額
の
罰
金
刑
の
増
加
と
所
得
格
差
の
拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

問
題
の
所
在

　

前
節
で
見
た
よ
う
な
比
較
的
高
額
の
罰
金
刑
の
増
加
は
、
所
得
格
差
の
拡
大
や
景
気
の
悪
化
と
相
ま
っ
て
、
罰
金
刑
の
不
払
を
さ
ら

に
増
加
さ
せ
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。

　

従
来
、
と
も
す
れ
ば
、
犯
罪
者
に
は
資
力
が
な
く
、
罰
金
刑
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
も



 

一
〇

思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
既
に
明
治
時
代
に
は
、
罰
金
刑
は
軽
微
事
犯
の
た
め
の
刑
罰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た）
7
（

。

　

し
か
し
、
現
実
に
所
得
も
資
産
も
全
く
な
い
者
は
多
く
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
、
多
く
の
所
得
や
資
産
が
あ
る
者
も
少
な
く
な

い
。
憲
法
三
一
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（substantive due process

）、
す
な
わ
ち
適
正
処
罰
の
観
点

か
ら
、
金
銭
の
過
度
の
剥
奪
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
行
為
者
の
経
済
状
態
に
適
し
た
可
能
な
範
囲
で
、
犯
罪
に

見
合
っ
た
程
度
の
剥
奪
を
行
な
う
こ
と
は
、
公
正
・
公
平
な
量
定
及
び
処
罰
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
軽
微
事
犯
に
適
用
領
域
を
限
定
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
罰
金
刑
に
関
す
る
議
論
の
中
心
は
、
ど
の
よ
う
な
量
定
方
法
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
第
八
章
で
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
総
額
罰
金
制
度
（Geldsum

m
ensystem

）
と
日
数
罰
金
制
度
（T

agessatzsystem
; 

T
agesbußensystem

; day fi ne system
）
の
ど
ち
ら
の
量
定
方
法
が
望
ま
し
い
の
か
が
争
わ
れ
て
き
た
。
総
額
罰
金
制
度
は
、
行

為
責
任
と
行
為
者
の
経
済
状
態
な
ど
の
事
情
を
総
合
的
に
斟
酌
し
、
罰
金
額
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
数
罰
金
制

度
は
、
行
為
者
の
行
為
責
任
を
「
日
数
（T

agessatzzahl; A
nzahl der T

agessätze

）」
で
、
行
為
者
の
事
情
を
「
日
額

（T
agessatzhöhe; H

öhe eines T
agessatze

）」
で
そ
れ
ぞ
れ
量
定
し
、
両
者
の
積
を
罰
金
総
額
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
総

額
罰
金
制
度
の
短
所
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
日
数
罰
金
制
度
が
か
な
り
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　

ど
ち
ら
の
量
定
方
法
が
望
ま
し
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
第
三
の
量
定
方
法
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、

以
下
の
二
つ
の
要
請
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
罰
金
刑
の
目
的
に
適
っ
た
量
定
方
法
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
罰
金
刑
の
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
罰
金
刑
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
ふ
さ
わ
し
い

量
定
方
法
が
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
、
行
為
者
の
法
益
剥

奪
に
着
目
し
て
公
正
・
公
平
な
量
定
を
行
な
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
主
に
行
為
者
の
経
済
状
態
を
斟
酌
し
て
、
実
際
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一
一

の
支
払
額
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
諸
外
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
被
害
弁
償
命
令
な
ど
の
そ
の
他
の
財
産
的
刑
事
制
裁
を
我
が
国
に
お
い
て
も
導
入
す
べ
き
か
、

導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
書
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
を
は
じ
め
と
す
る
財
産
的
刑
事
制
裁
の
特
徴
を
活
か
し
、
そ
の
有
効
性
を
向
上
さ
せ
、
そ
の

適
用
領
域
を
拡
大
で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
、
財
産
的
刑
事
制
裁
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
と
り
わ
け
、

財
産
的
刑
事
制
裁
の
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
、
財
産
的
刑
事
制
裁
の
目
的
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら
の
量
定
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
主

眼
を
置
く
こ
と
と
す
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
罰
金
刑
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
ま
ず
、
罰
金
刑
の
周
辺
に
位
置
す
る
財
産
的
刑
事
制
裁
や
行
政
制
裁
か
ら
探
究
を
始
め
、
そ
の
上
で
、
罰
金

刑
の
検
討
に
至
る
こ
と
と
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
第
二
章
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
被
害
弁
償
命

令
を
分
析
す
る
。
次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
費
用
・
手
数
料
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
第
四
章
に
お
い

て
、
我
が
国
の
没
収
刑
の
目
的
に
つ
い
て
解
析
す
る
。
加
え
て
、
第
五
章
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
と
比
較
し
つ
つ
、

我
が
国
の
交
通
反
則
金
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
六
章
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
罰
金
刑
の
徴
収
・
執
行
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
第
七
章
に
お
い
て
、
罰
金
刑
の
目
的
を
探
究
し
、
第
八
章
に
お
い
て
罰
金
刑
の
量
定
方
法
を

提
案
す
る
。
さ
ら
に
、
第
九
章
に
お
い
て
、
貨
幣
価
値
の
変
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
罰
金
額
を
調
整
す
る
か
に
つ
い
て
も
提
案
す
る
。

こ
れ
ら
の
探
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
第
一
〇
章
に
お
い
て
、
法
定
刑
へ
の
罰
金
刑
の
付
加
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
し
て
、

第
一
一
章
に
お
い
て
、
財
産
的
刑
事
制
裁
の
適
用
領
域
の
拡
大
に
伴
っ
て
生
じ
う
る
問
題
へ
の
解
決
策
を
提
示
す
る
。
引
き
続
い
て
、

第
一
二
章
に
お
い
て
、
罰
金
刑
に
関
す
る
諸
論
点
に
つ
い
て
、
英
語
で
論
述
す
る
。
最
後
に
、
第
一
三
章
に
お
い
て
、
英
語
で
本
書
の

要
旨
を
記
述
す
る
。



 

一
二

（
1
）  

以
下
の
統
計
数
値
を
一
覧
で
き
る
も
の
と
し
て
、
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
九
年
版
犯
罪
白
書

―
日
本
国
憲
法
施
行
五
〇

年
の
刑
事
政
策

―
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
七
）
二
〇
四
頁
・
Ⅱ
―

4
表
、
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
一
四
年
版
犯
罪
白

書

―
暴
力
的
色
彩
の
強
い
犯
罪
の
現
状
と
動
向

―
』（
財
務
省
印
刷
局
、
二
〇
〇
二
）
一
〇
九
頁
・
2
―

3
―

3
―

3
表
、
法
務
省
法

務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
二
三
年
版
犯
罪
白
書

―
刑
務
所
出
所
者
等
の
社
会
復
帰
支
援

―
』（
日
経
印
刷
、
二
〇
一
二
）
四
九
頁
・

2
―

3
―

1
―

1
表
、
五
〇
頁
・
2
―

3
―

2
―

1
表
、
五
三
頁
・
2
―

3
―

2
―

4
表
、
五
五
頁
・
2
―

3
―

3
―

1
表
。

（
2
）  

警
察
庁
「
交
通
反
則
通
告
制
度
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
三
六
九
号
（
一
九
六
七
）
九
二
頁
以
下
、
九
三
頁
。

（
3
）  

交
通
反
則
金
制
度
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
吉
田
淳
一
「
交
通
反
則
通
告
制
度
に
つ
い
て
（
一
）」
曹
時
二

〇
巻
六
号
（
一
九
六
八
）
一
頁
以
下
、
同
「
同
・（
二
・
完
）」
二
〇
巻
七
号
（
一
九
六
八
）
五
四
頁
以
下
、
淺
野
信
二
郎
「
道
路
交
通
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
逐
条
解
説
（
三
・
完
）」
警
研
三
九
巻
二
号
（
一
九
六
八
）
八
七
頁
以
下
。

（
4
）  

詳
細
な
立
法
解
説
と
し
て
、
久
木
元
伸
「『
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
に
つ
い
て
」
警
論
五
五
巻
七
号
（
二
〇

〇
六
）
九
八
頁
以
下
。

（
5
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
調
査
統
計
課
「
第
一
一
五
検
察
統
計
年
報　

昭
和
六
四
年
平
成
元
年
」（
法
務
省
、
一
九
九
〇
）
四
〇

六
―
四
〇
七
頁
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
司
法
法
制
課
「
第
一
三
三
検
察
統
計
年
報　

平
成
一
九
年
」（
法
務
省
、
二
〇
〇
八
）
四
四

八
―
四
四
九
頁
。

（
6
）  

「
徴
収
金
に
つ
い
て
納
付
義
務
者
か
ら
納
付
す
べ
き
金
額
の
一
部
に
つ
き
納
付
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
徴
収
主
任
は
、
事
情
を
調
査

し
、
そ
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
一
部
納
付
願
を
徴
し
て
検
察
官
の
許
可
を
受
け
る
」（
徴
収
事
務
規
程
一
六
条
前
段
）、「
前
条

前
段
の
規
定
は
，
徴
収
金
に
つ
い
て
納
付
義
務
者
か
ら
納
付
延
期
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
」（
同
規
程
一
七
条
一
項
本
文
）。

（
7
）  

井
上
操
『
刑
法
述
義　

第
一
編
』（
岡
島
寳
文
舘
、
一
八
八
三
）
三
六
五
丁
、
磯
部
四
郎
『
改
正
増
補
刑
法
講
義　

上
巻
』（
八
尾
書
店
、

一
八
九
三
）
五
一
九
丁
、
井
上
正
一
『
訂
正
日
本
刑
法
講
義　

再
版
』（
明
法
堂
、
一
八
九
三
）
三
四
七
丁
。
な
お
、
当
時
の
旧
刑
法
は
、

軽
罪
の
主
刑
（
旧
刑
法
八
條
三
号
）
及
び
附
加
刑
（
旧
刑
法
一
〇
條
五
号
）
と
し
て
罰
金
刑
を
規
定
し
て
い
た
。
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第
一
節　

は
じ
め
に

　

違
法
行
為
に
対
す
る
制
裁
は
、
刑
事
制
裁
、
行
政
制
裁
及
び
民
事
制
裁
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
財
産
の
支
払
を
内
容
と
す
る

も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
我
が
国
に
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
罰
金
刑
、
科
料
刑
、
没
収
刑
及
び
追
徴
刑
が
、
行
政
制
裁
と
し
て
過
料
、

独
占
禁
止
法
上
の
課
徴
金
（
同
法
七
条
の
二
）
な
ど
が
、
民
事
制
裁
と
し
て
損
害
賠
償
が
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
三
者
の
違
い
は
、
⑴
刑
事
制
裁
が
違
法
行
為
に
対
す
る
倫
理
的
な
責
任
非
難
の
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
行
政
制
裁

は
そ
う
し
た
非
難
の
要
素
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
⑵
刑
事
制
裁
と
行
政
制
裁
が
国
家
と
行
為
者
と
い
う
い
わ
ば
「
タ
テ
」

の
関
係
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
民
事
制
裁
は
私
人
間
と
い
う
い
わ
ば
「
ヨ
コ
」
の
関
係
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
に
対
し
て
は
、
⑴
刑
事
制
裁
と
行
政
制
裁
の
差
異
が
そ
の
よ
う
な
質

的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
な
ど
、
両
者
の
違
い
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
き

て
い
る）

1
（

。
ま
た
、
⑵
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
で
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
被
害
者
へ
の
金
銭
の
支
払
な
ど
を
求
め
る
被
害
弁
償
命
令

（restitution order

）
2
（

）
が
存
在
し
て
お
り）

3
（

、
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
区
別
に
つ
い
て
従
来
な
さ
れ
て
き
た
説
明
で
は
不
十
分
な
も
の

が
登
場
し
て
い
る
。

第
二
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
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そ
こ
で
、
財
産
的
刑
事
制
裁
を
違
法
行
為
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
く
の
か
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、

ど
の
よ
う
な
行
為
者
の
、
ど
の
よ
う
な
行
為
に
、
ど
の
程
度
の
額
の
支
払
を
求
め
、
ど
の
よ
う
に
執
行
す
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
検
討
に
よ
り
、
財
産
的
刑
事
制
裁
と
死
刑
や
自
由
刑
な
ど
の
他
の
刑
事
制
裁
と
の
役
割
分
担
を
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
財
産
的
刑
事
制
裁
内
部
で
の
役
割
分
担
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
の
か
を
論
じ
る

材
料
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
従
前
、
刑
事
の
領
域
で
扱
わ
れ
て
き
た
犯
罪
の
取
扱

を
私
人
間
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
、
近
時
注
目
を
集
め
て
い
る
修
復
的
司
法
（restorative justice

）
4
（

）
の
位
置
付
け
を
説

明
す
る
一
つ
の
素
材
を
提
示
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
被
害
者
と
い
う
私
人
に
帰
属
す
る
と
い
う
点
で
民
事
的
性
格
を

持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
一
方
、
犯
罪
者
に
対
す
る
量
刑
の
選
択
肢
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
刑
事
的
性
格
を
持
つ
よ
う
に
思
わ

れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
被
害
弁
償
命
令
に
焦
点
を
当
て
て
、
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
刑
事
制

裁
で
あ
る
罰
金
刑
と
の
差
異
が
い
か
な
る
も
の
で
、
役
割
分
担
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本
書

で
は
、
民
刑
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
、
犯
罪
者
に
よ
る
被
害
者
へ
の
金
銭
支
払
の
う
ち
、
民
事
の
場
面
で
行
な
わ
れ
る
も
の
を
「
損

害
賠
償
」、
刑
事
の
場
面
で
行
な
わ
れ
る
も
の
を
「
弁
償
」
又
は
「
被
害
弁
償
」、
そ
の
双
方
の
概
念
を
包
摂
す
る
も
の
と
し
て
「
被
害

填
補
」
又
は
「
被
害
回
復
」
と
い
う
語
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
ま
ず
、
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
財
産
的
刑
事
制
裁
に
関
す
る
歴
史
的
沿
革
、

す
な
わ
ち
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
が
ど
の
よ
う
に
分
化
し
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
し
た

上
で
、
被
害
弁
償
が
着
目
さ
れ
、
独
立
の
刑
事
制
裁
と
な
る
過
程
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し
な
が
ら
見
る
こ
と

と
し
た
い
。
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令 

一
五

第
二
節　

財
産
的
刑
事
制
裁
と
被
害
弁
償
の
歴
史
的
概
観

一
、
民
刑
の
分
離

　

侵
害
行
為
に
対
す
る
取
扱
に
お
い
て
は
、
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
上
、
揺
れ
戻
し
が
あ
る
も
の
の
、
今
日
ま
で
に
多
く
の

国
家
で
民
刑
の
分
離
が
図
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
直
接
被
害
を
受
け
た
個
人
だ
け
で
な
く
、
国
家
や
社
会
の
秩
序
も
侵
害
行
為
の

対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
国
家
や
王
権
に
対
す
る
侵
害
が
犯
罪
と
し
て
刑
事
の
領
域
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
一
方
、
侵
害
行
為
に
よ
り
直
接
に
侵
害
さ
れ
た
個
人
に
対
す
る
被
害
は
不
法
行
為
と
し
て
民
事
の
領
域
で
取
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
変
化
に
お
い
て
、
本
章
が
取
扱
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
以
下
の
二
つ
の
点
で
あ
る）

5
（

。

　

第
一
に
、
和
解
（K

om
position, com

position

）
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
、
原
始
社
会
に
お
い
て
は
、
侵
害
行
為
に

対
し
て
、「
血
の
復
讐
」
と
呼
ば
れ
る
暴
力
中
心
の
報
復
を
代
表
と
す
る
被
害
者
及
び
そ
の
一
族
に
よ
る
報
復
・
自
力
救
済
が
多
か
っ
た

と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
紛
争
の
非
暴
力
的
な
解
決
を
目
指
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
和
解
で
あ
り
、
交
渉
に
よ
り

血
の
復
讐
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
合
意
し
、
行
為
者
又
は
そ
の
一
族
が
金
銭
や
財
産
的
価
値
の
あ
る
物
を
被
害
者
又
は
そ
の
一
族
に
譲

渡
す
る
形
が
典
型
で
あ
っ
た
。

　

和
解
が
行
な
わ
れ
る
侵
害
行
為
の
対
象
は
、
生
命
、
身
体
及
び
財
産
と
い
っ
た
個
人
の
法
益
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
行
為
の
種
類
、
行
為
の
重
大
性
、
被
害
者
及
び
行
為
者
の
身
分
の
差
の
有
無
及
び
血
縁
関
係
の
有
無
、
被
害
者
の
年
齢
及
び
行
為

が
な
さ
れ
た
場
所
な
ど
の
類
型
ご
と
に
、
要
求
さ
れ
る
支
払
額
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
支
払

額
は
支
払
の
算
定
基
準
を
規
定
し
た
法
に
従
っ
て
画
一
的
に
算
定
さ
れ
た
た
め
、
行
為
者
の
経
済
状
態
を
は
じ
め
と
す
る
行
為
者
の
事

情
を
斟
酌
し
て
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
減
額
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
、
和
解
が
成
立
し
な



 

一
六

い
場
合
や
金
銭
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
原
則
に
戻
っ
て
行
為
者
に
対
す
る
暴
力
的
な
復
讐
や
追
放
刑
（A

cht

）
が
行
な
わ
れ

た
。

　

従
っ
て
、
今
日
の
罰
金
刑
と
比
べ
る
と
、
侵
害
行
為
の
取
扱
に
お
い
て
被
害
者
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
、
和
解
を
通
し
て
私
人
間

の
紛
争
を
解
決
し
、
被
害
の
填
補
を
図
ろ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
行
為
者
及
び
そ
の
一
族

と
被
害
者
及
び
そ
の
一
族
、
ひ
い
て
は
そ
の
地
域
社
会
と
の
関
係
の
修
復
を
行
な
い
、
行
為
者
及
び
そ
の
一
族
の
社
会
へ
の
再
統
合
を

促
し
つ
つ
、
そ
れ
以
上
の
争
い
を
避
け
、
社
会
や
公
共
の
秩
序
維
持
を
図
る
目
的
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
人
間
紛
争
の
解
決

に
よ
る
被
害
填
補
と
関
係
性
の
修
復
が
目
指
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
行
為
者
の
経
済
状
態
な
ど
が
斟
酌
さ
れ
な
い
上
、
支
払

不
能
時
に
行
為
者
が
厳
し
く
処
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
填
補
の
追
求
と
規
範
違
反
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
が
窺
え
、
行
為
者
の
経

済
状
態
へ
の
配
慮
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
多
額
の
金
銭
の
支
払
が
求
め
ら

れ
た
上
、
貧
富
の
差
が
大
き
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
金
銭
の
支
払
に
よ
っ
て
血
の
復
讐
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
権
力
者
や
富
裕

層
だ
け
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
金
銭
の
支
払
が
生
命
剥
奪
な
ど
の
厳
し
い
制
裁
の
第
一
、
と
も
す
れ
ば
唯

一
の
代
替
手
段
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
罰
金
刑
の
登
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
罰
金
刑
は
、
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
国
家
の
秩
序
が
害
さ
れ
る
と
い
う
理
念
的
な
側
面
と
、

王
権
が
収
入
を
得
た
い
と
い
う
動
機
の
た
め
に
、
被
害
者
及
び
そ
の
一
族
か
ら
の
暴
力
的
復
讐
を
禁
圧
し
て
行
為
者
を
保
護
す
る
た
め

に
行
為
者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
手
数
料
か
ら
発
展
し
た
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
は
今
日
に
比
べ
て
も
と
も
と
人
口
が
僅
少
で
あ
る
上
、
疫
病
や
災
害
に
よ
り
激
減
し
て
し
ま
う
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
労
働
力
及
び
軍
事
力
を
確
保
す
る
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

重
大
で
な
い
犯
罪
で
和
解
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
為
者
や
家
族
の
生
命
・
身
体
が
損
な
わ
れ
、
家
族
が
崩
壊
し
、
ひ
い
て
は
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七

労
働
力
や
軍
事
力
が
低
下
す
る
こ
と
を
避
け
る
必
要
性
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
者
へ
の
配
慮
は
、
民
刑
の
分
離
に

よ
る
刑
事
の
場
面
で
の
被
害
者
へ
の
関
心
の
低
下
と
相
ま
っ
て
、
罰
金
刑
の
賦
科
に
お
け
る
行
為
者
の
経
済
状
態
な
ど
の
斟
酌
と
不
払

時
の
制
裁
の
緩
和
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
損
害
賠
償
に
お
い
て
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
斟
酌
し
て
賠
償
額

を
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、
罰
金
額
の
算
定
に
お
い
て
被
害
額
は
一
つ
の
量
刑
要
素
に
す
ぎ
ず
、
犯
罪
者
の
経

済
状
態
な
ど
に
よ
り
大
き
く
減
額
さ
れ
う
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
被
害
に
ど
の
程
度
着
目
す
る
の
か
、
ま
た
、
行
為
者
の
経
済
状
態
を
は
じ
め
と
す
る
行
為
者
の
事
情
を
ど
の
程
度
斟
酌
す

る
の
か
、
さ
ら
に
、
行
為
者
が
金
銭
を
支
払
え
な
い
場
合
に
ど
の
よ
う
な
制
裁
を
科
す
の
か
が
、
制
度
や
制
裁
の
相
違
点
と
し
て
存
在

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
刑
の
分
離
に
よ
り
、
被
害
者
救
済
・
被
害
填
補
が
主
に
民
事
の
領
域
で
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の）

6
（

、
そ
の

不
十
分
さ
が
徐
々
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
被
害
者
救
済
へ
の
取
組

　

刑
事
の
領
域
に
お
い
て
、
被
害
者
は
捜
査
の
端
緒
や
証
人
と
し
て
観
念
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
被
害
者
へ
の
関
心
は
犯
罪
者

へ
の
関
心
と
比
べ
る
と
質
量
と
も
に
格
段
に
小
さ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
は

冷
淡
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
る
論
者
が
、
被
害
填
補
は
「
刑
事
法
の
シ
ン
デ
レ
ラ）

7
（

」
で
あ
る
と
し
て
、
被
害
填
補
が

よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
不
当
に
疎
略
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
比
喩
的
に
評
す
る
よ
う
な
状
態
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

他
方
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
は
、
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
民
事
の
領
域
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、

費
用
、
時
間
、
立
証
な
ど
の
負
担
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。
被
害
者
の
救
済
が
図
ら
れ
な
い
こ
の



 

一
八

よ
う
な
状
況
は
、
ベ
ン
サ
ム
（Bentham

）
ら
に
よ
り
批
判
が
な
さ
れ
、
犯
罪
者
に
よ
る
被
害
填
補
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
さ
れ
る
に
至
っ
た）

8
（

。

　

費
用
や
立
証
な
ど
の
負
担
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
附
帯
私
訴
や
私
訴
当
事
者
（partie civile

）
と
し
て
の
関
与
と
い
っ
た
刑
事

手
続
の
中
で
民
事
の
被
害
填
補
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
附
帯
私
訴
の
利
用
は
、
今
日
に

至
る
ま
で
低
調
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
①
民
刑
の
分
離
の
例
外
と
い
う
理
念
的
な
障
壁
に
加
え
て
、
②
刑
事
訴
訟
の
中
心
課
題

が
犯
罪
行
為
の
認
定
と
量
刑
で
あ
る
の
に
対
し
、
民
事
訴
訟
の
中
心
課
題
は
被
害
の
認
定
と
被
害
額
の
算
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
関
心
が

異
な
っ
て
お
り
、
刑
事
の
領
域
で
そ
の
双
方
の
関
心
を
満
た
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

9
（

。
ま
た
、
③
私
訴

当
事
者
と
し
て
の
関
与
も
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
関
す
る
情
報
が
十
分
に
提
供
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
何
よ
り
も
こ
れ
ら
の
制
度
が
実
効
を
あ
げ
う
る
た
め
に
は
、
犯
罪
者
に
資
力
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
現
実
に
は
犯

罪
者
に
資
力
が
な
い
こ
と
も
多
く
、
こ
う
し
た
制
度
を
利
用
す
る
実
益
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
犯
罪
者
、
特
に
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
労
働
か
ら
得
ら
れ
た
金
銭
に
よ
り
、
被
害
填
補
、
す
な
わ
ち
弁
償
を

図
ろ
う
と
す
る
提
案
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
方
策
は
、
特
に
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
各
種
の
国
際
会
議
で

熱
心
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

10
（

。

　

一
八
七
八
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
刑
務
会
議）

11
（

以
降
、
犯
罪
被
害
者
の
問
題
は
、
旧
約
聖
書
並
び
に
植
民
地
で
の
被
害
填
補
の
慣

習
及
び
制
度
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
し
ば
し
ば
議
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
一
八
八
五
年
の
ロ
ー
マ
国
際
刑
務
会
議）

12
（

及
び
一
八

九
一
年
の
国
際
刑
事
協
会
会
議
で
は
、
犯
罪
被
害
者
の
窮
状
と
被
収
容
者
に
よ
る
被
害
填
補
に
関
し
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
一
八
九
五
年
の
パ
リ
国
際
刑
務
会
議）

13
（

及
び
一
九
〇
〇
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
際
刑
務
会
議）

14
（

に
お
い
て
各
国
の
代
表
に
よ
り
こ
の
問

題
が
集
中
的
に
討
議
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
解
決
策
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
会
議
に
お
い
て
は
、
会
議
の
性
質
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九

上
、
被
害
者
救
済
よ
り
も
犯
罪
者
の
処
遇
と
し
て
い
か
に
利
用
す
る
か
と
い
う
視
点
に
傾
斜
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
刑
務
作
業
か

ら
得
ら
れ
る
収
入
が
僅
少
で
被
害
填
補
を
十
分
に
な
し
え
な
い
た
め
、
実
効
性
に
欠
け
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　

一
方
、
量
刑
の
選
択
肢
と
し
て
、
被
害
填
補
、
す
な
わ
ち
弁
償
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

イ
ギ
リ
ス
の
フ
ラ
イ
（Fry

）
は
、
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
の
た
め
に
、
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
よ
り
も
弁
償
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
主
張
し
た）

15
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
フ
ラ
イ
は
、
犯
罪
者
に
資
力
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
弁
償
が
現
実
的
で
な
い
と
し
て
、
犯

罪
被
害
者
に
対
す
る
国
家
補
償
制
度
の
創
設
を
主
張
す
る
に
至
り）

16
（

、
犯
罪
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
被
害
者
救
済
の
両
立
の
難
し
さ
を
窺

わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
民
刑
の
分
離
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
刑
事
の
場
面
で
被
害
填
補
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合
、
刑
事
の
領
域
に
お
け
る

主
た
る
対
象
で
あ
る
犯
罪
及
び
犯
罪
者
に
関
心
が
集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
民
刑
の
分
離
に
疑
問
を
呈
し
、

被
害
者
救
済
を
重
視
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
論
者
は
、
国
際
刑
務
会
議
に
も
参
加
し
て
い
た
ガ
ロ
フ
ァ
ロ

（G
arofalo

）
や
フ
ェ
リ
（Ferri

）
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
実
証
主
義
者
で
あ
る）

17
（

。
彼
ら
は
、
被
害
填
補
を
重
視
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
法
制
に

影
響
を
受
け
、
被
害
填
補
の
意
義
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
国
家
補
償
制
度
の
必
要
性
を
説
く
な
ど
、

被
害
者
救
済
を
重
視
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ガ
ロ
フ
ァ
ロ
は
、
罰
金
刑
を
国
家
へ
の
被
害
填
補
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
罰
金
刑
は
、

侵
害
さ
れ
た
国
家
の
法
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
と
同
列
で
、
同
じ
被
害
填
補
と
し
て
包
摂
さ

れ
る
と
主
張
し
た
。
彼
ら
の
考
え
は
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
に
伝
播
し
、
さ
ら
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
も
の
の
、
民
刑
の
分
離
へ
の
懐
疑
を
示
す
点
に
支
持
が
得
ら
れ
に
く
く
、
他
の
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た）
18
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
勢
と
し
て
民
刑
の
分
離
が
維
持
さ
れ
る
中
で
、
刑
事
の
領
域
に
お
い
て
被
害
者
救
済
を
図
る
こ
と
が
目
指
さ
れ



 

二
〇

た
も
の
の
、
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
我
が
国
に
お
け
る
明
治
時
代
及
び
大
正
時
代
の
制
度
と
議
論

　

我
が
国
の
古
法
に
お
い
て
も
、
直
接
の
被
害
者
に
対
す
る
被
害
填
補
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
歴
史
上
明
確
で
あ
る
の
は
、

奈
良
時
代
の
大
宝
令
の
定
め
る
「
贖
銅
の
制
」
で
あ
る）

19
（

。
こ
れ
は
、
贖
罪
金
に
あ
た
る
「
贖
銅
」
を
支
払
う
こ
と
で
侵
害
行
為
に
対
す

る
制
裁
を
免
れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
り
、
制
裁
の
等
級
に
応
じ
て
額
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
よ
り
厳
し
い
制
裁
の
代
替
策
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。「
贖
銅
」
は
原
則
と
し
て
国
家
へ
納
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
傷
害
及
び
虚
偽
告
訴
の
場
合
に

は
、
例
外
的
に
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
私
人
間
の
紛
争
解
決
の
た
め
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る
場
合
に
は
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
の
機
能
が
認
め
ら
れ
た
。
民
刑
の
分
離
が
完
全
に
達

成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
贖
銅
の
制
」
は
、
養
老
律
な
ど
律
令
制
度
の
影
響
を
受
け
た
法
に
引
き
継
が
れ）

20
（

、
律
令
の
影
響
の
強
い
明
治
初
期
の
新
律
綱
領
や
改

定
律
例
に
も
、
同
種
の
制
度
で
あ
る
「
贖
罪
金
」
が
定
め
ら
れ
た）

21
（

。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
制
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
の
法
制
度
が
導
入
さ
れ
、
民
刑
の
分
離
が
図
ら
れ
る
と
姿
を
消

し
た
。
被
害
者
へ
の
損
害
填
補
は
原
則
と
し
て
民
事
手
続
に
よ
る
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
旧
刑
法
は
第
四
節
で
「
徴
償
處
分）

22
（

」（
旧
刑
法
四
五
條
以
下
）
の
規
定
を
置
き
、
こ
れ
を
受
け
て
、
旧
刑
法
附
則
は
第
五

章
で
「
賠
償
處
分）

23
（

」（
旧
刑
法
五
四
條
以
下
）
の
規
定
を
整
備
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
刑
事
処
分
が
科
さ
れ
て
も

損
害
賠
償
義
務
や
盗
品
の
返
還
義
務
が
消
滅
し
な
い
（
旧
刑
法
四
六
條
）
な
ど
と
い
っ
た
民
法
の
原
則
を
注
意
的
に
示
す
に
す
ぎ
な
か

っ
た）

24
（

。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
旧
刑
法
と
同
時
に
布
告
さ
れ
た
治
罪
法
（
明
治
一
三
年
太
政
官
布
告
第
三
七
號
）
や
そ
れ
に
引
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き
続
く
明
治
刑
訴
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
刑
事
手
続
に
お
い
て
民
事
手
続
を
並
行
し
て
進
行
す
る
附
帯
私
訴
（
治
罪
法
二
條
以

下
、
明
治
刑
訴
法
二
條
以
下
）
に
お
い
て
の
み
適
用
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り）

25
（

、
刑
事
手
続
本
体
の
目
的
と
し
て
被
害
填
補
が
目

指
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
当
時
か
ら
既
に
刑
事
責
任
と
民
事
責
任
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
附
帯
私
訴
は
民
刑
の
分
離
の
例
外
で
あ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る）

26
（

。
も
っ
と
も
、
当
時
の
立
法

者
が
被
害
者
救
済
に
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
旧
刑
法
に
至
る
草
案
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
よ
り
も
被
害
填
補
が
優
先

す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た）

27
（

。

　

ま
た
、
明
治
三
五
年
刑
法
改
正
案
は
、
三
月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
、
情
状
に
よ
り
一
円
以
上

三
〇
〇
円
以
下
の
「
贖
金
」
を
納
め
て
そ
の
執
行
の
代
替
と
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
（
同
改
正
案
一
八
條）

28
（

）。
も
っ
と
も
、
こ
の

「
贖
金
」
は
新
律
綱
領
や
改
定
律
例
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
「
贖
罪
金
」
と
名
称
も
内
容
も
似
て
い
る
も
の
の
、
罪
を
償
う
も
の
で

は
な
く
、
刑
を
代
替
執
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
も
と
も
と
外
国
人
船
員
が
日
本
で
軽
微
な
犯
罪
を
犯
し
た
場

合
に
適
用
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
の
適
用
も
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る）

29
（

。
従
っ
て
、「
贖
金
」
と

い
う
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
被
害
者
救
済
よ
り
も
軽
微
事
犯
に
対
す
る
自
由
刑
の
代
替
策
の
意
味
合
い
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

や
が
て
制
定
さ
れ
た
現
行
刑
法
は
、
民
刑
の
分
離
を
極
め
て
明
確
に
図
っ
て
お
り
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
明
治
刑
訴
法
に
代
わ
っ
た
大
正
刑
訴
法
で
も
認
め
ら
れ
て
い
た
附
帯
私
訴
（
大
正
刑
訴
法
五
六
七
條
以
下
）
が
現
行
刑
訴
法
で

は
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
直
接
の
被
害
者
が
被
害
填
補
を
図
る
方
法
は
民
事
訴
訟
以
外
に
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
新
派
刑
法
学
の
立
場
か
ら
、
牧
野
英
一
や
正
木
亮
ら
に
よ
っ
て
被
害
填
補
の
重
要
性

が
語
ら
れ
た）

30
（

。
も
っ
と
も
、
彼
ら
は
、
同
じ
頃
行
な
わ
れ
た
各
種
の
国
際
会
議
の
影
響
を
受
け
て
、
受
刑
者
に
よ
る
被
害
填
補
に
重
点

を
置
い
て
お
り
、
被
害
者
の
視
点
に
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。



 

二
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以
上
の
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、「
贖
銅
の
制
」
や
「
贖
罪
金
」
と
い
っ
た
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
の
た
め
の
制
度
が
存
在
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
よ
り
厳
し
い
制
裁
の
代
替
策
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
は
じ
め
と

す
る
西
洋
の
影
響
を
受
け
て
、
民
刑
の
分
離
が
図
ら
れ
、
附
帯
私
訴
を
除
け
ば
被
害
填
補
が
刑
事
の
場
面
で
目
的
と
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
な
っ
た
。
し
か
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
附
帯
私
訴
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
に
至
っ
て
、
世
界
的
に
見
て
も
、
民
刑
の
分
離
が
最

も
徹
底
さ
れ
る
法
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
第
五
節
以
下
で
検
討
す
る
損
害
賠
償
命
令
の
導
入
に
よ
っ
て
も
変

わ
り
が
な
い
。

四
、
我
が
国
に
お
け
る
刑
法
改
正
に
向
け
た
議
論

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
刑
法
改
正
の
議
論
に
お
い
て
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
命
令
を
刑
法
に
規
定
し
よ
う
と
す
る

動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）
に
公
表
さ
れ
た
改
正
刑
法
準
備
草
案
は
、
刑
の
執
行
猶
予
及
び
新
設
の
宣
告
猶
予
の
付
随
処
分
と
し

て
損
害
賠
償
命
令
（
同
草
案
七
九
条
二
号
、
八
五
条
二
号
）
を
規
定
し
て
い
た）

31
（

。
こ
の
損
害
賠
償
命
令
は
、
当
事
者
間
の
債
権
債
務
関

係
を
確
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
債
務
名
義
と
し
て
の
効
力
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
た）

32
（

。

　

改
正
刑
法
準
備
草
案
を
基
礎
に
審
議
に
当
た
っ
た
法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
第
二
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、
刑
の
執
行
猶
予
の

付
随
処
分
と
し
て
の
損
害
賠
償
命
令
に
つ
い
て
、
ま
ず
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
六
月
四
日
の
第
二
九
回
会
議
に
お
い
て
、
以
下

の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た）

33
（

。

　

ま
ず
、
理
念
的
な
批
判
と
し
て
、
①
従
来
で
あ
れ
ば
実
刑
と
な
っ
て
い
た
者
が
執
行
猶
予
と
な
っ
て
過
度
の
寛
刑
化
を
も
た
ら
し
、

妥
当
で
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
実
務
上
の
懸
念
と
し
て
、
②
刑
事
手
続
に
お
い
て
損
害
賠
償
額
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難



第
二
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令 

二
三

で
あ
り
、
訴
訟
遅
延
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
③
損
害
賠
償
額
を
争
う
だ
け
の
上
訴
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
裁
判
所
に
過
度
な

負
担
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
、
④
損
害
賠
償
命
令
と
民
事
の
損
害
賠
償
と
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
り
、
損
害
賠
償
命
令
の
方
が
民
事
上

の
損
害
賠
償
を
命
じ
る
判
決
よ
り
も
多
額
と
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
法
律
関
係
が
不
分
明
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
不
信
感
を
招
き

か
ね
な
い
こ
と
、
⑤
債
務
名
義
と
し
て
の
効
力
が
な
い
上
、
実
刑
の
場
合
に
損
害
賠
償
命
令
を
認
め
な
い
な
ど
、
被
害
者
救
済
の
方
法

と
し
て
中
途
半
端
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
理
念
的
な
観
点
か
ら
、
⒜
被
害
者
救
済
を
重
視
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
被
害
者
救
済
に
役
立
つ
制
度
で
あ
る
こ
と
、
⒝
刑
事

手
続
と
民
事
手
続
に
被
害
填
補
と
い
う
同
じ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
制
度
が
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
、
⒞
損
害
賠
償
命
令
に

よ
り
実
刑
を
回
避
で
き
る
事
案
が
多
く
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
⒟
犯
罪
者
に
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
改
善
更
生
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
実
務
上
の
観
点
か
ら
も
、
⒠
被
害
弁
償
の
有
無
を
量
刑
上
の
重
要
な
因
子
と
し

て
考
慮
し
て
お
り
、
実
務
の
方
向
性
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
、
⒡
被
害
弁
償
の
完
遂
を
待
つ
た
め
に
公
判
を
延
期
さ
せ
る
事
態
を
回
避
で

き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
反
対
も
あ
っ
た
も
の
の
、
損
害
賠
償
命
令
の
導
入
に
賛
成
す
る
委
員
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
弁
護
士

会
を
は
じ
め
と
す
る
反
対
意
見
が
強
い
こ
と
を
考
慮
し
、
刑
の
執
行
猶
予
の
付
随
処
分
と
し
て
の
損
害
賠
償
命
令
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
九
月
八
日
の
第
八
〇
回
会
議
及
び
同
年
九
月
二
九
日
の
第
八
一
回
会
議
に
お
い
て
、
再
度
審
議
さ
れ
た）

34
（

。

　

そ
の
際
、
新
た
な
批
判
と
し
て
、
理
念
的
に
は
、
⑥
民
事
の
紛
争
解
決
は
当
事
者
の
自
主
的
な
解
決
に
委
ね
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て

国
家
が
介
入
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
実
務
上
も
、
⑦
損
害
賠
償
を
履
行
さ
せ
る
た
め
に
執
行
猶
予
の
取
消
の
警
告
を
行
な
っ
た
後
、
直

ち
に
執
行
猶
予
を
取
消
す
の
は
酷
に
過
ぎ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
た
。

　

一
方
、
導
入
賛
成
の
新
た
な
主
張
と
し
て
、
理
念
的
に
は
、
⒢
附
帯
私
訴
の
廃
止
に
よ
り
生
じ
た
不
都
合
を
あ
る
程
度
緩
和
す
べ
く
、



 

二
四

簡
易
な
方
法
で
被
害
者
の
救
済
を
図
る
必
要
が
高
い
こ
と
、
実
務
上
も
、
⒣
刑
事
手
続
で
明
ら
か
と
な
っ
た
範
囲
で
の
賠
償
を
命
ず
れ

ば
損
害
賠
償
命
令
の
額
の
算
定
に
特
別
の
困
難
が
な
い
こ
と
、
⒤
犯
罪
者
の
損
害
賠
償
能
力
や
意
思
を
確
か
め
る
措
置
を
予
め
講
ず
れ

ば
、
支
払
不
可
能
な
額
の
支
払
を
命
じ
る
損
害
賠
償
命
令
が
言
渡
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
て
、
刑
の
執
行
猶
予
の
付
随
処
分
と
し
て
の
損
害
賠
償
命
令
の
導
入
に
つ
い
て
採
決
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
賛
否
の
意
見
が
同
数
で
あ
っ
た
た
め
、
同
命
令
を
導
入
す
る
案
と
導
入
し
な
い
案
の
双
方
の
参
考
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り）

35
（

、

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
一
〇
月
六
日
の
第
八
二
回
会
議
に
お
い
て
、
導
入
す
る
案
（
Ａ
案
）
と
導
入
し
な
い
案
（
Ｂ
案
）
の
参

考
案
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た）

36
（

。

　

こ
れ
を
受
け
、
宣
告
猶
予
の
付
随
処
分
と
し
て
の
損
害
賠
償
命
令
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）
三
月
二
九
日
の
第

九
三
回
会
議
に
お
い
て
、
導
入
す
る
案
（
イ
案
）
と
導
入
し
な
い
案
（
ロ
案
）
の
参
考
案
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た）

37
（

　

法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
に
お
い
て
は
、
A
刑
事
手
続
に
お
い
て
損
害
賠
償
額
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
訴
訟
遅
延

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
B
民
事
責
任
と
の
関
係
で
複
雑
か
つ
困
難
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
改
正
刑
法
草
案
に
損
害
賠
償

命
令
を
導
入
し
な
い
と
決
せ
ら
れ）

38
（

、
法
制
審
議
会
に
お
い
て
も
同
じ
理
由
で
損
害
賠
償
命
令
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た）

39
（

。

　

改
正
刑
法
準
備
草
案
及
び
改
正
刑
法
草
案
に
お
い
て
導
入
が
検
討
さ
れ
た
損
害
賠
償
命
令
は
、
民
刑
の
分
離
が
強
く
意
識
さ
れ
る
中
、

刑
事
手
続
に
持
ち
込
ま
れ
る
異
物
と
し
て
理
念
的
に
忌
避
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
は
言
え
、
我
が
国
で
も
こ
の
時
期
に
被

害
者
救
済
の
動
き
が
本
格
化
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
損
害
賠
償
命
令
は
、
刑
の
執
行
猶
予
及
び
宣
告
猶
予
の
付
随
処
分
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
履
行
に
対
し
て
、

刑
の
執
行
猶
予
又
は
宣
告
猶
予
の
取
消
が
な
さ
れ
う
る
も
の
の
、
そ
の
性
質
は
必
ず
し
も
刑
罰
的
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
か
と
言
っ
て

民
事
の
損
害
賠
償
と
同
じ
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
審
議
経
過
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
性
質
の
曖
昧
さ
が
実
務
上
の
懸
念
を
惹
起
し
た
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と
こ
ろ
が
あ
る
。
研
究
者
に
も
、
実
務
家
に
も
、
民
刑
の
分
離
の
ド
グ
マ
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
理
論
的
な
対
立
を

避
け
る
た
め
に
そ
の
性
質
を
ぼ
か
す
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
多
く
の
問
題
を
招
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
が
導
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
項
を

改
め
て
、
そ
の
経
緯
と
そ
の
背
後
に
あ
る
理
論
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

五
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
弁
償
へ
の
取
組
と
議
論
の
活
発
化

　

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
被
害
填
補
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
被
害
者
へ
の

関
心
が
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
立
法
や
実
務
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
被
害
者
の
問
題
が
強

く
意
識
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
そ
の
風
向
き
が
一
変
す
る
こ
と
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
⑴
被
害
者
の
再
発
見
の
影
響
、
⑵
一

九
六
七
年
の
法
執
行
及
び
司
法
運
営
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
が
弁
償
の
利
用
を
呼
び
か
け
た
こ
と
、
⑶
処
遇
の
有
効
性
へ
の
問
題
提

起
や
拘
禁
コ
ス
ト
の
増
大
へ
の
対
策
の
必
要
性
な
ど
を
理
由
に
、
一
九
七
〇
年
前
後
か
ら
弁
償
が
爆
発
的
に
支
持
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も

に
、
刑
事
司
法
の
枠
組
の
中
で
弁
償
が
実
務
上
用
い
ら
れ
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た）

40
（

。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
行

な
わ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）

41
（

。
そ
の
後
、
連
邦
の
法
執
行
援
助
局
に
よ
り
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
助
成
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
州
や
郡
レ
ベ
ル
で
弁
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
広
範
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
も
、

ミ
ネ
ソ
タ
被
害
弁
償
セ
ン
タ
ー
（M

innesota restitution center
）
の
よ
う
に
対
象
者
を
居
住
さ
せ
て
雇
用
先
へ
通
勤
さ
せ
る
も
の

か
ら
、
社
会
内
で
暮
ら
す
対
象
者
に
金
銭
の
支
払
を
行
な
う
よ
う
促
す
だ
け
の
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
対
象
も
、
公
判
前
の
段
階
か
ら
、
量
刑
段
階
、
拘
禁
段
階
、
さ
ら
に
刑
事
施
設
釈
放
後
の
段
階
に
至
る
ま
で
様
々
で
あ
っ
た
。
そ
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の
た
め
も
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
も
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
り
、
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
た
り
す
る
な
ど
区
々
に
分
か
れ
て
い
た）

42
（

。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
は
じ
め
と
す
る
実
務
に
お
け
る
弁
償
へ
の
取
り
組
み
と
並
行
す
る
形
で
、
現
在
に
至
る
ま
で
弁
償
の
目
的
や

有
効
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
弁
償
の
魅
力
は
、
そ
の
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
の
ご
と
き
多
面
性
に
あ
る
と
さ
れ
、
幅
広

い
論
者
が
弁
償
を
支
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
弁
償
に
関
す
る
様
々
な
評
価
や
理
解
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

利
用
の
限
界
の
曖
昧
さ
、
恣
意
的
な
利
用
や
解
釈
、
成
果
に
つ
い
て
の
検
証
の
困
難
さ
、
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い

と
い
う
危
惧
感
を
も
生
み
出
し
、
議
論
を
い
っ
そ
う
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た）

43
（

。

　

こ
う
し
た
議
論
の
方
向
性
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
つ
は
、
⑴
従
来
の
刑
罰
同
様
、
犯
罪
者
に

焦
点
を
当
て
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
弁
償
を
理
解
・
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
弁
償
の
目
的
の

議
論
は
、
⒜
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
、
⒝
抑
止
・
威
嚇
、
⒞
応
報
・
報
復
な
ど
の
従
前
な
さ
れ
て
き
た
刑
罰
の
目
的
の
議
論
と
重
な

る
こ
と
と
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
⑵
被
害
者
に
焦
点
を
当
て
る
と
い
う
観
点
を
前
面
に
押
し
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
が
被

害
弁
償
命
令
の
立
法
化
及
び
運
用
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
議
論
の
内
容
を
見
る

こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
⑴
犯
罪
者
に
焦
点
を
当
て
る
見
解
、
す
な
わ
ち
、
⒜
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
、
⒝
抑
止
・
威
嚇
、
⒞
応
報
・
報
復
と
い
っ

た
従
来
の
刑
罰
目
的
と
同
じ
よ
う
に
弁
償
の
目
的
を
理
解
す
る
見
解
が
数
多
く
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
民
刑
の
分
離
を
維

持
し
、
刑
事
の
場
面
で
伝
統
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
犯
罪
者
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
被
害
者
の
救
済
は

そ
の
反
射
的
効
果
に
す
ぎ
な
い
と
と
ら
え
る
傾
向
に
あ
る
。

　

第
一
に
、
⒜
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
の
観
点
か
ら
は
、
弁
償
に
よ
っ
て
犯
罪
者
が
自
己
の
行
為
と
そ
の
結
果
を
認
識
し
、
そ
の
責



第
二
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令 

二
七

任
を
果
た
す
こ
と
が
有
益
と
さ
れ
る）

44
（

。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
結
果
の
認
識
の
た
め
に
、
物
質
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
被

害
も
弁
償
の
対
象
に
含
ま
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
弁
償
の
意
義
は
、
被
害
者
の
被
害
填
補
が
実
現
す
る
こ
と
よ
り
も
、
犯
罪

者
が
支
払
う
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
考
え
を
押
し
進
め
た
の
が
、
後
に
修
復
的
司
法
を
提
唱
し
た
イ
グ
ラ
ッ
シ
ュ
（E

glash

）

で
あ
っ
た）

45
（

。
彼
は
、
精
神
医
学
及
び
宗
教
の
「
回
復
」
と
い
う
概
念
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
犯
罪
者
が
自
己
決
定
に
よ
り
被
害
填
補
を

行
な
い
、
建
設
的
な
行
為
を
な
し
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
を
な
す
と
い
う
、「
創
造
的
弁
償
（creative restitution

）」
の
概
念

を
唱
え
た
。

　

改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
の
観
点
は
、
弁
償
の
場
合
、
従
来
の
刑
罰
よ
り
も
実
際
に
生
じ
た
被
害
に
着
目
し
て
弁
償
額
を
算
定
す
る

た
め
、
犯
罪
に
よ
り
惹
起
し
た
結
果
を
犯
罪
者
に
認
識
さ
せ
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
活
か
そ
う
と
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
犯
罪
者

の
犯
罪
性
の
除
去
や
環
境
の
改
善
と
い
っ
た
、
従
来
、
拘
禁
刑
や
社
会
内
処
遇
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
「
改
善
・
更
生
・
社
会
復

帰
」
の
内
容
の
基
盤
と
な
る
認
識
、
す
な
わ
ち
自
己
の
犯
罪
行
為
か
ら
生
じ
た
結
果
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
「
改
善
・
更
生
・
社
会
復

帰
」
と
結
び
付
け
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
犯
行
が
未
遂
に
終
わ
り
、
実
質
的
な
結
果
が
発
生
し
な
か
っ
た
場

合
や
、
被
害
者
な
き
犯
罪
の
よ
う
に
直
接
の
被
害
者
が
存
在
せ
ず
実
際
に
生
じ
た
被
害
を
把
握
し
難
い
場
合
に
は
、
実
際
に
生
じ
た
被

害
に
着
目
す
る
形
で
弁
償
を
科
す
こ
と
は
難
し
く
、
自
己
の
犯
罪
行
為
の
悪
性
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
財
産

に
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
金
銭
評
価
に
な
じ
み
や
す
い
一
方
、
生
命
、
身
体
又
は
名
誉
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
金
銭
的
評
価
が
困
難

で
あ
り
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
難
い
き
ら
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
全
く
別
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
の
方
向
性
は
、
具
体
的
に
生
じ
た
被
害
に
着
目
す
る
程
度
が
大
き
い
こ
と
以
外
は
、
従
来
の
刑
罰
、
特
に
罰
金
刑
と
同
じ
よ
う
に
考

え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
向
性
か
ら
は
、
犯
罪
者
に
結
果
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
も
そ
も
金
銭
が
帰
属
す
る
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の
は
被
害
者
で
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
で

足
り
、
現
実
に
弁
償
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
、
特
に
被
害
額
全
額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
ま
で
は
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、

多
額
の
金
銭
の
支
払
が
不
適
切
で
あ
っ
て
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
障
害
と
な
る
場
合
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
斟
酌
し
て
被
害
者
へ
の

被
害
填
補
の
要
請
を
後
退
さ
せ
、
犯
罪
者
の
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
程
度
に
弁
償
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
も
言
え
る
。
ま

た
、
不
払
時
の
制
裁
も
謙
抑
的
な
も
の
と
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
や
す
い
。
公
正
な
刑
事
制
裁
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
法
益
剥
奪
に
よ

る
苦
痛
の
量
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
罰
金
額
の
算
定
の
際
に
行
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、
具
体
的
な
被
害
へ
の
着
目
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
被
害
を
受
け
た
客
体
で
あ
る
被
害
者
と

の
関
係
性
に
も
視
点
を
広
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
グ
ラ
ッ
シ
ュ
が
後
に
修
復
的
司
法
へ
と
そ
の
考
え
を
発
展
さ

せ
た
こ
と
か
ら
も
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
自
己
の
行
為
結
果
の
認
識
を
被
害
者
と
の
関
係
で
促
進
し
、
被
害
者
ひ
い
て
は
地
域
社
会
と

の
関
係
性
を
回
復
す
る
と
い
う
考
え
方
が
導
き
出
さ
れ
る）

46
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
異
な
る
方
向
性
を
内
在
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
で
着
目
さ
れ
て
い
る
「
被
害
」
が
、
犯
罪
者
が
惹
起
す
る
と

い
う
面
と
被
害
者
が
受
け
る
と
い
う
面
の
二
つ
の
面
を
有
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
⒝
抑
止
・
威
嚇
の
観
点
か
ら
は
、
犯
罪
者
が
被
害
者
に
生
じ
さ
せ
た
被
害
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
れ
ば
、

犯
罪
は
割
に
あ
わ
な
い
も
の
に
な
り
、
こ
の
点
に
意
義
が
見
出
さ
れ
る）

47
（

。

　

抑
止
・
威
嚇
の
観
点
は
、
弁
償
に
よ
り
犯
罪
の
費
用
対
効
果
が
悪
化
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
お
り
、
費
用
対
効
果
を
意
識
し
や
す
い
財

産
犯
な
ど
の
類
型
に
な
じ
み
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
抑
止
・
威
嚇
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
弁
償
額
が
被
害
額
を
超
え
る
こ

と
も
主
張
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
単
に
弁
償
額
を
高
額
に
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
具
体
的

に
生
じ
た
被
害
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。
ま
た
、
実
質
的
な
被
害
が
な
い
場
合
や
把
握
し
難
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九

い
場
合
に
は
弁
償
を
科
し
難
く
、
抑
止
・
威
嚇
効
果
に
欠
け
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
検
挙
さ
れ
な
け
れ
ば
弁
償
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
な
い
た
め
、
抑
止
・
威
嚇
効
果
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
う
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
被
害
へ
の
着
目
は
、

改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
の
観
点
と
同
じ
よ
う
に
、
二
つ
の
方
向
性
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
犯
罪
者
へ
の
抑
止
・
威
嚇
の
観
点

を
強
調
す
れ
ば
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
被
害
者
に
帰
属
し
な
く
と
も
よ
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
そ
の
場
合
、
罰
金
刑
と
の
違
い
は
、

支
払
額
の
算
定
の
際
に
具
体
的
に
生
じ
た
被
害
に
着
目
す
る
程
度
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
。
他
方
で
、
被
害
が
被
害
者
に
生
じ
た
と
い

う
点
を
強
調
す
れ
ば
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
か
ら
は
過
酷
な
場
合
で
も
支
払
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
不
払
に
対
し
て

拘
禁
を
含
め
た
厳
し
い
制
裁
が
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

第
三
に
、
⒞
応
報
・
報
復
の
観
点
か
ら
も
、
犯
罪
者
が
被
害
者
に
負
わ
せ
た
被
害
を
被
害
者
に
弁
償
す
る
こ
と
は
正
義
・
公
平
を
満

た
し
、
応
報
に
適
う
と
し
て
、
支
持
さ
れ
た）

48
（

。

　

こ
の
観
点
か
ら
は
、
具
体
的
に
生
じ
た
被
害
額
を
弁
償
額
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
物
質
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
被
害
も
弁
償

の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
被
害
額
を
超
え
る
弁
償
が
求
め
ら
れ
に
く
い
一
方
で
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
斟
酌
し

て
弁
償
額
を
減
額
す
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
難
く
な
る
。
従
っ
て
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
だ
け
を
見
れ
ば
、
私
人
間
の
紛
争
解
決
と
い

う
民
事
の
損
害
賠
償
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
不
払
時
に
は
、
拘
禁
の
よ
う
な
他
の
制
裁
が
科
さ
れ
や
す
く
な
る
。
他

方
で
、
こ
の
観
点
か
ら
も
、
被
害
が
生
じ
な
か
っ
た
場
合
や
直
接
の
被
害
者
が
把
握
し
難
い
場
合
に
は
、
弁
償
を
科
す
こ
と
が
困
難
と

な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
弁
償
の
目
的
を
従
来
の
刑
罰
目
的
と
同
様
に
考
え
る
見
解
は
、
い
ず
れ
も
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
、
生
じ
た
具
体
的

被
害
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
弁
償
の
対
象
と
な
る
被
害
の
範
囲
や
被
害
者
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
生
じ
た
被

害
に
着
目
す
る
理
由
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
被
害
額
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
額
を
弁
償
額
と
す
る
か
に
差
が
あ
る
。
そ
し
て
、
金
銭



 

三
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の
帰
属
や
不
払
時
の
制
裁
の
点
で
、
い
ず
れ
の
見
解
も
、
被
害
を
与
え
る
犯
罪
者
に
関
心
が
終
始
し
て
し
ま
い
被
害
者
救
済
が
劣
後
す

る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
被
害
を
受
け
た
客
体
で
あ
る
被
害
者
に
関
心
が
広
が
っ
て
被
害
者
救
済
や
被
害
者
と
の
関
係
性
の
回
復
の

方
向
へ
軸
足
が
移
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

　

他
方
、
⑵
被
害
者
に
焦
点
を
当
て
る
見
解
は
、
民
刑
の
分
離
に
対
す
る
考
え
方
に
よ
り
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
⒜

民
刑
の
分
離
と
従
来
か
ら
存
在
す
る
刑
罰
の
存
在
を
肯
定
し
つ
つ
、
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
弁
償
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
見
解

が
多
数
存
在
す
る）

49
（

。

　

そ
の
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
ガ
ラ
ウ
ェ
イ
（G

alaw
ay

）
は
、
拘
禁
の
代
替
策
と
し
て
、
被
害
填
補
を
弁
償
の
第
一
目
的
と
す
る
。

彼
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（probation

）
に
は
改
善
効
果
を
望
め
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
に
弁
償
を
付
す
こ

と
で
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善
・
更
生
の
手
段
で
は
な
く
被
害
填
補
の
手
段
、
す
な
わ
ち
金
銭
徴
収
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
べ
き

だ
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
弁
償
を
直
接
の
被
害
者
及
び
社
会
と
の
「
和
解
」
と
観
念
し
、
犯
罪
者
を
社
会
に
再
統
合
す
る
「
社

会
統
合
的
制
裁
」
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
見
解
も
、
具
体
的
に
生
じ
た
被
害
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
不
払
時
の
制
裁
を
意
識
さ
せ
つ
つ
も
、
刑
罰
と
し
て
の
限
界

か
ら
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
考
慮
し
な
が
ら
一
定
の
被
害
填
補
を
図
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
制
約
が
ほ

と
ん
ど
な
い
損
害
賠
償
と
の
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
現
行
の
刑
罰
枠
組
の
中
で
被
害
填
補
を
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
と

し
て
主
に
非
重
大
事
犯
の
拘
禁
回
避
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
重
大
事
犯
の
被
害
填
補
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
全
犯
罪
の
完
全
な
被
害
填
補
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
⒝
民
刑
の

分
離
及
び
刑
罰
の
存
在
に
否
定
的
で
、
犯
罪
を
私
人
間
の
紛
争
と
観
念
し
、
弁
償
を
侵
害
行
為
に
対
す
る
第
一
の
制
裁
と
し
て
活
用
し

よ
う
と
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
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リ
バ
タ
リ
ア
ン
と
し
て
有
名
な
バ
ー
ネ
ッ
ト
（Barnett

）
は
、
刑
罰
を
中
心
に
据
え
る
従
来
の
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
は
破
綻
し
か

か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
試
み
も
十
分
で
な
い
と
し
て
、「
純
粋
弁
償
（pure restitution

）」
の
考
え
方
を
示
し
た）

50
（

。
こ
れ

は
、
現
在
の
刑
事
司
法
の
全
領
域
で
、
刑
罰
の
代
替
と
し
て
弁
償
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
犯
罪
者
は
、
被
害
者
に
実
際
に
生
じ
た
被

害
の
弁
償
だ
け
で
な
く
、
捜
査
費
用
や
訴
追
費
用
な
ど
刑
事
司
法
機
関
の
法
執
行
の
際
に
生
じ
た
費
用
の
支
払
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
考
え
の
下
で
も
、
犯
罪
者
が
弁
償
を
で
き
な
い
場
合
に
は
拘
禁
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
拘
禁
は
刑
罰
と
し
て
そ
れ
自
体
が

目
的
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
刑
務
所
内
で
の
作
業
に
よ
り
、
弁
償
金
を
生
み
出
す
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
犯
罪
者

が
自
ら
の
得
た
収
入
を
積
み
立
て
、
被
害
者
に
完
全
に
弁
償
を
行
な
う
と
と
も
に
、
法
執
行
費
用
や
拘
禁
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
拘
禁
を
解
か
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
犯
罪
を
私
人
間
の
紛
争
と
観
念
し
よ
う
と
す
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
エ
（Christie

）

の
考
え
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る）

51
（

。
従
っ
て
、
そ
の
点
で
、
修
復
的
司
法
に
親
和
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｋ
・
ス
ミ
ス
（Sm

ith
）
は
、
刑
の
重
さ
を
期
間
で
は
な
く
、
金
銭
で
評
価
し
、
全
て
の
犯
罪
者
に
弁
償
と
罰

金
刑
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
た）

52
（

。
バ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
彼
女
は
、
弁
償
額
の
算
定
の
際
に
、
具
体
的
な
被
害
に
犯
罪
類
型
、

動
機
及
び
行
為
態
様
な
ど
を
加
味
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
弁
償
額
が
単
純
に
被
害
額
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
被
害
の
原
因
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
を
考
慮
し
て
お
り
、
具
体
的
な
被
害
が
生
じ
て
い
な
い
場
合
や
把
握
し
づ
ら
い
場
合
に
も
弁
償

を
科
し
う
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
具
体
的
な
被
害
以
外
の
要
素
を
加
味
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
抑
止
・
威
嚇

と
い
っ
た
被
害
填
補
以
外
の
目
的
が
入
り
込
む
余
地
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
私
人
間
の
紛
争
解
決
だ
け
で
な
く
、
国

家
や
社
会
公
共
の
秩
序
に
対
す
る
侵
害
を
も
考
慮
し
て
い
る
と
評
価
で
き
、
民
刑
の
分
離
を
バ
ー
ネ
ッ
ト
ほ
ど
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
と
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
被
害
者
救
済
を
前
面
に
出
す
見
解
も
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
、
実
際
に
生
じ
た
被
害
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
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刑
の
分
離
を
否
定
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
従
来
の
刑
罰
目
的
が
入
り
込
み
に
く
く
な
る
と
と
も
に
、
民
事
の
損
害
賠
償
と
近
似
す
る
こ
と

に
な
り
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
な
ど
を
考
慮
し
て
弁
償
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
に
く
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
弁
償
の
目
的
に
関
す
る
議
論
は
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
具
体
的
な
被
害
に
着
目
す
る
点
で
、
お
お
よ
そ
の
一
致
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
民
刑
の
分
離
に
対
す
る
考
え
方
を
始
め
と
す
る
根
本
的
な
点
に
対
立
が
あ
る
。
そ
の
差
異
は
、
⑴
弁
償
の
内
容
と
額
の

算
定
、
⑵
弁
償
の
帰
属
、
⑶
不
払
時
の
制
裁
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
民
刑
の
分

離
へ
と
至
る
変
化
に
お
け
る
重
要
な
点
と
共
通
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
根
本
的
な
争
点
で
あ
る
弁
償
の
目
的
に
つ
い
て

解
決
を
見
な
い
ま
ま
、
弁
償
は
刑
事
制
裁
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

六
、
被
害
弁
償
命
令
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
へ
の
道
程

　

も
と
も
と
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
二
五
年
の
連
邦
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
法
（Federal Probation A

ct

）
に
よ
り）

53
（

、
プ
ロ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
条
件
と
し
て
弁
償
を
科
し
う
る
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
州
で
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る）

54
（

。

　

被
害
弁
償
命
令
が
独
立
の
制
裁
と
し
て
連
邦
レ
ベ
ル
で
立
法
化
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
被

害
者
へ
の
関
心
が
爆
発
的
に
高
ま
る
中
、
一
九
八
二
年
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
大
統
領
犯
罪
被
害
者
作
業
部
会

（President ’s T
ask Force on V

ictim
s of Crim

e

）
の
最
終
報
告
書
の
勧
告
の
中
で
弁
償
が
取
り
上
げ
ら
れ）

55
（

、
同
年
一
〇
月
に
は
、

一
九
八
二
年
被
害
者
及
び
証
人
保
護
法
（
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
）
が
連
邦
法
と
し
て
成
立
し）

56
（

、
被
害
弁
償
命
令
が
独
立
の
制
裁
と
さ
れ
る
な
ど
、

総
則
的
な
弁
償
規
定
が
創
設
さ
れ
た）

57
（

。

　

連
邦
の
弁
償
規
定
は
、
そ
の
後
、
数
次
の
改
正
を
経
て
整
備
さ
れ
た
が）

58
（

、
謀
殺
、
拐
取
、
強
盗
及
び
性
的
虐
待
な
ど
重
大
事
犯
で
の



第
二
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令 

三
三

利
用
率
は
低
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
四
年
暴
力
犯
罪
統
制
及
び
法
執
行
法
（V

iolent Crim
e Control and Law

 

Enforcem
ent A

ct of 1994

）
の
一
部
で
あ
る
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
法
（V
iolence A

gainst W
om

en A
ct

）
が
、
性
的
虐
待
、

性
的
搾
取
及
び
そ
の
他
の
児
童
虐
待
並
び
に
家
庭
内
暴
力
に
つ
い
て
、
必
要
的
に
全
額
弁
償
を
求
め
る
こ
と
と
し
た）

59
（

。
も
っ
と
も
、
こ

の
法
律
は
対
象
と
な
る
犯
罪
類
型
を
限
定
し
て
い
た
た
め
、
⑴
全
て
の
犯
罪
に
対
し
て
全
額
弁
償
を
求
め
、
⑵
手
続
規
定
を
整
備
し
、

⑶
徴
収
・
執
行
の
規
定
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
一
九
九
六
年
反
テ
ロ
リ
ズ
ム
及
び
有
効
な
死
刑
法
（A

ntiterrorism
 and 

Eff ective D
eath Penalty A

ct of 1996

）
の
一
部
で
あ
る
、
必
要
的
被
害
者
弁
償
法
（
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
）
が
制
定
さ
れ）

60
（

、
総
則
規
定
に

つ
い
て
大
幅
な
改
正
が
な
さ
れ
た）

61
（

。

　

州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
弁
償
の
関
連
法
が
多
数
制
定
さ
れ
、
一
九
八
七
年
ま
で

に
全
て
の
州
で
弁
償
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
か
、
従
来
の
規
定
が
修
正
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
州
憲
法
の
改
正
に
よ
り
、
被

害
者
の
弁
償
を
受
け
る
権
利
が
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
明
文
で
規
定
さ
れ
た
州
も
あ
る）

62
（

。

　

我
が
国
と
違
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
完
全
な
形
の
司
法
統
計
が
存
在
せ
ず
、
被
害
弁
償
命
令
の
利
用
が
ど
の
程
度

な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
正
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
各
種
の
調
査
に
よ
り
、
被
害
弁
償
命
令
が
、
罰
金
刑
同
様
、
法
整
備
の
進

展
と
と
も
に
、
刑
事
司
法
の
中
へ
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る）

63
（

。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
被
害
弁
償
命
令
の

制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
、
弁
償
に
つ
い
て
の
議
論
が
制
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
か
を
連

邦
法
を
概
観
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
連
邦
法
に
比
べ
て
各
州
法
の
方
が
、
管
轄
の
関
係
上
、
実
際
の
適
用
が
多
い
も
の

の
、
弁
償
に
関
す
る
連
邦
法
は
、
各
州
法
よ
り
も
包
括
的
で
詳
細
で
あ
り
、
各
州
法
の
模
範
と
な
る
よ
う
制
定
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
こ
と
か
ら）

64
（

、
本
書
で
は
、
連
邦
法
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
比
較
す
る
た
め
に
、
罰
金
刑
に
つ
い
て
も
連

邦
の
制
度
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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第
三
節　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
被
害
弁
償
命
令

　

本
節
で
は
、
被
害
弁
償
命
令
の
賦
科
の
際
に
問
題
と
な
る
、
⑴
被
害
弁
償
の
内
容
と
額
の
算
定
、
⑵
支
払
わ
れ
た
金
銭
の
帰
属
先
、

⑶
不
払
時
の
制
裁
と
い
っ
た
諸
点
に
関
し
て
、
連
邦
法
の
罰
金
刑
及
び
民
事
の
損
害
賠
償
と
比
較
し
な
が
ら
、
条
文
及
び
判
例
を
中
心

に
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
被
害
弁
償
の
内
容
と
賦
科
額
の
量
定

　

被
害
弁
償
の
内
容
と
額
の
算
定
の
場
面
で
は
、
損
害
賠
償
の
場
合
、
い
か
な
る
手
続
で
課
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
の

に
対
し
て
、
罰
金
刑
の
場
合
、
い
か
な
る
行
為
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
の
上
限
で
ど
の
程
度
の
額
を
科
さ
れ
る
の
か
も
問
題
と
な
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
誰
に
生
じ
た
い
か
な
る
被
害
に
つ
い
て
科
さ
れ
る
の
か
も
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
で
は
、（
一
）
対
象
と
な
る
行
為
、（
二
）
対
象
と
な
る
被
害
者
の
範
囲
、（
三
）
対
象
と
な
る
被
害
の
範
囲
、（
四
）
上
限
額
、（
五
）

要
求
さ
れ
る
行
為
の
内
容
、
方
法
及
び
期
限
並
び
に
賦
科
の
肯
否
及
び
賦
科
額
、（
六
）
手
続
の
順
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い）

65
（

。

（
一
）
対
象
と
な
る
行
為

　

損
害
賠
償
の
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
被
害
が
賠
償
の
対
象
と
な
っ
て
被
害
を
惹
起
し
た
行
為
の
範
囲
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
に

対
し
て
、
刑
事
制
裁
の
場
合
、
行
為
が
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
に
賦
科
の
対
象
と
な
る
行
為
の
範
囲
が
問
題
と

な
る
。

　

ま
ず
、
罰
金
刑
の
場
合
、
当
該
犯
罪
類
型
が
罰
金
刑
を
法
定
し
て
い
な
い
場
合
で
、
か
つ
、
罰
金
刑
の
適
用
を
排
斥
す
る
こ
と
が
明
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五

示
さ
れ
て
い
る
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
全
て
の
行
為
が
対
象
と
な
り
う
る
。
従
っ
て
、
被
告
人
が
答
弁
取
引
の

際
に
有
罪
答
弁
を
し
な
か
っ
た
部
分
の
行
為
や
犯
罪
行
為
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
が
そ
も
そ
も
犯
罪
と
さ
れ
て
い
な
い
行
為
に
つ
い

て
は
、
有
罪
認
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
対
象
と
な
ら
な
い）

66
（

。
な
お
、
我
が
国
で
は
罰
金
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
類
型
が

多
数
あ
る
の
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
一
般
に
そ
の
よ
う
な
罪
種
の
限
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
行
為
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
も
賦
科
の
対
象
と
さ
れ
る
な
ど
、
賦
科
の
対
象
と

な
る
行
為
が
罰
金
刑
の
場
合
よ
り
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
が
賦
科
の
対
象
と
し
て
い
た
の
は
、
条
文
上
列
挙
さ
れ
た
刑
法
典
上
の
犯
罪
と
若
干
の
特
別
法
上
の
犯
罪
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
犯
罪
を
構
成
す
る
行
為
か
ら
被
害
が
生
じ
た
こ
と
が
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る）

67
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
犯
罪

に
よ
り
被
告
人
が
有
罪
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
行
為
か
ら
生
じ
た
被
害
だ
け
が
賦
科
の
対
象
と
な
る

の
が
原
則
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
も
こ
の
こ
と
を
明
言
し
た）

68
（

。
こ
の
原
則
は
答
弁
取
引
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る）

69
（

。
従
っ
て
、

同
一
の
陰
謀
や
共
同
謀
議
か
ら
生
じ
た
犯
罪
行
為
で
あ
っ
て
も
、
被
害
弁
償
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
有
罪
と
さ
れ
た
行
為
か
ら
生
じ
た

被
害
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
特
に
答
弁
取
引
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
一
部
の
被
害
者
や
被
害
だ
け
が
救
済
さ
れ
る
に
留
ま

り
、
妥
当
で
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
九
九
〇
年
犯
罪
統
制
法
（Crim

e Control A
ct of 1990

）
に
よ
る
改
正）

70
（

で
、
答
弁
取
引
の
当

事
者
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
れ
ば
、
有
罪
認
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
行
為
も
賦
科
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
の
犯
罪
行
為
が
本
来
賦
科

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
犯
罪
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た）

71
（

。

　

し
か
し
、
巡
回
裁
判
所
の
多
く
は
、
一
九
九
〇
年
改
正
以
前
か
ら
、
被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
行
為
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
①
被
告
人
が
陰
謀
に
つ
い
て
有
罪
認
定
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
当
該
陰
謀
か
ら
発
展
し
た
行
為
や
そ
の
行
為
に
密
接
に
関



 

三
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連
す
る
別
の
行
為
ま
で
賦
科
の
対
象
と
な
り
う
る
と
す
る
判
例
や）

72
（

、
②
被
告
人
が
共
同
謀
議
か
ら
発
展
し
た
行
為
の
一
部
に
関
与
し
て

い
る
だ
け
で
あ
り
、
共
同
謀
議
の
一
部
に
つ
い
て
有
罪
認
定
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
と
し
て
も
、
共
同
謀
議
か
ら
発
展
し
た
全
て
の
行
為

が
賦
科
の
対
象
に
な
る
と
す
る
判
例
が
あ
る）

73
（

。
ま
た
、
③
全
訴
因
の
被
害
弁
償
を
す
る
と
答
弁
し
て
い
れ
ば
、
有
罪
認
定
さ
れ
て
い
な

い
訴
因
を
含
む
、
訴
因
を
構
成
す
る
全
て
の
行
為
に
つ
い
て
賦
科
の
対
象
と
な
る
と
す
る
判
例
が
あ
る）

74
（

。
さ
ら
に
、
④
有
罪
と
さ
れ
た

犯
罪
行
為
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
行
為
全
部
が
賦
科
の
対
象
に
な
る
と
す
る
判
例
も
あ
る）

75
（

。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、
賦
科
の
対
象
と
な
る
犯
罪

の
範
囲
を
広
げ
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
が
規
定
し
て
い
た
犯
罪
に
加
え
て
、
特
定
の
被
害
者
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
薬
物
犯
罪
の
一
部
に
つ
い
て

も
賦
科
の
対
象
と
し
た
が）

76
（

、
必
要
と
さ
れ
る
有
罪
認
定
の
範
囲
に
つ
い
て
明
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
刑
事
制
裁
の
場
合
、
賦
科
の
対
象
は
原
則
と
し
て
有
罪
認
定
さ
れ
た
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
被

害
弁
償
命
令
の
場
合
、
そ
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
、
犯
罪
行
為
と
の
関
連
性
の
あ
る
行
為
全
て
が
含
ま
れ
る
と
す
る
判
例
ま
で
現
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
、
生
じ
た
被
害
が
意
識
さ
れ
や
す
く
、
被
害
を
で
き
る
限
り
把
握
す
る
要

請
が
強
く
働
き
う
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
拡
張
は
、
改
善
・
更
生
・
社

会
復
帰
な
ど
の
刑
罰
目
的
か
ら
も
、
被
害
填
補
の
目
的
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
で
、
有
罪
認
定
を
欠
い
て
お
り
、

十
分
な
手
続
保
障
が
あ
る
と
言
え
る
か
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
よ
う
。

（
二
）
対
象
と
な
る
被
害
者
の
範
囲

　

損
害
賠
償
の
場
合
、
被
害
を
受
け
た
あ
ら
ゆ
る
被
害
者
が
対
象
と
な
る
た
め
、
賠
償
を
請
求
で
き
る
主
体
に
、
法
人
、
さ
ら
に
政
府

も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
罰
金
刑
の
場
合
、
犯
罪
行
為
が
国
家
に
対
す
る
も
の
と
観
念
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
直
接
の
被
害
者
の
範
囲

が
厳
格
に
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
被
害
者
な
き
犯
罪
の
よ
う
に
直
接
の
被
害
者
が
曖
昧
な
場
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七

合
に
も
賦
科
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
被
害
弁
償
額
の
算
定
、
ひ
い
て
は
支
払
わ
れ
た
財
産

の
帰
属
先
な
ど
も
絡
ん
で
、
い
か
な
る
被
害
者
の
被
害
が
賦
科
の
対
象
と
な
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

ま
ず
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
で
は
、
文
言
上
、「
あ
ら
ゆ
る
被
害
者
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た）
77
（

。
そ
の
た
め
、
裁
判
所
は
、「
被
害
者
」
を
広
く
解
し
、
自
然
人
で
な
く
と
も
よ
く
、
政
府
や
そ
の
機
関
が
含
ま
れ
る
と
し
、
さ
ら
に

は
、
直
接
の
被
害
者
に
保
険
金
を
支
払
っ
た
保
険
会
社
も
含
ま
れ
る
と
し
た）

78
（

。

　

Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
定
義
規
定
を
置
き
、「
犯
罪
実
行
の
結
果
と
し
て
直
接
か
つ
直
近
に
侵
害
さ
れ
た
者
」
を
「
被
害

者
」
と
定
義
し
た
た
め
、
直
接
の
被
害
者
に
保
険
金
を
支
払
っ
た
保
険
会
社
は
、「
被
害
者
」
に
含
ま
れ
ず
、
そ
の
被
害
は
賦
科
の
対
象

と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
全
て
の
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
が
完
了
し
て
い
れ
ば
、「
被
害
者
」
に
あ
た
ら
な
く
と
も
、

保
険
会
社
の
よ
う
に
「
被
害
者
」
の
被
害
を
填
補
し
た
者
も
支
払
を
受
け
う
る
と
さ
れ
た）

79
（

。
ま
た
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、
薬
物
犯
罪
な
ど
、

特
定
の
被
害
者
が
存
在
し
な
い
場
合
に
社
会
全
体
が
被
る
よ
う
な
被
害
に
つ
い
て
も
、
社
会
全
体
を
「
被
害
者
」
と
目
す
る
こ
と
で
、

賦
科
の
対
象
と
な
り
う
る
と
し
た）

80
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
被
害
者
」
に
政
府
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
以
来
一
貫
し
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
被
害
が
生
じ
た
以

上
、
そ
の
客
体
を
区
別
せ
ず
賦
科
の
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
政
府
が
「
被
害
者
」
で
あ
る

場
合
、
金
銭
は
政
府
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
罰
金
刑
と
の
差
は
そ
の
算
定
の
際
に
具
体
的
な
被
害
に
ど
の
程
度
着
目
し
た
か
と

い
う
点
以
外
に
存
在
し
な
く
な
る
。
確
か
に
、
具
体
的
な
被
害
に
着
目
し
て
い
る
た
め
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復

帰
な
ど
の
刑
罰
目
的
に
は
適
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
国
家
に
金
銭
が
帰
属
す
る
と
い
う
点
で
は
、
実
質
的
に
罰
金
刑
と
変
わ
ら
な

い
。
ま
た
、
被
害
弁
償
命
令
と
罰
金
刑
が
併
科
さ
れ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
上
、
被
害
弁
償
命
令
が
問
題
と
す
る
被
害

と
、
罰
金
刑
が
問
題
と
す
る
侵
害
は
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
二
重
評
価
で
は
な
い
の
か
と
の
懸
念
が
生
じ
る
。



 

三
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こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
被
害
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
薬
物
犯
罪
の
よ
う
な
具
体
的
な
被
害
が

考
え
難
い
犯
罪
に
も
社
会
と
い
う
「
被
害
者
」
が
い
る
と
観
念
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
被
害
を
重
視
し
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、「
被
害

者
」
の
定
義
に
よ
っ
て
は
被
害
の
具
体
性
が
曖
昧
に
さ
れ
る
可
能
性
も
看
取
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
も
、
被
害
弁
償
命
令
に
罰
金

刑
を
併
科
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
銭
は
州
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
る

一
方
、
罰
金
刑
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
銭
は
連
邦
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
帰
属
先
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
刑
罰
の

賦
科
主
体
で
あ
る
国
家
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
問
題
と
な
る
被
害
と
侵
害
は
完
全
に

重
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
府
に
直
接
の
被
害
が
あ
っ
た
場
合
と
違
っ
て
両
者
の
区
別
は
不
可
能
で
あ
り
、
二
重
評
価
と
な
っ
て
し
ま

う
。
加
え
て
、「
被
害
者
」
の
範
囲
の
拡
張
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
政
府
や
保
険
会
社
で
あ
り
、
本
来
、
被
害
弁
償
命
令
で
救
済
す
べ

き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
個
人
の
被
害
者
で
は
な
い
。
従
っ
て
、「
被
害
者
」
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
て
も
、
個
人
の
被
害
者

の
救
済
が
厚
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
の
被
害
者
救
済
が
充
実
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
犯
罪
を
目
撃
し
て
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
者
ま
で
「
被
害
者
」
と
し
て
含
め
る
な
ど
の
形
で
私
人
間
の
紛
争
を
観
念
し
、
よ
り
広
い
範
囲
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

（
三
）
対
象
と
な
る
被
害
の
範
囲

　

損
害
賠
償
の
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
被
害
が
対
象
と
な
る
た
め
、
精
神
的
被
害
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
一
方
、
罰
金
刑
の
場
合
、
被
害
者
に

生
じ
た
被
害
額
と
科
さ
れ
る
罰
金
額
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
密
接
で
は
な
い
た
め
、
い
か
な
る
被
害
が
罰
金
刑
の
対
象
と
な
る
か
を
明

確
に
す
る
必
要
性
が
低
い
。
も
っ
と
も
、
被
告
人
が
被
告
人
以
外
の
者
に
金
銭
的
損
失
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、
全
損
失
の
二
倍
を
上

限
と
し
て
罰
金
刑
を
科
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
対
象
は
、
経
済
的
損
失
、
す
な
わ
ち
財
産
的
被
害
に
条
文
上
限
定
さ
れ
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て
い
る
上）

81
（

、
後
述
の
よ
う
に
他
の
要
素
を
考
慮
し
て
罰
金
額
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
被
害
額
か
ら
直
ち
に
罰
金
額
が
導
か
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
後
述
の
よ
う
に
、
被
害
額
と
被
害
弁
償
額
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
た
め
、

い
か
な
る
被
害
が
賦
科
の
対
象
と
な
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
、
⑴
財
産
に
対
す
る
被
害
、
損
失
又
は
破
壊
を
生
じ
た
犯
罪
の
場
合
、
被
害
、
損
失
又
は
破
壊
を
受
け
た
財
産
の
価
値
、

⑵
⒜
身
体
へ
の
傷
害
を
生
じ
た
犯
罪
の
場
合
、
医
療
及
び
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
並
び
に
身
体
的
、
精
神
的
及
び
心
理
的
治
療
に

関
連
す
る
費
用
、
作
業
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
費
用
及
び
逸
失
所
得
、
⒝
こ
の
う
ち
、
死
の
結
果
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
葬

儀
費
用
が
賦
科
の
対
象
と
な
る
と
し
た）

82
（

。

　

ま
た
、
実
質
的
な
被
害
が
な
け
れ
ば
賦
科
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
犯
罪
者
の
動
機
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い）

83
（

。
そ
し
て
、
賦
科
の
対

象
と
な
る
の
は
、
直
接
被
害
に
限
定
さ
れ
、
条
文
上
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
間
接
被
害
は
対
象
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る）

84
（

。
そ

こ
で
、
一
九
九
四
年
の
改
正
で
、
児
童
の
世
話
、
旅
費
、
当
該
犯
罪
の
捜
査
若
し
く
は
訴
追
へ
の
関
与
又
は
当
該
犯
罪
に
関
連
す
る
手

続
へ
の
参
加
の
際
に
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
も
被
害
弁
償
の
対
象
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
た）

85
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
条
文
の
反
対
解
釈
か
ら
、
間

接
被
害
で
あ
る
捜
査
費
用
、
訴
追
費
用
及
び
弁
護
士
費
用
は
被
害
弁
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る）

86
（

。
ま
た
、
直
接
被
害
で

あ
っ
て
も
、
精
神
的
被
害
は
連
邦
憲
法
修
正
七
条
に
よ
り
陪
審
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
さ
れ
た
民
事
訴
訟
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
し
て
、
被
害
弁
償
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い）

87
（

。
一
方
、
被
害
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
被
害
の
利
息
も
被
害
弁
償
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る）

88
（

。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
も
以
上
の
よ
う
な
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
規
定
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
控
除
対
象
及
び
範
囲
に
つ
い
て
、
Ｖ
Ｗ

Ｐ
Ａ
も
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
も
、
財
産
が
返
還
さ
れ
た
場
合
、
犯
罪
者
に
よ
り
被
害
填
補
が
な
さ
れ
た
場
合
、
連
邦
や
州
の
民
事
手
続
で
被
害
が

回
復
さ
れ
た
場
合
、
被
害
弁
償
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
と
し
て
い
る）

89
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
対
象
と
な
る
被
害
は
、
被
害
者
が
実
質
的
に
受
け
た
被
害
に
限
定
さ
れ
、
既
に
紹
介
し
た
Ｋ
・
ス
ミ
ス
が
主
張
し
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た
よ
う
に
、
犯
罪
行
為
の
問
題
性
を
加
味
し
て
判
断
す
る
よ
う
な
こ
と
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
損
害
賠
償
で
問
題
と
さ

れ
る
被
害
と
同
様
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
損
害
賠
償
と
異
な
り
、
賦
科
の
対
象
と
な
る
被
害
に
は
限
定
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
被
害
填
補
の
目
的
か
ら
は
、
精
神
的
被
害
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
被
害
が
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陪

審
を
利
用
す
る
権
利
に
つ
い
て
定
め
た
連
邦
憲
法
修
正
七
条
の
関
係
で
精
神
的
被
害
が
被
害
弁
償
命
令
の
賦
科
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら

ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
被
害
の
大
半
が
賦
科
の
対
象
と
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
目
的
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
も
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
の
目
的
か
ら
は
、
自
己
の
惹
起
し
た
行
為
結
果
を
認
識
す
る
た
め
に
、
被
害
者
の
受
け
た

財
産
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
被
害
を
一
体
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
む
し
ろ
精
神
的
被
害
に
共
感
す
る
こ
と
の

ほ
う
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
目
的
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
同

じ
理
由
で
、
抑
止
・
威
嚇
の
目
的
及
び
応
報
・
報
復
の
目
的
が
十
分
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
精
神
的
被
害
を
対
象
外

と
す
る
こ
と
は
、
被
害
者
と
犯
罪
者
の
相
互
理
解
を
目
指
す
修
復
的
司
法
の
考
え
方
と
も
相
容
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
財
産
犯
の
場
合
、

精
神
的
被
害
の
占
め
る
割
合
が
身
体
犯
な
ど
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
も
多
く
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
、
抑
止
・
威
嚇
、
応
報
・
報

復
な
ど
の
目
的
が
存
在
す
る
と
言
い
や
す
い
。
ま
た
、
間
接
被
害
の
う
ち
、
旅
費
な
ど
の
算
定
の
容
易
な
被
害
は
被
害
弁
償
の
対
象
と

な
る
一
方
、
算
定
の
困
難
な
被
害
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
の
目
的
か
ら
も
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
賦
科
の
対
象
と
な
る
被
害
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
正
で
迅
速
な
手
続
の
下
で
犯
罪
者
か
ら
金
銭
を
剥
奪
す
る
と

い
う
点
に
配
慮
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
的
被
害
や
間
接
被
害
の
う
ち
非
定
型
的
で
あ
る
た
め
に
算

定
が
困
難
で
被
剥
奪
者
の
手
続
保
障
が
必
要
な
被
害
に
つ
い
て
、
後
述
の
よ
う
に
、
陪
審
利
用
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、

手
続
保
障
の
劣
る
刑
事
の
量
刑
段
階
で
賦
科
を
行
な
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
手
続
保
障
が
十
分
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
刑
事
の
事
実
認
定
と
被
害
額
の
算
定
を
同
時
に
行
お
う
と
す
る
と
、
審
理
が
長
期
化
・
複
雑
化
し
、
迅
速
裁
判
の
要
請
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に
反
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
被
害
に
つ
い
て
は
、
刑
事
手
続
と
は
別
に
、
民
事
の
損
害
賠
償
に
よ
り
填
補
さ
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
、
比
較
的
定
型
的
に
算
定
で
き
る
場
合
、
例
え
ば
身
体
的
侵
害
の
伴
わ
な
い
財
産
犯
に
お
い
て
直
接
の
被
害

者
が
受
け
た
財
産
的
被
害
だ
け
を
被
害
弁
償
さ
せ
る
場
合
、
手
続
保
障
の
要
請
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
か
ら
、
刑
事
の
量
刑
段
階
で
賦

科
す
る
こ
と
も
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
罰
金
刑
の
量
定
の
際
に
財
産
的
被
害
だ
け
を
問
題
と
す

る
場
合
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
実
際
の
被
害
弁
償
額
は
、
後
述
の
よ
う
に
犯
罪
者
の
経
済
状
態
に
応
じ
て
調
整
さ
れ
る
た
め
、
問
題
と

な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
精
神
的
被
害
や
間
接
被
害
が
被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
と
、
一
般
に
被
害
弁
償
額
が
莫
大

な
も
の
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
被
害
弁
償
の
過
度
な
要
求
が
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
を
妨
げ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
の
配
慮
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
損
害
賠
償
に
比
べ
て
、
被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
被
害
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
、
一
部
の
財
産
犯
の
よ
う
に
、
そ
の

範
囲
内
の
被
害
だ
け
が
問
題
と
な
る
場
合
を
除
い
て
、
犯
罪
者
が
金
銭
を
剥
奪
さ
れ
る
と
い
う
点
が
主
に
手
続
面
で
重
視
さ
れ
る
傾
向

が
強
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
損
害
賠
償
で
請
求
で
き
る
額
よ
り
も
小
さ
い
額
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

被
害
者
救
済
の
要
請
は
後
退
さ
せ
る
こ
と
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

（
四
）
上
限
額

　

損
害
賠
償
の
場
合
、
上
限
額
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
、
我
が
国
と
は
異
な
り
、
懲
罰
的
損
害
賠

償
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
被
害
額
を
超
え
る
賠
償
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る）

90
（

。
一
方
、
罰
金
刑
の
場
合
、
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る）

91
（

。

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
被
告
人
が
犯
罪
か
ら
金
銭
的
利
得
を
得
た
場
合
又
は
被
告
人
以
外
の
者
に
金
銭
的
損
失
を
生
じ
さ
せ
た
場
合

に
は
、
全
利
得
の
二
倍
又
は
全
損
失
の
二
倍
が
上
限
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
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被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
行
為
、
被
害
者
及
び
被
害
と
い
う
要
件
で
被
害
弁
償
の
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
一
般
的
な
上
限
額
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
次
の
よ
う
な
制
約
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
民
事
裁

判
に
お
け
る
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
は
異
な
り
、
被
害
額
を
越
え
る
額
が
被
害
弁
償
の
元
本
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い）

92
（

。
第
二
に
、
対
象
と

な
る
行
為
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
が
答
弁
取
引
で
認
め
た
額
以
上
の
被
害
弁
償
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い）

93
（

。
第
三
に
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
よ
れ
ば
、「
被
害
者
」
が
社
会
全
体
と
み
な
さ
れ
る
犯
罪
の
場
合
、
当
該
犯
罪
に
対
し
て
科
さ
れ
う
る
罰

金
額
の
上
限
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
公
共
に
対
す
る
侵
害
の
程
度
に
基
づ
き
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（Federal Sentencing 

Guidelines

）
に
従
っ
て
賦
科
さ
れ
る）

94
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
限
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
被
害
に
着
目
し
て
お
り
、
被
害
填
補
の
目
的
、
改

善
・
更
生
・
社
会
復
帰
の
目
的
及
び
応
報
・
報
復
の
目
的
が
あ
る
程
度
考
慮
さ
れ
う
る
。
も
っ
と
も
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
は
異
な
り
、

被
害
額
と
そ
の
利
息
以
上
の
被
害
弁
償
を
求
め
え
な
い
こ
と
か
ら
、
高
額
化
を
志
向
し
や
す
い
抑
止
・
威
嚇
の
目
的
が
重
視
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
被
害
弁
償
額
が
実
際
に
生
じ
た
被
害
と
同
じ
か
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
額
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

一
定
の
範
囲
内
で
応
報
・
報
復
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
考
慮
し
、
過
度
の
法
益
剥
奪
を

防
ぐ
と
い
う
面
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
方
で
、
社
会
全
体
が
被
害
者
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
犯
罪
の
場
合
、
被
害
弁
償
の
上

限
が
罰
金
刑
の
上
限
と
同
一
で
あ
り
、
公
共
に
対
す
る
侵
害
が
問
題
と
な
る
場
面
に
お
い
て
は
、
被
害
弁
償
と
罰
金
刑
が
等
し
く
扱
わ

れ
る
面
を
有
し
て
い
る
。

（
五
）
要
求
さ
れ
る
行
為
の
内
容
、
方
法
及
び
期
限
並
び
に
賦
科
の
肯
否
及
び
賦
科
額
の
量
定

　

損
害
賠
償
と
は
異
な
り
、
罰
金
刑
と
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
被
害
が
認
定
さ
れ
て
も
常
に
賦
科
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
い
か
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な
る
場
合
に
い
か
な
る
量
を
賦
科
す
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
判
断
の
前
提
と
し
て
、
要
求
さ
れ
る
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で
、

い
か
な
る
方
法
で
、
い
つ
ま
で
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

①
要
求
さ
れ
る
行
為
の
内
容

　

第
一
に
、
求
め
ら
れ
る
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
罰
金
刑
と
被
害
弁
償
命
令
と
で
若
干
異
な
っ
て
い
る）

95
（

。
罰
金
刑
の
場
合
、
金
銭
の

支
払
で
あ
る
が）

96
（

、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
金
銭
の
支
払
に
限
ら
れ
ず
、
財
物
の
返
還
、
さ
ら
に
は
役
務
の
提
供
が
選
択
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
産
に
対
す
る
犯
罪
の
場
合
に
は
、
財
物
の
返
還
に
よ
っ
て
被
害
弁
償
が
な
さ
れ
る
。
財
物
返
還
が
無
理
で
あ

る
場
合
又
は
不
十
分
な
場
合
に
は
、
金
銭
の
支
払
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
身
体
へ
の
傷
害
を
惹
起
し
た
犯
罪
の
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
金
銭
の
支
払
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
被
害
者
が
同
意
す
れ
ば
、
役
務
の
提
供
に
よ
る
被
害
弁
償
も
認
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
必
要
的
被
害
弁
償
に
お
い
て
は
、
代
替
物
の
提
供
に
よ
る
被
害
弁
償
も
選
択
肢
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
以
外

の
方
法
に
よ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
金
銭
や
物
は
、
被
害
者
又
は
指
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
直
接
引
き
渡
す
方
法
と
司
法
長
官

を
経
由
し
て
引
き
渡
す
方
法
の
二
種
類
が
規
定
さ
れ
、
判
決
に
お
い
て
方
法
が
指
示
さ
れ
る
。
な
お
、
役
務
に
よ
る
被
害
弁
償
は
、
プ

ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（probation offi  cer
）
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
で
は
、
原
状
回
復
や

被
害
回
復
の
色
彩
が
強
調
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。

②
要
求
さ
れ
る
行
為
の
方
法
及
び
期
限

　

第
二
に
、
金
銭
の
支
払
方
法
及
び
期
限
の
点
で
は
、
罰
金
刑
と
被
害
弁
償
命
令
は
同
じ
扱
い
を
さ
れ
て
い
る）

97
（

。
す
な
わ
ち
、
原
則
と

し
て
た
だ
ち
に
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
外
的
に
一
定
期
間
後
の
支
払
や
分
割
払
も
認
め
ら
れ
る
が
、
裁
判
所
が
判
決
に
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お
い
て
そ
の
旨
を
判
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
全
額
の
支
払
が
合
理
的
に
な
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ

る
最
短
期
間
を
判
断
し
、
支
払
期
限
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
不
払
の
場
合
を
想
定
し
て
、
代
替
と
な
る
制
裁
を
予
め
言
渡

し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

③
賦
科
の
肯
否
及
び
賦
科
額
の
量
定

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容
、
方
法
及
び
期
限
を
有
し
た
制
裁
が
、
い
か
な
る
場
合
に
、
ど
れ
だ
け
の
量
を
科
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
ず
、
罰
金
刑
の
場
合
、
刑
法
典
及
び
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
、
必
要
的
賦
科
が
求
め
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
の
賦
科
は
任
意
的

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
の
刑
罰
に
付
加
的
又
は
代
替
的
に
科
さ
れ
う
る
。
も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
命
令
が
科
さ
れ
る
と
き
に
は
、

罰
金
刑
の
賦
科
は
被
害
弁
償
命
令
を
害
さ
な
い
程
度
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
賦
科
、
額
の
算
定
、
履
行
期
限
、
履
行
方

法
を
判
断
す
る
際
に
は
、
量
刑
に
お
い
て
一
般
に
考
慮
す
べ
き
要
素
に
加
え
て
、
条
文
上
、
特
に
、
⑴
被
告
人
の
収
入
、
所
得
能
力
、

資
産
、
⑵
他
の
刑
罰
が
科
さ
れ
た
場
合
の
負
担
と
比
較
し
て
、
罰
金
刑
が
科
さ
れ
た
場
合
に
、
被
告
人
に
経
済
的
な
扶
養
を
求
め
る
あ

ら
ゆ
る
者
又
は
か
か
る
者
の
福
祉
の
た
め
に
責
任
を
負
う
政
府
を
含
む
そ
の
他
の
者
に
科
さ
れ
る
負
担
、
⑶
犯
罪
に
よ
り
被
告
人
以
外

の
者
に
生
じ
た
経
済
的
損
失
、
⑷
被
害
弁
償
の
賦
科
及
び
履
行
並
び
に
そ
の
額
、
⑸
犯
罪
か
ら
違
法
に
得
ら
れ
た
利
得
を
被
告
人
か
ら

剥
奪
す
る
必
要
性
、
⑹
拘
禁
刑
、
監
視
付
釈
放
（supervised release

）
及
び
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
他
の
手
段
を
と
っ
た
場
合

に
政
府
が
負
う
費
用
、
⑺
被
告
人
が
消
費
者
に
罰
金
刑
の
支
出
を
転
嫁
す
る
可
能
性
、
⑻
被
告
人
が
団
体
で
あ
る
場
合
、
そ
の
構
成
員

を
規
律
す
る
た
め
及
び
犯
罪
の
再
発
防
止
の
た
め
に
当
該
団
体
が
と
っ
た
方
策
を
考
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る）

98
（

。
こ
の
よ
う
に
、
罰

金
刑
の
場
合
、
財
産
的
被
害
が
全
く
着
目
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
被
害
額
の
大
き
さ
は
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
要
素
の
う

ち
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
被
告
人
の
経
済
状
態
に
よ
り
大
き
な
制
約
を
受
け
う
る
。
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一
方
、
被
害
弁
償
命
令
も
、
罰
金
刑
同
様
、
任
意
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
時
、
一
定
の
場
合
に
必
要
的
に
賦
科
す
る
よ
う
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
他
の
刑
罰
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
拘
禁
さ
れ
る
と
被
害
弁
償
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
被
害
者

の
被
害
回
復
が
害
さ
れ
る
た
め
、
特
に
拘
禁
刑
と
の
併
科
が
問
題
と
な
る
。

　

ま
ず
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
、
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
れ
ば
、
全
部
又
は
一
部
の
被
害
弁
償
を
命
じ
な
く
と
も
よ
い
と
し
、
賦
科
を
必
要
的
と

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
害
弁
償
命
令
の
賦
科
、
額
の
算
定
、
履
行
期
限
、
履
行
方
法
を
判
断
す
る
際
に
は
、
被
害
者
が

被
っ
た
被
害
額
、
被
告
人
の
資
産
、
被
告
人
及
び
そ
の
扶
養
家
族
の
経
済
的
な
ニ
ー
ズ
及
び
所
得
能
力
、
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る

そ
の
他
の
要
素
を
斟
酌
す
る
よ
う
求
め
て
い
た）

99
（

。
こ
こ
で
は
、
将
来
の
収
入
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
量
刑
時
に
資
産

が
な
く
と
も
、
収
入
を
得
る
能
力
が
あ
れ
ば
、
被
害
弁
償
を
科
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た）

100
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、
暴
力
事
犯
、
詐
欺
を
含
む
重
罪
の
財
産
犯
、
そ
の
他
の
犯
罪
の
う
ち
、
被
害
者
が
特
定
さ
れ
た
事
案

で
、
当
該
被
害
者
が
傷
害
又
は
金
銭
的
損
失
を
被
っ
た
事
案
な
ど
一
定
の
犯
罪
類
型
に
つ
い
て
は
、
必
要
的
に
被
害
弁
償
命
令
を
科
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
対
象
と
な
る
被
害
額
全
額
の
被
害
弁
償
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
以
外
の
犯

罪
類
型
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
通
り
賦
科
す
る
か
否
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
賦
科
す
る
際
に
は
経
済
状
態
等

の
斟
酌
に
よ
り
被
害
弁
償
額
を
減
額
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
全
額
被
害
弁
償
が
求
め
ら
れ
て
い
る）

101
（

。

　

も
っ
と
も
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
被
害
弁
償
命
令
で
賦
科
さ
れ
る
額
の
判
断
に
お
い
て
経
済
状
態
な
ど
の
事
情
を
斟
酌
し
え
な
い
も

の
の
、
支
払
計
画
の
策
定
の
段
階
で
経
済
状
態
を
考
慮
で
き
る
た
め
、
実
質
的
に
は
、
従
前
通
り
妥
当
な
金
額
の
支
払
を
命
じ
う
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る）

102
（

。
従
っ
て
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て
は
、
従
来
の
量
刑
と
は
異
な
り
、
被
害
額
全
額
を
被
害
弁
償
額
と
す
る
、
言
わ
ば

「
名
目
上
の
量
刑
」
と
、
実
際
に
支
払
を
求
め
ら
れ
る
額
で
あ
る
、
言
わ
ば
、「
実
質
上
の
量
刑
」
と
い
う
二
つ
の
量
刑
が
存
在
す
る
こ

と
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
名
目
上
の
量
刑
」
に
お
い
て
、
生
じ
た
被
害
を
量
刑
上
明
示
し
つ
つ
、「
実
質
上
の
量
刑
」
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に
お
い
て
経
済
状
態
な
ど
の
事
情
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
犯
罪
者
か
ら
の
法
益
剥
奪
の
面
を
考
慮
し
て
い
る
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、

「
名
目
上
の
量
刑
」
で
賦
科
す
る
対
象
と
な
る
被
害
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
生
じ
た
全
被
害
が
把
握
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
従
っ
て
、
被
害
に
着
目
し
う
る
も
の
の
、
損
害
賠
償
と
は
違
っ
て
、
全
て
の
被
害
を
把
握
し
難
く
、
一
部
の
財
産
犯
の
場
合
を
除

い
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
目
的
が
十
分
考
慮
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
、「
実
質
上

の
量
刑
」
に
お
い
て
、
犯
罪
者
か
ら
の
法
益
剥
奪
の
量
が
過
度
に
な
っ
て
公
正
さ
を
損
ね
、
ひ
い
て
は
社
会
復
帰
を
妨
げ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
罰
金
刑
と
類
似
し
た
発
想
を
と
り
や
す
い
と
言
え
る
。

　

な
お
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
、
被
害
弁
償
命
令
の
賦
科
が
量
刑
手
続
を
不
適
切
に
複
雑
化
す
る
場
合
又
は
遅
延
さ
せ
る
場
合
に
は
被
害
弁
償

命
令
を
科
さ
な
く
て
も
よ
い
と
し
て
い
る）

103
（

。
ま
た
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
も
、
任
意
的
被
害
弁
償
の
場
合
と
必
要
的
被
害
弁
償
が
求
め
ら
れ
る
場

合
を
問
わ
ず
、
財
産
犯
で
被
害
者
の
数
が
被
害
弁
償
を
非
実
効
的
に
す
る
ほ
ど
多
い
と
き
又
は
審
理
の
複
雑
化
又
は
遅
延
を
招
く
と
き

に
は
、
被
害
弁
償
命
令
を
科
さ
な
く
て
も
よ
い
と
し
て
い
る）

104
（

。
こ
れ
は
迅
速
裁
判
の
要
請
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
全
て
の
被
害
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
後
退
し
や
す
い
面
を
有
し
て
い
る
。

　

次
に
、
他
の
刑
罰
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
、
軽
罪
か
重
罪
か
を
問
わ
ず
、
被
害
弁
償
命
令
を
付
加
的
又
は
代
替
的
に
科

し
う
る
と
し
て
い
た）

105
（

。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、
重
罪
の
被
告
人
に
対
し
て
は
付
加
的
に
、
軽
罪
の
被
告
人
に
は
代
替
的
に
被
害
弁
償
を
科
し
う

る
と
し
た
。
ま
た
、
罰
金
刑
と
併
科
さ
れ
た
場
合
は
、
被
害
弁
償
命
令
の
支
払
が
優
先
す
る
。
さ
ら
に
、
後
述
す
る
連
邦
へ
の
被
害
弁

償
は
、
他
の
被
害
者
へ
の
被
害
弁
償
に
劣
後
す
る
と
さ
れ
た）

106
（

。

　

こ
れ
ら
の
規
定
と
関
連
し
て
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
拘
禁
と
被
害
弁
償
の
併
科
を

予
定
し
て
い
る
も
の
の）

107
（

、
拘
禁
さ
れ
れ
ば
、
収
入
を
得
る
途
が
断
た
れ
、
被
害
弁
償
が
よ
り
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
連
邦

量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
認
め
ら
れ
て
い
る
例
外
的
逸
脱
（disparity

）
に
よ
り
、
拘
禁
刑
を
科
さ
ず
、
被
害
弁
償
の
み
を
賦
科
す
る
こ
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七

と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
判
例
は
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
そ
の
よ
う
な
状
況
を
も
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、

特
段
の
事
情
な
く
し
て
拘
禁
刑
を
科
さ
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
両
者
の
併
科
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
拘
禁
刑
と
と
も
に
即
時
の
被
害
弁
償
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
い）

108
（

。
従
っ
て
、
被
害
弁
償
は
罰
金
刑
に
優
越
す
る
も

の
の
、
拘
禁
刑
に
劣
後
し
て
お
り
、
拘
禁
刑
が
併
科
さ
れ
る
場
合
、
被
害
填
補
の
目
的
は
後
退
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、

特
に
重
大
事
犯
で
長
期
の
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
被
害
が
大
き
く
、
被
害
填
補
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
軽
微
事
犯
で
拘
禁
が
科
さ
れ
な
い
場
合
に
比
べ
て
被
害
填
補
が
な
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
面
が
あ
る
。

（
六
）
手
続

　

被
害
弁
償
命
令
は
、
罰
金
刑
と
同
様
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
害
者
に
金
銭
を
支
払
う
と
い
う
側
面
を
重
視
し
て
損
害
賠

償
に
準
じ
た
手
続
を
行
な
う
べ
き
か
、
い
く
つ
か
の
点
で
問
題
と
な
る
。
以
下
、
手
続
の
順
序
に
従
っ
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
に
、
証
明
責
任
に
つ
い
て
、
罰
金
刑
の
場
合
、
被
告
人
に
支
払
能
力
が
な
い
こ
と
以
外
の
事
項
の
証
明
責
任
が
一
般
に
検
察
官

に
課
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
証
明
対
象
に
応
じ
て
規
定
さ
れ
て
い
る）

109
（

。
す
な
わ
ち
、
⑴
被
害
者
が
被
っ

た
被
害
額
の
証
明
責
任
は
検
察
官
に
、
⑵
罰
金
刑
同
様
、
被
告
人
の
資
産
並
び
に
被
告
人
及
び
被
告
人
の
扶
養
家
族
の
経
済
的
ニ
ー
ズ

の
証
明
責
任
は
被
告
人
に
、
⑶
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
証
明
責
任
は
正
義
の
観
点
か
ら
裁
判
所
に
よ
っ
て
指
定

さ
れ
た
当
事
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
証
明
責
任
が
負
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
被
害
弁
償
額
又
は
類
型
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
争
点
の
証
明
に

つ
い
て
は
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
も
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
も
、
証
拠
の
優
越
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
答
弁
取
引
に
よ
っ
て
、
被
告
人
が
被

害
弁
償
の
基
礎
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
も
、
そ
の
証
明
責
任
の
軽
減
が
答
弁
に
お
い
て
合
意
さ
れ
な
い
限
り
、
検
察
官
が
被
害
額
を
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
各
当
事
者
の
立
証
に
加
え
て
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ



 

四
八

り
提
供
さ
れ
る
、
被
害
弁
償
の
賦
科
、
被
害
弁
償
額
の
算
定
、
被
害
弁
償
内
容
の
判
断
の
際
に
斟
酌
さ
れ
る
要
素
に
つ
い
て
の
情
報
と
、

Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
被
害
弁
償
額
や
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
お
け
る
被
害
弁
償
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
含
ん
だ
判
決
前
調
査
報
告
書

（presentence report

）
を
参
考
に
被
害
弁
償
額
や
被
害
弁
償
計
画
を
判
断
す
る）

110
（

。
こ
の
よ
う
に
、
損
害
賠
償
と
は
異
な
っ
て
、
被
害

者
で
は
な
く
検
察
官
が
証
明
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
罰
金
刑
な
ど
他
の
刑
事
制
裁
の
量
刑
と
同
じ
扱
い
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
は
、
一
般
に
、
量
刑
段
階
で
は
証
拠
の
優
越
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
で
も
他
の
刑
事
制
裁
と
の
差
異
は

な
く
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
側
面
を
有
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
賦
科
及
び
賦
科
額
の
算
定
の
た
め
に
陪
審
を
利
用
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
罰
金
刑
の
場
合
、
他
の
刑
罰
の
量
刑
と
同

様
、
被
告
人
の
要
請
が
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
が
罰
金
額
を
判
断
で
き
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
他
方
、
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、
剥
奪

さ
れ
た
金
銭
が
被
害
者
に
帰
属
す
る
点
が
損
害
賠
償
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
事
訴
訟
同
様
、
金
額
の
算
定
に
陪
審
を
要
求
で
き

る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
被
害
弁
償
の
賦
科
は
、
民
事
手
続
の
中
で
は
な
く
、
刑
事
裁
判
の
量
刑
手
続
の
中
で
行

な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
連
邦
憲
法
修
正
七
条
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
（com

m
on law

）
上
の
訴
訟
と
し
て
陪
審
裁

判
が
要
求
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
陪
審
に
よ
ら
ず
し
て
被
害
弁
償
額
を
定
め
て
も
、
陪
審
を
利
用
す
る
権
利
に
つ
い
て
定
め
た
連
邦

憲
法
修
正
七
条
に
反
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る）

111
（

。
ま
た
、
被
害
弁
償
命
令
の
賦
科
は
、
民
事
上
の
請
求
で
は
な
く
、
量
刑
の
一
つ
の
選
択

肢
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
検
察
官
の
要
求
が
な
く
と
も
、
裁
判
所
の
職
権
で
な
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る）

112
（

。
他
方
、
陪
審
に
よ
ら
な
い

衡
平
法
上
の
救
済
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
被
害
者
は
連
邦
憲
法
修
正
七
条
違
反
を
主
張
で
き
な
い）

113
（

。

　

従
っ
て
、
損
害
賠
償
と
は
異
な
り
、
被
告
人
に
と
っ
て
、
陪
審
の
利
用
は
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
も
、
罰
金
刑

の
量
刑
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、
精
神
的
被
害
の
よ
う
に
、
被
害
額
の
算
定
が
困
難
で
支
払

う
者
へ
の
手
続
的
保
障
が
強
く
要
求
さ
れ
る
被
害
項
目
を
被
害
弁
償
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
検
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九

察
官
の
請
求
が
な
く
と
も
科
し
う
る
な
ど
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
側
面
を
看
取
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
被
害
者
に
と
っ
て
み
て
も
、
陪
審
利
用
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
被
害
填
補
が
後
退
す
る
可
能
性
を
有
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　

第
三
に
、
裁
判
所
が
、
考
慮
す
べ
き
諸
要
素
を
判
文
中
で
個
別
に
認
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
罰
金
刑
に
お
い
て
も）

114
（

、

被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
も）

115
（

、
巡
回
裁
判
所
ご
と
に
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
罰
金
刑
に
お
い
て
は
、
財
産
的
被
害
の
額
が

量
刑
上
考
慮
さ
れ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
判
決
文
に
お
い
て
摘
示
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
被
害
の
量
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
よ
り
対
象
と
な
る
被
害
額
全
額
が
賦
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

対
象
と
な
る
被
害
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
被
害
弁
償
命
令
は
、
法
益
剥
奪
に
よ
る
苦
痛
と
そ
の
量
を

把
握
し
つ
つ
、
被
害
へ
の
着
目
を
可
能
に
す
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
四
に
、
上
訴
権
者
に
つ
い
て
は
、
罰
金
刑
の
場
合
、
直
接
の
被
害
者
が
存
在
し
、
罰
金
刑
の
賦
科
が
な
い
と
き
や
罰
金
額
が
小
さ

く
妥
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
き
で
も
、
他
の
刑
罰
同
様
、
検
察
官
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
被
害
弁

償
命
令
の
場
合
、
後
述
の
よ
う
に
、
金
銭
は
主
に
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、
被
害
弁
償
を
受
け
る
利
益
が
あ
る
と
し
て
、
上
訴
権

者
に
含
ま
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
害
者
や
破
産
管
財
人
は
、
私
人
で
あ
る
以
上
、
上
訴
の
利
益
を
有
さ
な
い
と
さ

れ
て
い
る）

116
（

。
他
方
で
、
異
議
申
立
て
の
点
で
は
共
通
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
額
の
判
決
後
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
さ

ら
な
る
損
失
を
発
見
し
た
場
合
に
判
決
の
修
正
の
申
立
て
が
で
き
る
と
す
る
規
定
が
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
置
か
れ
た
。
ま
た
、
被
告
人
の
経
済

状
態
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
、
被
告
人
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
も
こ
の
変
化
を
裁
判
所
に
通
知
で
き
、
被
告
人
だ
け
で
な
く
被
害
者

の
申
立
て
に
よ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
支
払
計
画
を
調
整
す
る
か
、
た
だ
ち
に
全
額
を
支
払
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る）
117
（

。
こ
の
よ
う
に
、
上
訴
権
者
の
判
断
の
際
に
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
被
害
者
を
排
除
し
つ
つ
、
被
害
者
が
判
決
の
修
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正
を
促
し
う
る
と
す
る
こ
と
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
が
民
事
判
決
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
整
合
的
に
説
明
し
難
い
も
の
の
、
こ
の
点
に
お
い
て
刑
事
制
裁
の
性
格
が
被
害
者
の
利
益
の
た
め
に
後
退
す
る
可
能
性
を
看
取
で

き
る
。

　

以
上
か
ら
、
手
続
に
つ
い
て
見
る
と
、
証
明
責
任
、
陪
審
の
利
用
及
び
上
訴
な
ど
手
続
の
主
要
な
点
で
は
、
被
害
弁
償
命
令
が
刑
事

制
裁
で
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
、
損
害
賠
償
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
面
に
お
い
て
は
、
被
害
者
に
と
っ
て
負
担
が

少
な
く
、
便
宜
で
あ
る
一
方
、
刑
事
の
場
面
に
お
い
て
は
手
続
を
主
導
で
き
ず
、
被
害
填
補
を
自
ら
の
手
で
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

二
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
の
帰
属

　

罰
金
刑
が
連
邦
の
国
庫
に
帰
属
す
る
の
に
対
し
、
被
害
弁
償
は
、
原
則
と
し
て
被
害
者
に
帰
属
す
る）

118
（

。
但
し
、
例
外
と
し
て
以
下
の

よ
う
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
者
死
亡
の
場
合
、
相
続
人
に
帰
属
す
る）

119
（

。
ま
た
、
被
害
者
又
は
相
続
人
が
同

意
し
た
場
合
、
被
害
者
又
は
相
続
人
が
指
定
す
る
第
三
者
や
団
体
に
も
帰
属
す
る）

120
（

。
さ
ら
に
、
被
害
者
が
犯
罪
者
か
ら
被
害
弁
償
を
受

け
取
る
こ
と
を
望
ま
な
い
場
合
な
ど
で
、
被
害
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
他
の
者
や
団
体
に
帰
属
さ
せ
う
る
。
加
え
て
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、

答
弁
取
引
に
お
い
て
両
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
被
害
者
又
は
相
続
人
以
外
の
者
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き）

121
（

、
支
払
わ
れ
た
金
銭

を
当
該
被
害
者
に
帰
属
さ
せ
る
判
決
が
確
定
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
の
被
害
弁
償
を
受
け
る
利
益
を
犯
罪
被
害
者
基
金
（Crim

e 

V
ictim

s Fund

）
に
譲
渡
で
き
る
と
し
た）

122
（

。

　

従
っ
て
、
損
害
賠
償
と
同
様
、
被
害
弁
償
命
令
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
主
に
被
害
者
に
帰
属
し
、
支
払
わ
れ
る
金
銭
に
つ
い
て

被
害
者
の
処
分
権
が
認
め
ら
れ
、
被
害
填
補
の
目
的
が
存
在
し
う
る
点
で
、
罰
金
刑
と
決
定
的
な
違
い
を
生
じ
う
る
可
能
性
が
高
い
。
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五
一

他
方
で
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
は
、
薬
物
犯
罪
な
ど
社
会
全
体
が
被
害
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
州
に
被
害
弁
償
金
が
帰
属
す

る
と
し
て
い
る）

123
（

。
こ
の
場
合
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
連
邦
と
州
と
い
う
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
私
人
で
は
な
く
国
庫
に
納
め
ら
れ

る
と
い
う
点
で
、
罰
金
刑
と
変
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。

三
、
不
払
時
の
制
裁

　

罰
金
刑
及
び
被
害
弁
償
命
令
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
備
え
て
、
徴
収
及
び
執
行
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
両
者

の
規
定
は
似
て
い
る
が
、
若
干
の
差
異
も
あ
る
。

　

第
一
に
、
未
払
の
罰
金
刑
に
対
し
て
は
、
民
事
判
決
の
執
行
手
続
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
被
告
人
の
有
す
る
全
て
の
財
産
又
は
財
産

に
対
す
る
権
利
を
対
象
に
司
法
長
官
に
よ
り
当
該
判
決
が
執
行
さ
れ
う
る）

124
（

。
ま
た
、
連
邦
に
は
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る）

125
（

。
被
害

弁
償
命
令
に
お
い
て
も
、
罰
金
刑
同
様
に
、
民
事
判
決
の
執
行
手
続
に
則
っ
た
、
司
法
長
官
に
よ
る
執
行
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
加
え
て
、
金
銭
の
支
払
を
内
容
と
す
る
場
合
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
で
は
、
民
事
判
決
と
同
様
の
方
法
で
被
害
者
に
よ
り
執
行
さ
れ
う
る
と

さ
れ
て
い
た）

126
（

。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
で
は
、
被
害
弁
償
命
令
の
判
決
を
用
い
て
一
般
の
民
事
判
決
と
同
様
の
方
法
、
程
度
、
条
件
の
下
で
、
被
告

人
の
財
産
に
先
取
特
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る）

127
（

。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
規
定
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
被
害
弁
償

命
令
が
民
事
判
決
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い）

128
（

。
こ
の
よ
う
に
、
支
払
に
よ
り
直
接
に
利
益
を
受
け

る
こ
と
か
ら
、
被
害
者
に
便
宜
な
制
度
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
滞
納
（delinquency

）、
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
陥
る
不
履
行
（default

）
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制
裁
金　
（penalty

）

が
科
さ
れ
る）

129
（

。
罰
金
刑
と
被
害
弁
償
命
令
で
共
通
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
罰
金
刑
の
不
履
行
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
雇
用
状
態
、
所
得
能
力
、
資
産
、
不
履
行
に
つ
い
て
の
故
意
の
存
在
、



 

五
二

履
行
能
力
又
は
不
履
行
に
影
響
を
与
え
る
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
法
廷
侮
辱
罪
で
の
拘
禁
刑
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

方
策
を
と
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
以
下
の
よ
う
な
連
邦
最
高
裁
の
判
例
及
び
そ
れ
を
受
け
た
条
文
が
存
在
す
る
た
め
、
不
履
行
の
制
裁

と
し
て
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
最
高
裁
は
、
資
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
故
意
に
不
払
と

し
て
い
る
場
合
や
、
資
産
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
所
得
を
得
る
努
力
を
行
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
制
裁
と
し
て
拘
禁
が
許
さ
れ
る

余
地
が
あ
る
も
の
の
、
努
力
を
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
不
払
の
場
合
に
は
、
適
正
手
続
の
観
点
か
ら
、
拘
禁
以
外
の
代
替
策
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た）

130
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
努
力
を
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
不
払
の
場
合
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
例
で
拘
禁
以
外
の

よ
り
軽
微
な
代
替
策
が
選
択
さ
れ
る
た
め
、
所
得
を
得
る
努
力
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
払
が
あ
っ
て
も
拘
禁
を
科
し
え
な
く
な
っ
た
。

条
文
上
も
、
被
告
人
が
貧
困
で
あ
る
た
め
に
支
払
能
力
を
欠
く
と
い
う
理
由
だ
け
で
の
拘
禁
は
禁
止
さ
れ
て
い
る）

131
（

。

　

他
方
で
、
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
不
履
行
に
対
す
る
制
裁
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
下
で
は
、
被

害
弁
償
が
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
又
は
監
督
付
釈
放
の
条
件
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
、
プ
ロ
べ
ー
シ
ョ
ン

又
は
監
督
付
釈
放
の
取
消
を
通
し
て
拘
禁
刑
な
ど
の
制
裁
が
科
さ
れ
う
る
と
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た）

132
（

。
従
っ
て
、
被
害
弁
償
が
プ

ロ
べ
ー
シ
ョ
ン
又
は
監
督
付
釈
放
の
条
件
と
さ
れ
ず
、
単
独
で
科
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
履
行
に
対
し
て
何
ら
の
制
裁
も
科
せ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
不
払
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
拘
禁
刑
を
科
し
う
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
罰
金
刑
に
つ
い
て
の
連
邦
最
高
裁
の
判
決
の
射
程

が
及
び
、
同
様
の
基
準
が
妥
当
し
て
い
た
。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
の
下
で
は
、
罰
金
刑
と
同
様
の
規
定
と
さ
れ
、
被
害
弁
償
が
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

又
は
監
督
付
釈
放
の
条
件
と
さ
れ
な
く
と
も
、
制
裁
を
科
し
う
る
こ
と
と
な
っ
て
制
裁
を
科
し
う
る
場
面
が
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た）
133
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
害
者
に
よ
る
執
行
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
被
害
填
補
の
目
的
が
考
慮
さ
れ
や
す
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

罰
金
刑
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
決
の
影
響
を
受
け
て
、
不
払
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
拘
禁
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
相
当
限
定
さ
れ
て
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お
り
、
罰
金
刑
同
様
、
経
済
的
不
平
等
に
よ
り
犯
罪
者
か
ら
金
銭
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
過
度
な
苦
痛
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
や
す

い
性
質
が
あ
る
と
言
え
る
。

第
四
節　

被
害
弁
償
命
令
の
目
的
、
性
質
及
び
適
用
領
域

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
及
び
制
度
の
検
討
か
ら
、
被
害
弁
償
命
令
は
い
か
な
る
目
的
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
被
害
弁
償
命
令
は
、
実
質
的
に
見
て
、
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
立
法
資
料
は
、
被
害
弁
償
命
令
の
目
的
に
つ
い
て
、
被
害
填
補
を
で
き
る
限
り
行
な
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
明

言
し
て
い
る）

134
（

。
判
例
の
中
に
も
被
害
填
補
を
目
的
と
と
ら
え
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る）

135
（

。
こ
れ
に
対
し
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
の
立
法
資
料
は
、

連
邦
事
件
の
被
告
人
の
八
五
％
が
量
刑
時
に
貧
し
く
、
支
払
能
力
に
欠
け
る
と
い
う
調
査
結
果
を
示
し
、
被
害
者
へ
の
被
害
填
補
を
果

た
せ
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
犯
罪
者
に
自
己
の
惹
起
し
た
行
為
結
果
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
被
害

弁
償
命
令
の
目
的
を
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
に
も
置
い
て
い
る）

136
（

。
判
例
の
中
に
も
、
従
来
の
犯
罪
者
志
向
の
伝
統
的
な
刑

罰
目
的
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る）

137
（

。

　

Ｖ
Ｗ
Ｐ
Ａ
と
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
で
、
被
害
填
補
の
強
調
か
ら
犯
罪
者
に
よ
る
行
為
結
果
の
認
識
へ
と
そ
の
重
点
が
変
化
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ

ろ
う
か
。
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
は
、
損
害
賠
償
と
同
じ
く
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
を
主
に
被
害
者
に

帰
属
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
、
被
害
に
着
目
し
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
把
握
さ
れ
る
被
害
は
、
法
益
剥
奪
の
際
の



 

五
四

手
続
的
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
、
精
神
的
被
害
が
含
ま
れ
な
い
な
ど
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
公
正
さ
を
維

持
す
る
た
め
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
に
よ
り
被
害
弁
償
額
は
減
額
さ
れ
う
る
。
そ
の
上
、
犯
罪
者
に
資
力
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
実

際
に
被
害
弁
償
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
、
手
続
的
に
も
、
実
体
的
に
も
、

執
行
の
場
面
で
も
、
強
制
的
な
法
益
剥
奪
と
い
う
点
が
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
被
害
填
補
の
目
的
は
そ
も
そ
も
制
約
を
受
け
や
す
い
。
そ

の
た
め
、
被
害
填
補
以
外
の
目
的
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
被
害
弁
償
命
令
の
重
点
の
変
化
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
命
令
と
損
害
賠
償
は
、
と
も
に
被
害
に
着
目
し
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
主
に
被
害
者
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
い
う
例
外
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
損
害
賠
償
が
被
害
填
補
以
外
の
目
的
を
有
さ
な
い
と
す
る

見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
被
害
弁
償
命
令
に
伝
統
的
な
刑
罰
目
的
と
同
じ
目
的
を
併
有
さ
せ
る
の
は
、
法
益
剥
奪
と
し
て
の

性
格
と
、
法
益
剥
奪
を
さ
れ
る
客
体
と
し
て
の
犯
罪
者
へ
の
関
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て
、
被

害
填
補
の
目
的
と
従
来
の
刑
罰
目
的
か
ら
「
名
目
上
の
量
刑
」
で
で
き
る
限
り
被
害
を
把
握
し
よ
う
と
し
つ
つ
、
制
裁
と
し
て
の
性
格

か
ら
、「
実
質
上
の
量
刑
」
で
公
正
な
刑
事
制
裁
を
目
指
し
た
こ
と
に
顕
著
で
あ
る
。
他
方
で
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
法
益
剥
奪
と
し
て

の
性
格
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
被
害
や
被
害
弁
償
額
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
伝
統
的
な
刑
罰
目

的
自
体
が
そ
も
そ
も
制
約
を
受
け
や
す
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
の
目
的
に
は
、
被
害
填
補
目
的
と
従
来
の
刑
罰
目
的
が
含
ま
れ
、
そ
の
全
て
が
法
益
剥
奪
へ
の
着

目
と
い
う
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
の
制
約
を
受
け
や
す
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
少
な
か
ら
ぬ
事
例
に
お
い
て
、
被
害
填
補
目
的
も
従
来
の
刑
罰
目
的
も
完
全
に
は
図
ら
れ
な
い
。
と
は
言
え
、
被
害
填

補
目
的
と
従
来
の
刑
罰
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
被
害
の
内
容
や
範
囲
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
金
銭
の
単
位
に
よ
っ
て
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表
示
・
表
現
す
る
こ
と
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
犯
罪
者
が
自
己
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
被
害
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
被
害
者
は
自
ら
が
受
け
た
被
害
が
公
的
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
事

件
に
関
係
を
有
さ
な
い
そ
の
他
の
国
民
も
、
犯
罪
被
害
が
公
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
、
犯
罪
被
害
の
大
き
さ
を
金
銭
の
単
位
に
よ
っ
て
表
示
・
表
現
す
る
目
的
（
表
示
・
表
現
目
的
）
が
被
害
弁
償
命
令
に
は
認
め
ら
れ

る
。

　

被
害
填
補
目
的
や
従
来
の
刑
罰
目
的
は
犯
罪
者
が
被
害
弁
償
命
令
の
少
な
く
と
も
一
部
を
履
行
し
な
け
れ
ば
達
成
さ
れ
な
い
の
に
対

し
て
、
表
示
・
表
現
目
的
は
裁
判
所
が
被
害
弁
償
命
令
を
言
渡
せ
ば
犯
罪
者
が
被
害
弁
償
命
令
を
全
く
履
行
で
き
な
く
と
も
達
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
第
七
章
に
お
い
て
罰
金
刑
の
目
的
を
検
討
す
る
際
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
犯
罪
者
を
刑
事
施
設
に
収
容
す
れ
ば
執
行

が
可
能
と
な
る
自
由
刑
と
は
異
な
り
、
金
銭
の
支
払
を
内
容
と
す
る
財
産
的
刑
事
制
裁
の
場
合
、
支
払
の
履
行
を
前
提
と
す
る
目
的
を

設
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
支
払
の
履
行
が
な
さ
れ
な
く
と
も
達
成
可
能
な
目
的
を
模
索
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が

表
示
・
表
現
目
的
な
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
表
示
・
表
現
目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
犯
罪
者
が
改
善
・
更
生
す
る
と
は
限
ら
ず
、
抑
止
・
威
嚇
の
効
果

が
生
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、
犯
罪
者
が
改
善
・
更
生
し
、
他
の
者
に
抑
止
・
威
嚇
の
効
果
が
生
じ
る
「
契
機
」
に
留
ま
る

こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
被
害
填
補
目
的
と
従
来
の
刑
罰
目
的
が
法
益
剥
奪
へ
の
着
目
と
い
う
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
の
制
約
を
受
け

や
す
い
と
い
う
傾
向
を
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
違
い
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
刑
の
分
離
に
よ
り
、
刑
事
の
領
域

で
は
、
犯
罪
は
国
家
へ
の
侵
害
と
観
念
さ
れ
、
侵
害
と
そ
の
侵
害
を
も
た
ら
し
た
犯
罪
者
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他

方
、
民
事
の
領
域
で
は
、
侵
害
結
果
が
被
害
と
観
念
さ
れ
、
被
害
と
そ
の
被
害
を
受
け
た
被
害
者
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
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た
。
従
っ
て
、
刑
事
制
裁
に
お
い
て
は
、
法
益
を
剥
奪
さ
れ
る
犯
罪
者
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、
手
続
的
に
も
、
実
体
的
に
も
、

執
行
の
場
面
で
も
、
公
正
な
刑
事
制
裁
を
目
指
し
て
、
法
益
剥
奪
の
際
に
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
的

不
平
等
が
意
識
さ
れ
や
す
い
金
銭
の
支
払
を
制
裁
の
内
容
と
す
る
罰
金
刑
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
伝
統
的
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
被
害
弁
償
命
令
は
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
被
害
に
着
目
し
て
お
り
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
被
害
者
に
帰
属
す
る
な
ど
、
民

事
の
損
害
賠
償
と
共
通
す
る
点
を
有
す
る
も
の
の
、
刑
事
制
裁
の
特
徴
で
あ
る
法
益
剥
奪
の
観
点
が
重
視
さ
れ
や
す
い
。
従
っ
て
、
刑

事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
中
間
領
域
、
言
い
換
え
れ
ば
、
罰
金
刑
と
損
害
賠
償
の
中
間
領
域
に
あ
る
制
裁
と
理
解
す
る
よ
り
も
、
刑
事
制

裁
で
は
あ
る
も
の
の
、
被
害
填
補
の
目
的
と
従
来
の
刑
罰
目
的
を
併
有
し
、
従
来
の
刑
事
制
裁
よ
り
も
被
害
に
よ
り
強
い
関
心
を
有
し

た
刑
事
制
裁
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
古
代
の
金
銭
支
払
、
附
帯
私
訴
及
び
修
復
的
司
法
と
の
差
異
が
明
確
と
な
る
。
古
代
の
金
銭
支
払
は
、
私

人
間
で
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
な
さ
れ
、
法
益
剥
奪
の
点
が
考
慮
さ
れ
に
く
い
点
で
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
現
代
の
被
害
弁
償
命
令
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
附
帯
私
訴
は
刑
事
手
続
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
の
、
被
害
弁
償
命
令
の
よ
う
に

法
益
剥
奪
の
点
を
考
慮
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
附
帯
私
訴
は
、
刑
事
手
続
中
で
被
害
填
補
を
簡
易
に
な
し
う
る
も
の
の
、

本
質
的
に
犯
罪
者
に
関
心
を
有
す
る
刑
事
手
続
に
な
じ
み
に
く
い
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
修
復
的
司
法
は
、
そ
の
方
法
と
重
点

に
幅
が
あ
る
た
め
、
一
概
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
被
害
者
と
加
害
者
が
交
渉
を
通
じ
て
和
解
に
至
る
と
い
う
典
型
的
な
過
程
に

お
い
て
加
害
者
の
事
情
が
被
害
者
に
理
解
さ
れ
て
加
害
者
に
科
さ
れ
る
法
益
剥
奪
の
点
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
、
刑

事
制
裁
に
親
和
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
イ
グ
ラ
ッ
シ
ュ
が
そ
の
考
え
を
被
害
弁
償
か
ら
修
復
的
司

法
へ
と
発
展
さ
せ
た
経
緯
に
照
ら
し
て
も
相
当
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
目
的
と
性
質
を
有
す
る
被
害
弁
償
命
令
を
我
が
国
で
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
歴
史
的
に
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も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
現
行
制
度
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
害
に
着
目
し
や
す
い
点
か
ら
、
個
人
の
法
益
を
害
す
る
犯
罪

が
対
象
と
し
て
な
じ
み
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
精
神
的
被
害
な
ど
の
算
定
困
難
な
被
害
を
も
被
害
弁
償
の
対
象
と
す
る
と
、
公
正
な
手
続
に
よ
る
法
益
剥
奪
及
び
迅
速
裁

判
の
要
請
に
反
し
や
す
く
、
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
被
害
弁
償
の
対
象
と
し
な
い
結
果
、
実
際
の
被
害
と

被
害
弁
償
命
令
で
把
握
さ
れ
る
被
害
の
乖
離
が
顕
著
に
な
れ
ば
、
被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
不
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
実
務
上
、

精
神
的
被
害
に
つ
い
て
は
、
既
に
交
通
事
故
に
お
け
る
損
害
賠
償
な
ど
に
お
い
て
定
型
的
な
算
定
方
法
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
お
り
、
そ
の

よ
う
な
算
定
方
法
を
参
考
に
す
れ
ば
、
公
正
な
手
続
に
よ
る
法
益
剥
奪
及
び
迅
速
裁
判
の
要
請
に
反
す
る
こ
と
な
く
、
精
神
的
被
害
を

も
被
害
弁
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
命
令
を
財
産
的
刑
事
制
裁
の
中
で
ど
の
よ
う
に
利
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
罰
金
刑
を
は
じ
め
と
す
る
他

の
財
産
的
刑
事
制
裁
の
目
的
、
さ
ら
に
は
そ
の
目
的
を
踏
ま
え
た
役
割
分
担
や
量
定
方
法
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
下
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
一
九
年
法
律
第
九
五
号
）
に
よ
り
、
損
害
賠
償
命
令
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

被
害
弁
償
命
令
を
我
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
果
た
し
て
、
そ
の
よ
う
な
意
見
は
正
鵠
を
得
た
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
損
害
賠
償
命
令
制
度
の
内
容
や
同
制
度
導
入
の
際
の
議
論
に
つ
い
て
節
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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損
害
賠
償
命
令
制
度
の
創
設

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
（
平
成
一
六
年
法
律
第
一
六
一
号
）
は）

138
（

、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
（
同
法

八
条
一
項
）、
そ
の
基
本
的
施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
に
係
る
損
害
賠
償
の
請
求
の
適

切
か
つ
円
滑
な
実
現
を
図
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
の
行
う
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
、
当
該
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て

そ
の
被
害
に
係
る
刑
事
に
関
す
る
手
続
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
る
た
め
の
制
度
の
拡
充
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と

し
て
い
た
（
同
法
一
二
条
）。

　

内
閣
府
の
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進
会
議
に
設
置
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
に
お
け
る
審
議
結
果
に
基
づ
い
て
、
平

成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
一
二
月
二
七
日
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た）

139
（

。
こ
の
中
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
一
二
条
を
具
体
化
す
べ
く
、「
法
務
省
に
お
い
て
、
附
帯
私
訴
、
損
害
賠
償
命
令
、
没
収
・
追
徴
を
利
用
し
た
損
害
回
復
等
、
損
害
賠

償
の
請
求
に
関
し
て
刑
事
手
続
の
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
労
力
を
軽
減
し
、
簡
易
迅
速
な
手
続
と
す
る
こ

と
の
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
、
我
が
国
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
新
た
に
導
入
す
る
方
向
で
必
要
な
検
討
を
行
い
、
二
年
以
内
を
目
途
に

結
論
を
出
し
、
そ
の
結
論
に
従
っ
た
施
策
を
実
施
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
（
Ⅴ
．
重
点
課
題
に
係
る
具
体
的
施
策　

第
一 

損
害
回
復　

一
．
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
等
）。

　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
九
月
六
日
、
法
務
大
臣
は
、「
第
一　

損
害
賠
償
請
求
に
関
し
刑
事
手
続
の
成
果
を
利
用
す
る
制
度
」

を
含
む
、
諮
問
第
八
〇
号
を
発
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
法
制
審
議
会
総
会
は
、
第
一
五
〇
回
会
議
に
お
い
て
、
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者

関
係
）
部
会
を
設
置
し
て
審
議
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
同
部
会
は
八
回
の
会
議
を
行
な
い
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
一
月
三

〇
日
の
第
八
回
会
議
に
お
い
て
委
員
の
賛
成
多
数
で
損
害
賠
償
命
令
の
導
入
を
含
む
、
要
綱
（
骨
子
）
を
可
決
し
た
。
同
年
二
月
七
日
、
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法
制
審
議
会
総
会
は
、
第
一
五
二
回
会
議
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
法
整
備
に
関
す
る
要
綱
（
骨

子
）
を
採
択
し
、
同
日
、
法
務
大
臣
に
答
申
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
三
月
一
三
日
に
第
一
六
六
回
通
常
国
会
に
法
律
案
が
提
出

さ
れ
て
審
議
さ
れ
、
一
部
修
正
の
上
、
同
年
六
月
二
〇
日
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第
九
五
号
）
が
成
立
し
た）
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。
こ
れ
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手

続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
二
年
法
律
第
七
五
号
）
が
改
正
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た

め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
と
改
称
さ
れ
る
と
と
も
に
、
損
害
賠
償
命
令
制
度
（
同
法
九
条
以
下
）
が
導
入
さ
れ

た）
141
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。

　

殺
人
等
の
一
定
の
犯
罪
の
被
害
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
は
、
当
該
刑
事
被
告
事
件
の
係
属
す
る
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
そ
の
弁
論

の
終
結
ま
で
に
、
当
該
被
告
事
件
に
係
る
訴
因
と
し
て
特
定
さ
れ
た
事
実
を
原
因
と
す
る
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ

い
て
、
そ
の
賠
償
を
被
告
人
に
命
ず
る
よ
う
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
九
条
一
項
）。
当
該
裁
判
所
は
、
当
該
申
立
て
に
つ

い
て
の
審
理
及
び
裁
判
を
刑
事
被
告
事
件
に
つ
い
て
終
局
裁
判
の
告
知
が
あ
る
ま
で
は
行
な
う
こ
と
が
で
き
ず
（
同
法
一
二
条
一
項
）、

刑
事
被
告
事
件
に
つ
い
て
有
罪
の
言
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
、
最
初
の
審
理
期
日
た
る
口
頭
弁
論
又
は
審
尋
に
お
い
て
（
同
法
一
五
条
）、

刑
事
被
告
事
件
の
訴
訟
記
録
の
う
ち
必
要
で
な
い
と
認
め
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
取
調
べ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
一
六
条
一

項
、
四
項
）。
当
該
裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
四
回
以
内
の
審
理
期
日
に
お
い
て
審
理
を
終
結
し
て
、
そ
の
旨
の
宣
言
を
行
な
い
（
同
法

一
六
条
三
項
、
一
七
条
）、
決
定
に
よ
り
、
そ
の
裁
判
を
行
な
う
（
同
法
一
八
条
）。
当
該
裁
判
所
は
、
最
初
の
審
理
期
日
を
開
い
た
後
、

審
理
に
日
時
を
要
す
る
た
め
原
則
と
し
て
四
回
以
内
の
審
理
期
日
に
お
い
て
審
理
を
終
結
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
損
害
賠
償
命
令
事
件
を
終
了
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
二
四
条
一
項
）。
ま
た
、
刑

事
被
告
事
件
に
つ
い
て
終
局
裁
判
の
告
知
が
あ
る
ま
で
に
、
申
立
人
か
ら
損
害
賠
償
命
令
の
申
立
て
に
係
る
請
求
に
つ
い
て
の
審
理
及
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び
裁
判
を
民
事
訴
訟
手
続
で
行
な
う
こ
と
を
求
め
る
旨
の
申
述
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、
当
該
裁
判
所
は
、
損
害
賠
償
命
令
事
件
を

終
了
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
二
四
条
二
項
）。
損
害
賠
償
命
令
事
件
が
終
了
し
た
場
合
、
地
方
裁
判
所
等
へ

の
訴
え
の
提
起
が
擬
制
さ
れ
る
な
ど
し
（
同
法
二
四
条
四
項
・
二
〇
条
乃
至
二
二
条
）、
民
事
訴
訟
手
続
へ
移
行
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
損
害
賠
償
命
令
制
度
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
裁
判
手
続
の
特
例
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

民
事
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
支
払
を
命
じ
る
も
の
で
あ
り
、
刑
罰
で
は
な
い
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る）
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。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
検
討

し
て
き
た
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
節　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
対
す
る
見
方

　

そ
も
そ
も
、
損
害
賠
償
命
令
の
導
入
に
あ
た
っ
て
目
指
さ
れ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
倣
っ
た
附
帯
私
訴
の
導
入
で
あ
っ
た）
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。

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
は
、
比
較
的
初
期
の
段
階
か
ら
検
討
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る）
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こ
の
動
き
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
一
二
月
に
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策

を
研
究
す
る
会
が
作
成
し
た
、「
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
中
間
取
り
ま
と
め
）」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
を
損
害
賠
償
命
令
と
呼
び
、
同
命
令
に
関
し
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
①
「
損
害
賠
償
命
令

の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
刑
罰
に
近
い
も
の
と
と
ら
え
る
考
え
方
（
刑
罰
モ
デ
ル
）
と
、
民
事
賠
償
を
命
ず
る
も
の
と
と
ら
え
る
考

え
方
（
民
事
賠
償
命
令
モ
デ
ル
）
と
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
法
的
性
質
に
関
す
る
問
題
、
②
「
民
事
訴
訟
と
同
じ
く
厳

密
に
損
害
額
の
認
定
を
行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
民
事
上
の
争
点
が
刑
事
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
、
刑
事
裁
判
の
遅
延
を
招
く
な
ど
…
…
の
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問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
迅
速
裁
判
の
要
請
に
関
す
る
問
題
、
③
「
刑
事
裁
判
で
取
り
調
べ
た
証
拠
の
範
囲
で
認
め
ら
れ

る
損
害
額
に
つ
い
て
の
み
、
賠
償
命
令
を
発
す
る
も
の
と
す
る
と
、
被
害
者
は
、
別
途
、
民
事
裁
判
で
残
額
の
請
求
を
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
被
害
の
実
態
に
即
し
た
有
効
な
救
済
と
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
損
害
回
復
の
範
囲
に
関
す
る
問
題
、
④
「
損

害
賠
償
命
令
を
刑
罰
と
と
ら
え
る
と
、
罰
金
の
よ
う
に
主
刑
と
し
て
科
す
か
、
没
収
・
追
徴
の
よ
う
な
付
加
刑
と
し
て
科
す
か
、
あ
る

い
は
付
随
処
分
と
し
て
科
す
な
ど
種
々
の
考
え
方
が
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
来
の
主
刑
の
重
さ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
」
と
い
う
他
の
刑
罰
と
の
関
係
の
問
題
、
⑤
「
被
告
人
が
損
害
賠
償
命
令
に
従
わ
ず
、
任
意
に
履
行
し
な

い
場
合
に
は
、
強
制
執
行
の
手
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
に
被
告
人
を
労
役
場
に
留
置
し
て
も
、
被
害
者

の
被
害
救
済
に
は
資
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
履
行
時
の
問
題
、
⑥
「
損
害
賠
償
命
令
が
出
さ
れ
て
も
被
告
人
に
資
産
が
な

け
れ
ば
実
質
的
な
被
害
回
復
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
犯
罪
者
の
資
力
の
問
題
の
六
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た）
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
や
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者
関
係
）

部
会
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
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し
か
し
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
①
法
的
性
質
に
関
す
る
問
題
は
ど
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
制
裁
の
一
種

と
す
る
こ
と
も
、
民
事
の
損
害
賠
償
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
理
論
上
、
ど
ち
ら
も
採
用
し
う
る
。
ま
た
、
実
際
に
、
諸
外
国
で

ど
ち
ら
の
制
度
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
②
迅
速
裁
判
の
要
請
に
関
す
る
問
題
は
ど
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
通
常
、
迅
速
裁
判
の
要
請
を
満
た
す
た
め
に
は
、
刑

事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
の
対
象
を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
や
す
い
た
め
、
③
損
害
回
復
の
範
囲
に
関
す
る
問
題



 

六
二

と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
損
害
回
復
の
範
囲
を
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
通
例
、
迅
速
裁
判
の
要
請

を
害
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
問
題
と
な
る
。

　

確
か
に
、
精
神
的
被
害
な
ど
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
と
同
様
に
被
害
額
を
厳
密
に
算
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
刑
事
裁
判
が
長
期
化
す

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
迅
速
裁
判
は
、
被
告
人
に
と
っ
て
憲
法
上
の
権
利
で
あ
り
（
憲
法
三
七
条
一
項
）、
こ
の

問
題
は
無
視
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
窃
盗
な
ど
の
財
産
犯
の
よ
う
に
、
被
害
額
を
厳
密
に
算
定
し
た
と
し
て
も
、
迅
速
裁
判
の
要
請
に
適
う
犯
罪
類
型
も
少

な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
生
命
又
は
身
体
に
関
わ
る
事
案
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
、
交
通
事
故
の
損
害
額
算
定
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
額
算
定
基
準
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
に
認
定
可
能
で
あ
る
と
す
る
提
案
も
な
さ
れ
て
い
る）
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そ
も
そ
も
、
民
事
訴
訟
と
同
様
に
被
害
額
を
厳
密
に
算
定
す
る
こ
と
が
迅
速
裁
判
の
要
請
を
害
す
る
と
の
考
え
方
は
、
①
法
的
性
質

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
被
害
弁
償
命
令
を
民
事
の
損
害
賠
償
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
①
法
的
性
質
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
被
害
弁
償
命
令
が
刑
事
制
裁
と
さ
れ
れ
ば
、
被
害
弁
償
命
令
の
賦
科
額
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
刑
事
裁
判
の

一
つ
の
目
的
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
高
田
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、「
具
体
的
刑
事
事
件
に
お
け
る
審
理
の
遅
延
が

…
…
保
障
条
項
に
反
す
る
事
態
に
至
つ
て
い
る
か
否
か
は
、
遅
延
の
期
間
の
み
に
よ
っ
て
一
律
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
遅
延

の
原
因
と
理
由
な
ど
を
勘
案
し
て
、
そ
れマ

マ

遅
延
が
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
、
こ
れ
に
よ
り
右
の
保
障
条
項
が

ま
も
ろ
う
と
し
て
い
る
諸
利
益
が
ど
の
程
度
実
際
に
害
せ
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
諸
般
の
情
況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
た
と
え
ば
、
事
件
の
複
雑
な
た
め
に
、
結
果
と
し
て
審
理
に
長
年
月
を
要
し
た
場
合
な
ど
は
こ
れ
に
該
当

し
な
い
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
」
る
と
さ
れ
て
い
る）
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。
そ
れ
ゆ
え
、
殺
人
事
件
の
よ
う
な
重
大
な
事
案
に
お
い
て
、
精
神
的
被
害
な
ど
も

含
め
て
、
民
事
訴
訟
と
同
様
に
被
害
額
を
厳
密
に
算
定
し
、
損
害
回
復
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が
直
ち
に
迅
速
裁
判
の
要
請
を
害
す
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る
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。

　

続
い
て
、
④
他
の
刑
罰
と
の
関
係
の
問
題
は
ど
う
か
。

　

被
害
弁
償
命
令
を
刑
事
制
裁
と
す
れ
ば
、
懲
役
刑
な
ど
の
他
の
刑
罰
と
合
わ
せ
て
賦
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
被
告
人
の

刑
事
責
任
は
、
刑
事
制
裁
の
種
類
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
害
弁
償
命
令
の
目
的
と
し
て

損
害
回
復
を
重
視
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
被
害
弁
償
命
令
を
賦
科
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
刑
罰
は
被
害
弁
償
命
令
を
賦
科
し
な
い
場
合

に
比
べ
て
、
軽
い
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
窃
盗
な
ど
の
軽
微
な
財
産
犯
に
お
い
て
は
、
被
害
弁
償
命
令
を
賦
科

す
る
こ
と
に
よ
り
、
懲
役
刑
が
相
当
程
度
軽
い
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
殺
人
事
件
の
よ
う
な
重
大
な

事
案
に
お
い
て
は
、
被
害
弁
償
命
令
を
賦
科
し
た
と
し
て
も
、
懲
役
刑
が
大
幅
に
軽
い
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
想
定
さ
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
⑤
不
履
行
時
の
問
題
は
ど
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
が
悪
い
場
合
に
生
じ
や
す
い
た
め
、
⑥
犯
罪
者
の

資
力
の
問
題
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

確
か
に
、
犯
罪
者
の
事
情
に
応
じ
て
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
被
害
弁
償
の
支
払
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
今
回
導
入
さ
れ
た
損
害
賠
償
命
令
に
お
い
て
も
共
通
す
る
は
ず
で
あ
る）

149
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
「
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
中
間
取

り
ま
と
め
）」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は
、
解
決
可
能
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
固
有
の

問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
理
由
に
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
を
我
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
が
適

切
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯

罪
被
害
者
関
係
）
部
会
に
お
い
て
は
、
⒜
被
害
額
全
額
が
賦
科
さ
れ
ず
、
犯
罪
者
の
事
情
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
こ



 

六
四

と
、
⒝
被
害
弁
償
の
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
主
体
的
に
関
与
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る）

150
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
点
が
、
前
述
の
「
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
中
間
取
り
ま
と
め
）」
を
は
じ

め
と
し
て）

151
（

、
種
々
の
論
稿
に
お
い
て
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
の
内
容
と
し
て
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る）

152
（

。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
点
が
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
を
採
用
し
な
か
っ
た
主
た
る
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁

償
命
令
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
理
解
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
⒜
被
害
額
全
額
が
賦
科
さ
れ
ず
、
犯
罪
者
の
事
情
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

既
に
本
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
に
お
け
る
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
一
九
九
六

年
の
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
に
よ
り
、
多
く
の
犯
罪
類
型
に
お
い
て
、
被
害
額
全
額
の
賦
科
が
必
要
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
確
か
に
、

Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ａ
の
下
で
も
、
犯
罪
者
の
事
情
に
応
じ
て
支
払
計
画
が
策
定
さ
れ
、
実
質
的
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
も
っ
と
も
、

犯
罪
者
の
事
情
に
応
じ
て
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
被
害
弁
償
の
支
払
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
既
に
、
⑤
不
履
行
時
の
問
題

及
び
⑥
犯
罪
者
の
資
力
の
問
題
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
今
回
導
入
さ
れ
た
損
害
賠
償
命
令
に
お
い
て
も
共
通
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
被
害
弁
償
命
令
（Com

pensation O
rder

）
は
、
被
告
人
の
資
力
を
考
慮
し
て
賦

科
す
る
と
さ
れ
て
い
る）

153
（

。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
の
制
度
に
つ
い
て
誤
解
さ
れ
、
こ
の
誤
解
が
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯

罪
被
害
者
関
係
）
部
会
に
お
け
る
審
議
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
被
害
弁
償
命
令
が
被
害
額
全
額
を
必
要
的
に
賦
科
す
る
こ
と
は
、
法
務
省
の
担
当
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に）

154
（

、

損
害
を
回
復
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
無
駄
な
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
被
害
者
は
、
必
ず
し
も
損
害
を
回
復
す

る
こ
と
だ
け
に
関
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い）

155
（

。
犯
行
の
動
機
や
、
犯
罪
者
の
事
件
に
対
す
る
視
点
や
反
省
を
含
め
た
事
件
の
全
体
像
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
の
責
任
を
追
及
し
、
損
害
や
被
害
が
公
的
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
関
心
を
有
す
る
被
害
者
も
多
い
。
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六
五

本
章
で
既
に
指
摘
し
た
表
示
・
表
現
目
的
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
犯
罪
者
に
資
力
が
な
い
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、

表
示
・
表
現
目
的
が
損
害
回
復
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
被
害
額
全
額
を
必
要
的
に
賦

科
す
る
こ
と
は
、
被
害
者
に
と
っ
て
積
極
的
な
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
民
事
手
続
に
よ
ら
ず
、
刑
事
手
続

の
み
で
損
害
回
復
を
図
り
う
る
こ
と
は
、
被
害
者
の
精
神
的
負
担
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
る）

156
（

。

　

次
に
、
⒝
被
害
弁
償
の
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
主
体
的
に
関
与
で
き
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
そ
も
そ
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
で
あ
れ
ば
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
主
体
的
に
関
与
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
論
理
必
然
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
（reparation

）
157
（

）
が
他
の
刑
事
制
裁
の
条
件
や
付
随
的
な
命
令

と
し
て
で
は
な
く
、
独
立
の
刑
事
制
裁
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る）

158
（

。
そ
も
そ
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
一
九
五
四
年
刑

事
司
法
法
（Crim

inal Justice A
ct 1954

）
159
（

）
や
一
九
六
一
年
犯
罪
法
（Crim

es A
ct 1961

）
160
（

）
な
ど
で
財
産
の
損
失
に
対
す
る
損
害

回
復
（com

pensation for loss of property
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た）

161
（

。
こ
れ
ら
の
規
定
を
統
一
す
る
と
と

も
に
、
被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
犯
罪
被
害
の
間
隙
を
埋
め
る
べ
く）

162
（

、
一
九
八
一
年
刑
罰
政
策
検
討
委
員
会
（1981 Penal Policy 

Review
 Com

m
ittee

）
は
、
被
害
弁
償
の
導
入
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る）

163
（

。
拘
禁
刑
な
ど
に
比
べ
て
執
行
費
用
が
小
さ
い
こ
と
な
ど
も

あ
っ
て）

164
（

、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
（Crim

inal Justice A
ct 1985

）
165
（

）
に
お
い
て
被
害
弁
償
が
導
入
さ
れ）

166
（

、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法

（Sentencing A
ct 2002

）
167
（

）
に
受
け
継
が
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
く
独
立
の
刑
事
制
裁
と
し
て
被
害
弁
償
命
令
（reparation order

）
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
訴
追
の
終

結
（discharge

）
168
（

）
又
は
召
喚
時
に
量
刑
言
渡
し
の
た
め
に
出
頭
す
る
命
令
（O

rder to com
e up for sentence if called on

）
の

際
や）

169
（

、
一
九
八
九
年
児
童
、
青
少
年
及
び
家
族
法
（Children, Y

oung Persons and T
heir Fam

ilies A
ct 1989

）
に
お
い
て）

170
（

、



 

六
六

児
童
（child

）
若
し
く
は
青
少
年
（young

）
又
は
児
童
若
し
く
は
一
六
歳
未
満
の
青
少
年
の
親
若
し
く
は
監
護
者
（guardian

）
に

対
し
て
賦
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
る）

171
（

。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
修
復
的
司
法
の
考
え
方
が
重
視
さ
れ）

172
（

、
財
産
の
損
失
に
対
す
る
損
害
回
復
な
ど
が
刑
事
制
裁
と

し
て
の
被
害
弁
償
へ
と
発
展
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
の
制

度
を
検
討
し
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
の
制
度
内
容
と
我
が
国
へ
の
導
入
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
七
節　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て

い
る
の
か
。
以
下
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
を
紹
介
し
た
際
の
枠
組
に
沿
っ
て
、
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
被
害
弁
償
の
目
的
、
性
質
及
び
適
用
領
域
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
被
害
弁
償
の
内
容
と
賦
科
額
の
算
定

（
一
）
対
象
と
な
る
行
為

　

被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
と
は
異
な
り
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
行
為
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
八
一
年
刑
罰
政
策
検
討
委
員
会
は
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
行
為
と
関
連
す
る
起
訴
さ
れ
た
同
種
犯
罪
な
ど
に
つ
い
て
、
有
罪
認
定

さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
対
象
と
す
べ
き
と
し
て
い
た）

173
（

。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
改
正
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
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七

（
二
）
対
象
と
な
る
被
害
者
の
範
囲

　

被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
の
は
、
裁
判
所
に
よ
り
有
罪
認
定
さ
れ
た
犯
罪
を
通
し
て
又
は
当
該
犯
罪
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
、
⒜
財

産
の
損
失
又
は
損
害
、
⒝
精
神
的
侵
害
（em

otional harm

）、
⒞
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
若
し
く
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若

し
く
は
損
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
の
い
ず
れ
か
を
被
っ
た
者
で
あ
る）

174
（

。

　

但
し
、
⒞
の
う
ち
、
二
〇
〇
一
年
傷
害
防
止
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
補
償
法
（Injury Prevention, 

Rehabilitation, and Com
pensation A

ct 2001

）
175
（

）
に
基
づ
き
権
利
を
有
す
る
と
確
信
さ
れ
る
被
害
者
は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る）

176
（

。

　

ま
た
、
同
じ
く
⒞
の
う
ち
、
精
神
的
侵
害
若
し
く
は
身
体
的
侵
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
若
し
く
は
損
害
と
し
て
精
神
的
侵
害

を
被
っ
た
者
は
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
の
規
定
す
る
「
被
害
者
」
で
な
け
れ
ば
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る）

177
（

。
こ
こ
で
、「
被
害
者
」
と
は
、

⒜
ⅰ
他
者
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
犯
罪
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
た
者
、
ⅱ
他
者
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
犯
罪
を
通
し
て
又
は
犯
罪
に
よ

っ
て
身
体
的
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害
を
被
っ
た
者
、
ⅲ
ⅰ
又
は
ⅱ
に
含
ま
れ
る
幼
児
又
は
青
少
年
の
親
又
は
法
的
な
監

護
権
者
の
う
ち
、
当
該
犯
罪
の
実
行
に
よ
っ
て
訴
追
さ
れ
又
は
当
該
犯
罪
に
よ
っ
て
有
罪
認
定
さ
れ
若
し
く
は
答
弁
取
引
（plead 

guilty

）
を
行
な
っ
て
い
な
い
者
、
ⅳ
他
者
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
犯
罪
の
結
果
と
し
て
死
亡
又
は
重
篤
な
後
遺
障
害
が
生
じ
た
者
の

直
近
の
家
族
の
構
成
員
で
あ
っ
て
、
当
該
犯
罪
の
実
行
に
よ
っ
て
訴
追
さ
れ
又
は
当
該
犯
罪
に
よ
っ
て
有
罪
認
定
さ
れ
若
し
く
は
答
弁

取
引
を
行
な
っ
て
い
な
い
者
の
う
ち
、
主
犯
（principal
）、
関
与
者
（party

）、
事
後
従
犯
（accessory after the fact

）
又
は

そ
の
他
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
犯
罪
又
は
当
該
犯
罪
と
同
じ
事
件
若
し
く
は
当
該
犯
罪
と
一
連
の
事
件
と
関
連
す
る
犯
罪
の
実
行

に
よ
っ
て
訴
追
さ
れ
、
又
は
当
該
犯
罪
に
よ
っ
て
有
罪
認
定
さ
れ
若
し
く
は
答
弁
取
引
を
行
な
っ
た
者
を
除
く
全
て
の
者
で
あ
る）

178
（

。

　

も
と
も
と
、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
に
お
い
て
は
、
⒜
財
産
の
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
だ
け
が
対
象
で
あ
り
、
財
産
犯
の
被

害
者
だ
け
が
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
八
七
年
刑
事
司
法
修
正
法
（
三
号
）（Crim

inal Justice 



 

六
八

A
m
endm

ent A
ct

（N
o 3

） 1987

）
179
（

）
に
よ
っ
て
、
⒝
精
神
的
侵
害
を
被
っ
た
者
も
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ
た）

180
（

。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ

っ
て
、
そ
の
し
ば
ら
く
後
に
成
立
し
た
、
一
九
八
九
年
児
童
、
青
少
年
及
び
家
族
法
に
お
け
る
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
⒞
あ
ら

ゆ
る
精
神
的
又
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
が
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、

直
接
の
被
害
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る）

181
（

。
⒞
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
若
し
く
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害
に
引
き
続
い

て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
は
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
に
お
い
て
初
め
て
対
象
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
と
は
異
な
り
、
⒞
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
若
し

く
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
の
い
ず
れ
か
を
被
っ
た
者
と
い
う
間
接

の
被
害
者
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
犯
罪
行
為
に
よ
る
影
響
が
広
範
に
及
ぶ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
間
接
の
被
害
者
ま
で

含
ま
れ
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
よ
う
。

（
三
）
対
象
と
な
る
被
害
の
範
囲

　

被
害
弁
償
の
対
象
と
な
る
の
は
、
犯
罪
者
が
裁
判
所
に
よ
り
有
罪
認
定
さ
れ
た
犯
罪
を
通
し
て
又
は
当
該
犯
罪
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
、

⒜
財
産
の
損
失
又
は
損
害
、
⒝
精
神
的
侵
害
、
⒞
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
又
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害
に
引
き
続

い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
で
あ
る）

182
（

。

　

条
文
上
、
精
神
的
被
害
は
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
実
務
上
、
精
神
的
被
害
は
大
変
広
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
精
神
的
侵
害
に

対
し
て
賦
科
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
さ
れ
る）

183
（

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
に
お
い
て
は
、
当
初
、
⒝
精
神
的
侵
害
す
ら
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
八
九
年
児

童
、
青
少
年
及
び
家
族
法
に
お
け
る
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
⒞
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
又
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
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六
九

く
は
損
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
が
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い）

184
（

。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
と
は
異
な
り
、
刑
事
制
裁

と
し
て
の
被
害
弁
償
に
お
い
て
は
、
⒞
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
若
し
く
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害
に
引
き
続
い
て

生
じ
た
損
失
又
は
損
害
と
い
う
間
接
の
被
害
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
犯
罪
行
為
に
よ
る
影
響
が
広
範
に
及
ぶ
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
間
接
の
被
害
ま
で
含
ま
れ
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
よ
う
。

（
四
）
上
限
額

　

既
に
見
た
よ
う
に
、
行
為
、
被
害
者
及
び
被
害
と
い
う
要
件
で
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
般
的
な
上
限
額
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

被
害
弁
償
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
は
異
な
る
た
め
、
被
害
額
を
超
え
る
額
が
被
害
弁
償
の
元
本
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
五
）
要
求
さ
れ
る
行
為
の
内
容
、
方
法
及
び
期
限
並
び
に
賦
科
の
肯
否
及
び
賦
科
額
の
量
定

①
要
求
さ
れ
る
行
為
の
内
容

　

要
求
さ
れ
る
行
為
の
内
容
は
、
金
銭
の
支
払
で
あ
る
。
裁
判
所
は
被
害
弁
償
の
言
渡
し
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
被
害
弁
償
の
支
払
総

額
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

185
（

。

　

被
害
弁
償
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
が
不
可
能
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
が
生
じ
た
者
の
た
め
に
何
ら
か
の
作

業
又
は
役
務
を
実
施
す
る
よ
う
犯
罪
者
に
義
務
を
科
し
て
は
な
ら
な
い）

186
（

。
一
九
九
三
年
被
害
者
作
業
部
会
（V

ictim
s T

ask Force 

1993

）
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
社
会
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
を
範
と
し
て
、
修
復
的
司
法
の
発
想
か
ら
、
被
害
者
に
対
す
る
役
務
提
供

も
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
し
て
い
た）

187
（

。
し
か
し
、
被
害
者
が
犯
罪
者
と
接
触
を
望
ま
な
い
こ
と
も
多
く
、
役
務
提
供
は
現
実
的
で
は
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〇

な
い
と
の
批
判
が
あ
る）

188
（

。
ま
た
、
被
害
者
に
対
す
る
役
務
提
供
に
つ
い
て
犯
罪
者
と
被
害
者
の
合
意
を
ど
の
よ
う
に
得
る
の
か
、
合
意

を
得
た
と
し
て
執
行
と
監
督
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
の
か
と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
お
り）

189
（

、
未
だ
法
改
正
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
要
求
さ
れ
る
行
為
の
方
法
及
び
期
限

　

要
求
さ
れ
る
行
為
の
方
法
及
び
期
限
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
当
該
金
額
を
全
額
一
括
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
分
割
払
と
す
る
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

190
（

。
そ
し

て
、
全
額
一
括
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
場
合
、
即
時
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
将
来
の
特
定
の
日
に
支
払

え
ば
よ
い
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

191
（

。
裁
判
所
は
、
即
時
支
払
の
た
め
の
十
分
な
資
産
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、

住
所
不
定
で
あ
る
場
合
、
犯
罪
の
重
大
性
、
犯
罪
の
性
質
又
は
そ
の
他
特
別
の
状
況
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
理
由
に
よ
り
執
行
（execution

）

が
遅
滞
な
く
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
即
時
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る）

192
（

。
即
時
支
払
が
求
め
ら
れ
た
場
合
、
犯
罪
者
は
、

原
則
と
し
て
賦
科
さ
れ
た
日
か
ら
二
八
日
以
内
に
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

193
（

。
一
方
、
分
割
払
と
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
そ

の
間
隔
と
毎
回
の
支
払
額
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

194
（

。
裁
判
所
は
合
理
的
な
期
間
内
に
支
払
が
完
了
し
う
る
よ
う
に
す
べ
き
と
し

て
、
分
割
払
の
期
間
を
二
年
乃
至
三
年
と
す
る
こ
と
が
多
い）

195
（

。
ま
た
、
支
払
期
限
の
延
長
を
行
な
う
支
払
猶
予
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら

れ
て
い
る）

196
（

。

　

分
割
払
又
は
支
払
猶
予
の
場
合
、
裁
判
所
の
書
記
官
（registar
）
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
手
渡
し
に
よ
り
、
又
は
、
犯
罪

者
の
最
後
に
知
ら
れ
た
居
所
若
し
く
は
職
場
へ
の
郵
送
に
よ
り
、
被
害
弁
償
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

197
（

。
そ
の
通
知
に
は
、
⒜

被
害
弁
償
の
支
払
額
、
⒝
支
払
が
な
さ
れ
る
べ
き
日
限
、
⒞
支
払
の
回
数
と
場
所
、
⒟
上
訴
権
の
存
在
、
⒠
書
記
官
又
は
執
行
吏
（bailiff 

）

が
支
払
猶
予
又
は
分
割
払
そ
の
他
の
伴
う
変
更
を
行
な
う
可
能
性
、
⒡
不
払
時
に
執
ら
れ
る
一
般
的
な
手
続
が
記
載
さ
れ
る
。
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一

　

分
割
払
と
さ
れ
た
場
合
、
一
度
で
も
不
払
（default

）
が
あ
れ
ば
、
未
払
の
残
部
全
て
に
つ
い
て
不
履
行
が
あ
っ
た
と
し
て
後
述
す

る
不
払
時
の
制
裁
の
手
続
が
執
ら
れ
う
る）

198
（

。

③
賦
科
の
肯
否

　

こ
の
よ
う
な
内
容
、
方
法
及
び
期
限
を
設
定
さ
れ
た
被
害
弁
償
が
、
い
か
な
る
場
合
に
科
さ
れ
る
の
か
。

　

二
〇
〇
二
年
量
刑
法
に
お
い
て
、
被
害
弁
償
は
、
罰
金
刑
と
並
ぶ
二
番
目
に
軽
い
刑
事
制
裁
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

軽
い
刑
事
制
裁
か
ら
順
に
、
召
喚
時
に
量
刑
言
渡
し
の
た
め
に
出
頭
す
る
命
令
、
罰
金
刑
及
び
被
害
弁
償
、
社
会
奉
仕
（com

m
unity 

w
ork

）
及
び
監
督
（supervision
）、
集
中
監
督
（intensive supervision

）
及
び
社
会
内
拘
禁
（com

m
unity detention

）、
在

宅
拘
禁
（hom

e detention

）、
拘
禁
刑
（im
prisonm

ent

）
と
な
っ
て
い
る）

199
（

。
こ
れ
ら
の
刑
事
制
裁
の
軽
重
は
、
犯
罪
者
の
監
督
、

監
視
及
び
制
限
の
相
対
的
な
程
度
を
反
映
す
る
と
さ
れ
て
い
る）

200
（

。

　

そ
し
て
、
被
害
弁
償
は
、
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
犯
罪
に
関
連
し
て
、
単
独
で
又
は
他
の
刑
事
制
裁
に
付
加
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き

る）
201
（

。

　

裁
判
所
は
、
被
害
弁
償
を
賦
科
す
る
適
法
な
権
限
を
有
す
る
場
合
、
被
害
弁
償
が
犯
罪
者
又
は
犯
罪
者
の
扶
養
家
族
に
「
不
適
切
な

困
難
（undue hardship

）」
を
も
た
ら
す
こ
と
又
は
あ
ら
ゆ
る
そ
の
他
の
特
別
な
状
況
が
被
害
弁
償
の
賦
科
を
不
適
切
に
す
る
こ
と

が
確
信
さ
れ
な
い
限
り
、
被
害
弁
償
を
賦
科
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

202
（

。
こ
こ
で
、「
不
適
切
な
困
難
」
と
は
、
被
害
弁
償
を
な
す
の
に
十

分
な
資
産
が
な
い
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
実
務
上
、
資
力
が
な
い
場
合
、
被
害
弁
償
は
賦
科
さ
れ
な
い
の
が
通
例
で
あ
る）

203
（

。

　

こ
の
点
は
、
も
と
も
と
、「
不
適
切
な
場
合
」
に
賦
科
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
二
年
の
司
法

省
（M

inistry of Justice

）
の
報
告
書
な
ど
に
お
い
て
、
被
害
者
が
存
在
し
、
金
銭
換
算
可
能
な
損
失
が
あ
る
場
合
に
は
必
要
的
に
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賦
科
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
被
害
者
の
主
張
が
紹
介
さ
れ）

204
（

、
被
害
弁
償
を
よ
り
多
く
の
場
合
に
賦
科
す
る
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
犯
罪
者
の
支
払
を
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
額
の
賦
科
は
被
害
者
に
と
っ
て
も
有
用
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の

で
は
な
い
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
た）

205
（

。
ま
た
、
被
害
弁
償
を
期
待
し
た
被
害
者
が
支
払
を
受
け
ら
れ
ず
犯
罪
被
害
に
加
え
て
新
た
な
怒

り
を
抱
く
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

206
（

。
こ
う
し
た
理
由
も
あ
っ
て
、
必
要
的
な
賦
科
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
九
九
三

年
刑
事
司
法
修
正
法
（Crim

inal Justice A
m
endm

ent A
ct 1993

）
207
（

）
に
よ
り
、「
明
ら
か
に
不
適
切
な
場
合
」
に
賦
科
し
な
い
こ

と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
る
と
改
正
さ
れ）

208
（

、
賦
科
が
原
則
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た）

209
（

。
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
に
お
い
て
、「
明
ら
か
に
不

適
切
な
場
合
」
か
ら
「
不
適
切
な
困
難
」
と
さ
ら
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
賦
科
し
な
い
例
外
的
な
場
合
が
い
っ
そ
う
限
定
さ
れ
、

賦
科
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う）

210
（

。

　

裁
判
所
は
、
被
害
弁
償
が
適
切
か
否
か
判
断
す
る
際
、
被
害
弁
償
を
受
け
う
る
者
が
制
定
法
又
は
法
の
支
配
に
基
づ
い
て
関
連
す
る

手
続
を
適
用
し
た
り
、
援
用
し
た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
権
利
が
あ
る
か
又
は
あ
り
う
る
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

211
（

。
何
ら
か

の
権
利
が
行
使
さ
れ
て
き
た
か
、
何
ら
か
の
権
利
が
行
使
で
き
る
終
期
を
徒
過
し
て
い
る
か
否
か
に
拘
ら
ず
、
適
用
の
可
能
性
の
あ
る

権
利
が
現
に
あ
る
か
又
は
将
来
あ
り
う
る
か
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

212
（

。
も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
の
賦
科
は
、
侵
害
、
損
失
又

は
損
害
を
被
っ
た
者
が
被
害
弁
償
が
及
ぶ
額
を
超
え
る
あ
ら
ゆ
る
損
害
賠
償
を
民
事
手
続
に
お
い
て
得
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
は
な
い）

213
（

。

　

裁
判
所
が
被
害
弁
償
を
賦
科
す
る
適
法
な
権
限
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
弁
償
を
賦
科
し
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

214
（

。
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④
賦
科
額
の
量
定

　

裁
判
所
が
被
害
弁
償
を
賦
科
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
思
料
し
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（probation offi  cer

）

又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
の
た
め
に
任
命
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
そ
の
他
の
者
に
裁
判
所
の
た
め
に
被
害
弁
償
報
告
書
を
準
備
す
る

よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る）

215
（

。
犯
罪
者
が
損
失
、
損
害
又
は
侵
害
の
全
価
値
を
支
払
う
十
分
な
資
力
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
例

え
ば
、
収
入
、
資
産
、
家
族
の
扶
養
義
務
、
債
務
、
生
活
状
況
、
拘
禁
刑
の
賦
科
の
有
無
、
経
済
状
態
や
雇
用
状
態
の
予
測
な
ど
か
ら

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
た
め）

216
（

、
そ
の
資
料
と
し
て
被
害
弁
償
報
告
書
は
重
要
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
の
は
、
⒜
財
産
の
損
失

又
は
損
害
の
事
例
に
お
い
て
は
、
当
該
損
失
又
は
損
害
及
び
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
の
価
値
、
⒝
精
神
的
侵
害
の
事
例
に

お
い
て
は
、
当
該
侵
害
の
性
質
及
び
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
の
価
値
、
⒞
身
体
的
侵
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は

損
害
の
事
例
に
お
い
て
は
、
損
失
若
し
く
は
損
害
の
性
質
及
び
価
値
、
又
は
損
失
及
び
損
害
を
被
っ
た
者
が
二
〇
〇
一
年
傷
害
防
止
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
補
償
法
に
基
づ
く
権
限
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
見
込
み
の
範
囲
、
⒟
犯
罪
者
の
経
済
的
能
力）

217
（

、

⒠
犯
罪
者
が
被
害
弁
償
に
基
づ
き
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
最
高
額
、
⒡
分
割
払
に
よ
る
支
払
が
望
ま
し
い
と
思
料
さ
れ
る

場
合
、
被
害
弁
償
に
基
づ
い
て
要
求
さ
れ
る
べ
き
支
払
の
間
隔
と
毎
回
の
支
払
額
で
あ
る）

218
（

。

　

裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
、
一
〇
〇
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル
（
Ｎ
Ｚ
Ｄ
）（
約
六
〇
〇
〇
円
。
一
Ｎ
Ｚ
Ｄ
六
〇
円
で
換
算
。
以
下
同

じ
）
以
上
の
被
害
弁
償
が
相
当
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
、
犯
罪
者
の
支
払
能
力
が
不
明
で
あ
る
と
き
、
被
害
弁
償
報
告
書
の
準
備
の
た

め
に
、
経
済
的
能
力
に
つ
い
て
、
犯
罪
者
自
身
に
陳
述
（declaration
）
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る）

219
（

。
経
済
的
能
力
に
つ
い
て
の

陳
述
は
、
書
面
で
な
く
と
も
よ
く
、
口
頭
で
も
構
わ
な
い）

220
（

。
そ
し
て
、
陳
述
は
、
⒜
給
与
及
び
賃
金
、
⒝
利
得
及
び
年
金
、
⒞
各
種
の

手
数
料
収
入
、
⒟
利
息
及
び
配
当
、
⒠
賃
貸
財
産
か
ら
の
収
入
、
⒡
不
動
産
の
所
有
、
⒢
車
両
の
所
有
、
⒣
そ
の
他
の
財
産
の
所
有
、

⒤
犯
罪
者
が
現
在
は
所
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
陳
述
か
ら
一
二
か
月
以
内
に
受
け
取
る
と
予
想
さ
れ
る
収
入
及
び
現
実
化
す
る
資
産
、



 

七
四

⒥
借
入
金
、
⒦
犯
罪
者
及
び
そ
の
扶
養
家
族
の
不
可
欠
な
支
出
を
は
じ
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
収
入
、
資
産
、
債
務
及
び
支
出

に
つ
い
て
の
情
報
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

221
（

。
陳
述
は
、
犯
罪
者
の
経
済
的
能
力
に
適
合
し
た
被
害
弁
償
の
量
定
を
行
な
う
た

め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
者
を
裁
判
所
に
最
大
二
時
間
を
留
置
し
、
陳
述
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る）

222
（

。
ま
た
、
陳
述
に

お
い
て
、
虚
偽
の
情
報
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
三
月
未
満
の
拘
禁
刑
又
は
一
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
万
円
）
未
満
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）

223
（

。

　

但
し
、
⒜
裁
判
所
が
犯
罪
者
が
支
払
う
べ
き
被
害
弁
償
の
額
に
つ
い
て
確
信
を
得
た
場
合
、
⒝
被
害
弁
償
報
告
書
に
お
い
て
言
及
さ

れ
る
情
報
の
種
類
が
他
の
手
段
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
場
合
、
⒞
裁
判
所
が
報
告
書
を
不
必
要
で
あ
る
と
思
料
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
被

害
弁
償
報
告
書
を
準
備
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
な
く
、
他
の
調
査
を
す
る
こ
と
も
な
く
し
て
、
被
害
弁
償
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る）

224
（

。

も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
報
告
書
な
く
し
て
被
害
弁
償
を
言
渡
す
の
は
「
無
分
別
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
特
段
の
事
情
が
な
け

れ
ば
、
被
害
弁
償
報
告
書
の
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る）

225
（

。

　

裁
判
所
に
よ
り
被
害
弁
償
報
告
書
を
準
備
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
た
者
は
、
修
復
的
司
法
の
観
点
か
ら）

226
（

、
犯
罪
者
が
被
害
弁
償
と
し
て
支
払
う
額
に
つ
い
て
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
と

犯
罪
者
と
の
間
で
合
意
を
得
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

227
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
手
続
に
お
い
て
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
が
犯
罪
者
と
対
面
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
た
り
、
報
告
書

の
準
備
に
お
い
て
参
加
を
強
制
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い）

228
（

。
強
制
に
至
ら
な
く
と
も
、
圧
力
と
な
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
す
べ

き
で
あ
ろ
う）

229
（

。

　

合
意
が
成
立
し
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者
は
、
裁
判
所
に
対
し
合
意
の
内

容
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

230
（

。
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一
方
、
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者
は
、
合
意
が
不

成
立
に
至
っ
た
事
情
等
に
つ
い
て
被
害
弁
償
報
告
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

231
（

。
す
な
わ
ち
、
⒜
精
神
的
侵
害
に
つ
い
て
は
、
犯

罪
者
と
侵
害
を
被
っ
た
者
の
各
々
の
主
張
及
び
そ
の
点
に
つ
き
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

⒝
財
産
の
損
失
又
は
損
害
に
つ
い
て
は
、
ⅰ
入
手
し
う
る
証
拠
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
た
損
失
又
は
損
害
及
び
引
き
続
い
て
生
じ
た
損

失
又
は
損
害
の
価
値
を
記
載
す
る
か
、
ⅱ
そ
の
判
断
が
不
可
能
又
は
困
難
で
あ
れ
ば
、
そ
の
点
に
つ
き
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
⒞
精
神
的
侵
害
又
は
身
体
的
侵
害
に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
に
つ
い
て
は
、

ⅰ
入
手
し
う
る
証
拠
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
た
損
失
又
は
損
害
の
価
値
を
記
載
す
る
か
、
ⅱ
そ
の
判
断
が
不
可
能
又
は
困
難
で
あ
れ
ば
、

犯
罪
者
と
侵
害
を
被
っ
た
者
の
各
々
の
主
張
及
び
そ
の
点
に
つ
き
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

際
上
、
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
の
評
価
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
被
害
弁
償
報
告
書
は
有
益
な

情
報
と
は
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
さ
れ
る）

232
（

。

　

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者
は
、
被
害
弁
償
報
告
書
を
完
成
さ
せ
た
後
、
裁
判
所
に
原

本
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
に
そ
の
謄
本
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

233
（

。
も
っ
と
も
、
被
害
弁

償
報
告
書
の
謄
本
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
連
の
手
続
や
賦
科
さ
れ
た
被
害
弁
償
の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
な
い）

234
（

。

　

そ
れ
で
は
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
指
導
理
念
に
基
づ
き
量
定
を
行
な
う
べ
き
か
。

　

刑
事
制
裁
の
目
的
と
し
て
一
般
に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
抑
止
（deterrence

）、
改
善
（reform

）、
隔
離
（prevention

）、

応
報
（retribution

）
な
ど
で
あ
っ
た）

235
（

。
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
は
、
量
刑
目
的
に
つ
い
て
、
犯
行
に
よ
り
被
害
者
及
び
地
域
社
会
が
被

っ
た
侵
害
に
対
す
る
責
任
（accountable

）
を
犯
罪
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
、
当
該
侵
害
に
対
す
る
責
任
の
感
覚
及
び
認
識
を
犯
罪
者
に

促
進
さ
せ
る
こ
と
、
犯
罪
者
が
関
与
し
た
行
為
を
非
難
す
る
こ
と
、
犯
罪
者
又
は
そ
の
他
の
者
に
よ
る
同
じ
又
は
同
種
の
犯
罪
の
遂
行
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を
抑
止
す
る
こ
と
、
犯
罪
者
か
ら
地
域
社
会
を
保
護
す
る
こ
と
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
や
再
統
合
を
援
助
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
犯

罪
被
害
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
、
犯
行
に
よ
り
被
っ
た
侵
害
に
対
す
る
損
害
回
復
を
行
な
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る）

236
（

。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
い
か
な
る
目
的
も
他
の
目
的
に
優
先
劣
後
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る）

237
（

。

　

こ
の
よ
う
な
刑
事
制
裁
の
目
的
を
踏
ま
え
て
、
お
よ
そ
刑
事
制
裁
の
量
定
に
あ
た
っ
て
は
、
量
刑
の
際
に
考
慮
す
べ
き
因
子
と
し
て
、

被
害
者
に
及
ぼ
さ
れ
た
犯
行
の
影
響
に
関
し
て
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
情
報
、
当
該
事
件
に
お
い
て
生
じ
た
又
は
裁
判
所
が

生
じ
う
る
こ
と
に
つ
い
て
確
信
し
た
修
復
的
司
法
の
結
果
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り）

238
（

、
被
害
弁
償
に
も
妥
当
す
る
。

　

ま
た
、
量
刑
の
際
に
刑
事
制
裁
を
加
重
す
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
因
子
と
し
て
、
犯
罪
か
ら
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
損
失
、
損
害
又
は
侵
害

の
程
度
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

239
（

。
一
方
、
量
刑
の
際
に
刑
事
制
裁
を
減
軽
す
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
因
子
と
し
て
、
犯
罪
者
が
示
す
自
責
の

念
又
は
賠
償
（com

pensation

）
な
ど
の
申
出
、
合
意
若
し
く
は
実
行
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

240
（

。
そ
し
て
、
⒜
犯
罪
者
に
よ
り
被
害

者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
償
い
の
申
出
、
⒝
犯
罪
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
悪
事
、
損
失
若
し
く
は
損
害
を
犯
罪
者
が
ど
の
よ
う
に
救
済

す
る
か
に
つ
い
て
、
又
は
犯
行
が
継
続
し
な
い
若
し
く
は
再
発
し
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
犯
罪
者
と
被
害
者
の
間

で
な
さ
れ
る
合
意
、
⒞
犯
行
に
対
す
る
犯
罪
者
又
は
犯
罪
者
の
家
族
、
マ
オ
リ
族
の
場
合
の
拡
大
家
族
（
フ
ァ
ナ
ウ
。w

hanau

）
若

し
く
は
家
族
集
団
の
対
応
、
⒟
犯
罪
者
の
家
族
、
フ
ァ
ナ
ウ
若
し
く
は
家
族
集
団
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
、
と
ら
れ
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
、
ⅰ
犯
行
の
あ
ら
ゆ
る
被
害
者
、
被
害
者
の
家
族
、
フ
ァ
ナ
ウ
若
し
く
は
家
族
集
団
に
対
し
て
な
さ
れ
る
賠
償
、
ⅱ
犯
行
の
あ
ら

ゆ
る
被
害
者
、
被
害
者
の
家
族
、
フ
ァ
ナ
ウ
若
し
く
は
家
族
集
団
に
対
し
て
な
さ
れ
る
謝
罪
、
ⅲ
生
じ
た
侵
害
に
対
す
る
そ
の
他
の
償

い
、
⒠
犯
罪
者
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
、
と
ら
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
救
済
行
為
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る）

241
（

。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
賠
償
が
、
誠
実
で
実
現
可
能
か
ど
う
か
、
悪
事
の
償
い
又
は
軽
減
と
し
て
被
害
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う
か

を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

242
（

。
そ
し
て
、
賠
償
な
ど
の
実
現
が
完
了
し
た
上
で
刑
事
制
裁
の
賦
科
又
は
そ
の
程
度
を
決
定
す
る
た
め
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七

に
、
裁
判
所
は
賠
償
な
ど
の
実
現
が
完
了
す
る
ま
で
量
刑
判
断
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る）

243
（

。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
被

害
弁
償
に
妥
当
す
る
。

　

裁
判
所
は
、
被
害
弁
償
の
額
を
判
断
す
る
際
、
以
上
の
指
導
理
念
に
加
え
て
、
損
害
回
復
に
関
す
る
種
々
の
提
案
、
合
意
、
反
応
、

手
段
、
行
動
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

244
（

。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
又
は
身
体
的
な
侵
害
又
は
財
産
の
損
失
若
し
く
は
損
害

に
引
き
続
い
て
生
じ
た
損
失
又
は
損
害
の
額
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
、
被
害
弁
償
を
受
け
う
る
者
が
制
定
法
又
は
法
の
支
配
に
基
づ
い

て
関
連
す
る
手
続
を
適
用
し
た
り
、
援
用
し
た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
権
利
が
あ
る
か
又
は
あ
り
う
る
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い）
245
（

。
こ
こ
で
も
ま
た
、
何
ら
か
の
権
利
が
行
使
さ
れ
て
き
た
か
、
又
は
、
何
ら
か
の
権
利
が
行
使
で
き
る
終
期
を
徒
過
し
て
い
る
か
否

か
に
拘
ら
ず
、
適
用
等
の
可
能
性
の
あ
る
権
利
が
現
に
あ
る
か
又
は
将
来
あ
り
う
る
か
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

246
（

。

　

犯
罪
者
が
損
失
、
損
害
又
は
侵
害
の
全
価
値
を
支
払
う
十
分
な
資
力
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
、
犯
罪
者
に
対
し
て
、
⒜

損
失
、
損
害
又
は
侵
害
の
価
値
よ
り
も
少
な
い
額
の
被
害
弁
償
を
言
い
渡
す
か
、
⒝
分
割
払
に
よ
る
支
払
を
求
め
る
か
、
⒞
⒜
と
⒝
の

両
方
の
言
渡
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

247
（

。

　

被
害
弁
償
の
条
件
の
謄
本
は
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
に
交
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

248
（

。
も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
の

条
件
の
謄
本
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
連
の
手
続
や
賦
科
さ
れ
た
被
害
弁
償
の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
な
い）

249
（

。

　

こ
の
手
続
は
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
の
評
価
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
負
担
が
大
き
い
。

ま
た
、
量
刑
を
遅
延
さ
せ
る
と
し
て
裁
判
官
に
不
評
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る）

250
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
の
賦
科
手
続
に
お
い
て
は
、
刑
事
制
裁
で
あ
り
な
が
ら
、

被
害
弁
償
の
賦
科
額
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
原
則
と
し
て
犯
罪
者
と
被
害
者
の
合
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
修
復
的
司
法
の
発
想
が
強
く
影
響
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



 

七
八

（
六
）
手
続

　

被
害
弁
償
の
賦
科
及
び
賦
科
額
の
算
定
の
た
め
に
陪
審
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
、
被
害
弁
償
の
賦
科
及
び
賦
科
額
の
算
定
に
対
し
て
、
被
害
者
が
上
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
被
害
弁
償
は
証
明
可
能
債
務
（provable debt

）
と
な
ら
ず
、
破
産
者
が
破
産
免
責
を
受
け
た
際
に
も
免
責
さ
れ
な
い）

251
（

。

三
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
の
帰
属

　

被
害
弁
償
と
し
て
支
払
わ
れ
た
全
額
が
、
侵
害
、
損
失
又
は
損
害
を
被
っ
た
者
に
帰
属
す
る
。
但
し
、
そ
の
者
の
同
意
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
者
の
契
約
す
る
保
険
会
社
に
帰
属
す
る）

252
（

。

　

犯
罪
者
が
被
害
弁
償
と
罰
金
刑
を
併
科
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
犯
罪
者
が
そ
の
両
方
の
金
額
の
和
よ
り
も
小
さ
い
額
を
支
払
っ
た

場
合
、
被
害
弁
償
に
充
当
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

253
（

。

　

犯
罪
者
が
一
つ
の
犯
罪
に
よ
り
複
数
の
被
害
者
に
対
す
る
被
害
弁
償
を
賦
科
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
か
か
る

被
害
弁
償
の
賦
科
額
に
満
た
な
い
と
き
に
は
、
裁
判
所
に
よ
る
特
段
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
は
個
々
の
賦
科
額
に
応

じ
て
按
分
比
例
さ
れ
る）

254
（

。
犯
罪
者
が
複
数
の
犯
罪
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
者
に
対
す
る
被
害
弁
償
を
同
じ
日
に
賦
科
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
が
か
か
る
被
害
弁
償
の
賦
科
額
に
満
た
な
い
と
き
に
は
、
裁
判
所
に
よ
る
特
段
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、
支

払
わ
れ
た
金
銭
は
個
々
の
賦
科
額
に
応
じ
て
按
分
比
例
さ
れ
る）

255
（

。
一
方
、
異
な
る
日
に
賦
科
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
に
よ
る
特
段
の
指

示
が
な
け
れ
ば
、
支
払
わ
れ
た
金
銭
は
賦
科
さ
れ
た
被
害
弁
償
の
順
に
充
当
さ
れ
る）

256
（

。
以
上
の
按
分
比
例
又
は
充
当
に
つ
い
て
の
国
の

誤
り
、
遺
漏
又
は
遅
延
に
対
し
て
、
国
家
賠
償
責
任
は
生
じ
な
い）

257
（

。

　

支
払
が
な
い
場
合
又
は
支
払
わ
れ
た
額
が
賦
科
さ
れ
た
額
よ
り
も
小
さ
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
は
国
か
ら
補
填
を
受
け
る
こ
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九

と
は
で
き
な
い
。
一
九
九
三
年
被
害
者
作
業
部
会
は
、
被
害
者
が
二
五
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
万
五
〇
〇
〇
円
）
未
満
の
全
額
と
二
五
〇
Ｎ

Ｚ
Ｄ
以
上
の
一
部
の
額
を
国
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
提
案
を
行
な
っ
て
い
た）

258
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
提

案
に
対
し
て
は
、
国
家
が
代
替
し
て
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
者
が
支
払
に
つ
い
て
の
責
任
感
を
減
退
さ
せ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
こ

と
、
修
復
的
な
側
面
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
こ
と
、
犯
罪
者
に
資
力
が
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
に
執
行
費
用
な
ど
を
含
め
ず
と

も
単
純
な
計
算
で
年
間
一
〇
〇
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
億
円
）
乃
至
一
五
〇
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
九
億
円
）
を
国
家
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ）

259
（

、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

四
、
不
払
時
の
制
裁

　

罰
金
刑
と
同
様
で
あ
る）

260
（

。
詳
し
く
は
第
六
章
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
被
害
弁
償
の
一
部
減
額
・
全
額
免
除
、
支
払
猶
予
・
分
割
払
、

氏
名
の
公
表
、
銀
行
口
座
か
ら
の
控
除
、
資
産
差
押
え
及
び
資
産
売
却
、
給
与
差
押
え
、
拘
禁
刑
・
社
会
奉
仕
作
業
の
言
渡
し
が
可
能

で
あ
る
。

　

被
害
弁
償
の
一
部
減
額
・
全
額
免
除
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
を
民
事
手
続
に
お
い
て
得
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
二
〇
〇
一
年
傷
害
防
止
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
補
償
法
な
ど
に
基
づ
き
減
額
又

は
免
除
相
当
額
を
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
る）

261
（

。

五
、
運
用

　

被
害
弁
償
の
賦
科
は
、
一
九
八
九
年
度
に
は
一
万
六
七
六
件
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
度
に
は
一
万
二
八
八
〇
件
、
二
〇
〇
六
年

度
に
は
一
万
七
三
九
二
件
と
な
り）

262
（

、
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。



 

八
〇

　

こ
の
う
ち
、
財
産
犯
が
一
万
二
八
二
六
件
（
七
四
％
）
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
一
九
九
七
年
度
の
一
万
一
一
四
七
件
（
八

七
％
）
か
ら
は
減
少
し
て
い
る）

263
（

。
一
九
九
八
年
度
に
は
、
故
意
の
器
物
損
壊
（w

illful dam
age

）
の
賦
科
率
が
五
九
・
四
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
財
産
犯
へ
の
賦
科
率
は
、
二
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た）

264
（

。
被
害
弁
償
を
賦
科
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
財
産
犯
を
対
象

と
し
た
司
法
省
の
サ
ン
プ
ル
調
査
（
一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
既
に
損
害
が
回
復
さ
れ
て
い
た
た
め
（
四
五
％
）、
損
失
が
な
か
っ
た

た
め
（
二
二
％
）、
警
察
が
求
め
な
か
っ
た
た
め
（
二
一
％
）、
犯
罪
者
が
拘
禁
刑
受
刑
中
で
支
払
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
た
め
（
一
六

％
）、
犯
罪
者
が
十
分
な
資
産
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
（
一
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
犯
罪
者
の
資
産
状
態
に
つ
い
て
情
報
が
な
か

っ
た
た
め
と
回
答
し
た
裁
判
官
は
い
な
か
っ
た）

265
（

。
こ
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
が
賦
科
さ
れ
な
か
っ
た
六
割
以
上
の
事
件
で
被
害
弁
償
を

賦
科
す
る
必
要
性
が
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
賦
科
率
が
相
当
程
度
下
が
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
。
一
方
で
、
被
害
弁
償
が
必
要
で
あ

る
又
は
必
要
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
事
件
の
う
ち
、
支
払
が
期
待
で
き
な
い
と
す
る
事
例
が
か
な
り
に
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
こ
う
し
た
事
例
の
多
く
は
、
被
害
弁
償
額
が
大
き
く
、
支
払
に
時
間
が
か
か
る
上
、
犯
罪
者
が
失
業
中
で
あ
っ
た
り
、
家
族
の

扶
養
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
り
、
拘
禁
中
で
あ
っ
た
り
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）

266
（

。

　

交
通
事
犯
と
暴
力
事
犯
へ
の
賦
科
件
数
及
び
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
九
八
件
（
五
％
）（
一
九
九
七
年
度
）
か
ら
二

一
〇
四
件
（
一
二
％
）（
二
〇
〇
六
年
度
）、
五
三
九
件
（
四
％
）（
一
九
九
七
年
度
）
か
ら
一
七
四
一
件
（
一
〇
％
）（
二
〇
〇
六
年
度
）

と
な
っ
て
い
る）

267
（

。
薬
物
事
犯
に
は
あ
ま
り
賦
科
さ
れ
て
い
な
い）

268
（

。

　

他
の
刑
種
と
の
併
科
状
況
を
見
る
と
、
他
の
刑
事
制
裁
と
併
科
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
九
九
八
年
度
に
は
、
週
末
拘
禁
刑
三
八
七

三
件
（
三
四
・
五
％
）、
被
害
弁
償
の
み
で
併
科
な
し
二
三
一
六
件
（
二
〇
・
六
％
）、
監
視
一
三
三
五
件
（
一
一
・
九
％
）、
社
会
奉
仕

一
三
三
一
件
（
一
一
・
九
％
）、
罰
金
刑
一
二
九
六
件
（
一
一
・
五
％
）、
拘
禁
刑
六
一
九
件
（
五
・
五
％
）、
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
一
二

件
（
一
・
〇
％
）
で
あ
っ
た）

269
（

。
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一

　

賦
科
額
の
中
央
値
は
、
一
九
九
七
年
度
に
は
二
一
八
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
万
三
〇
〇
〇
円
）
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
三
〇
〇

Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
万
八
〇
〇
〇
円
）
ま
で
上
昇
し
て
い
る）

270
（

。
こ
れ
ま
で
の
最
高
額
は
三
七
万
七
五
一
八
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
二
二
六
〇
万
円
）
で

あ
る）

271
（

。
二
〇
〇
二
年
度
に
五
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
三
〇
万
円
）
を
超
え
た
の
は
五
七
二
件
（
三
・
九
％
）
に
す
ぎ
ず
、
大
半
は
低
額
の

も
の
で
あ
る）

272
（

。
年
間
の
賦
科
額
の
総
額
は
、
一
九
八
九
年
度
に
は
六
七
〇
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
四
億
二
〇
〇
万
円
）
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九

八
年
度
に
は
一
三
〇
〇
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
七
億
八
〇
〇
〇
万
円
）、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
二
三
〇
〇
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
三
億
八
〇
〇
〇
万

円
）
へ
と
増
加
し
た）

273
（

。
し
か
し
、
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
度
に
は
、
三
四
三
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
二
億
六
〇
〇
万
円
）（
二
六
・
四
％
）
が
支

払
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い）

274
（

。

　

一
九
九
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
年
以
内
に
全
額
の
支
払
が
求
め
ら
れ
た
も
の
が
三
八
％
、
そ
の
他
分
割
払
と
さ
れ
た
も
の
が
六

二
％
で
あ
っ
た）

275
（

。
少
額
の
分
割
払
が
多
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
り
、
分
割
払
が
不
規
則
に
な
さ
れ
た
り
、
支
払
が
完
全
に
な
さ
れ
な
か

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る）

276
（

。

　

不
払
終
局
処
理
率
（clearance rate

）
は
二
八
％
で
あ
っ
た）

277
（

。
こ
れ
は
、
罰
金
刑
の
不
払
終
局
処
理
率
の
五
三
％
や
、
反
則
金
の

不
払
終
局
処
理
率
三
一
％
に
比
べ
る
と
、
低
い
数
字
で
あ
る
。
被
害
弁
償
の
場
合
、
犯
罪
者
の
状
況
を
考
慮
し
て
被
害
額
を
減
額
し
て

賦
科
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う）

278
（

。

六
、
被
害
弁
償
の
目
的
、
性
質
及
び
適
用
領
域

　

そ
れ
で
は
、
被
害
弁
償
の
目
的
及
び
性
質
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
被
害
弁
償
は
被
害
者
の
利
益
に
焦
点
を
当
て
る
点
で
他
の
刑
事

制
裁
と
は
異
な
っ
て
い
る
た
め）

279
（

、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
種
々
の
議
論
が
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
は
、
財
産
の
損
失
又
は
損
害
だ
け
を
対
象
と
し
て
お
り
、
財
産
犯
の
被
害
者
だ
け
が
対
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象
と
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
財
産
犯
の
被
害
者
救
済
、
す
な
わ
ち
と
り
わ
け
財
産
犯
の
損
害
回
復
を
目
的
と

し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る）

280
（

。
そ
の
後
、
精
神
的
侵
害
や
間
接
被
害
ま
で
対
象
と
な
る
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
か
ら
の
損
害
回

復
が
目
的
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
と
し
て
、
犯
罪
が
国
家
や
社
会
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
個
人
を
侵
害
す

る
と
い
う
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う）

281
（

。

　

こ
の
考
え
方
か
ら
は
、
被
害
者
の
損
害
回
復
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
た
め
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
考
慮
せ
ず
、
被
害
額
を
減
額
す

る
こ
と
な
く
賦
科
す
べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
被
害
弁
償
の
性
質
は
、
事
実
上
、
民
事
の
損
害
賠
償
で
あ
る
と
し
、
量
刑
の

付
随
物
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
見
解）

282
（

と
結
び
付
き
や
す
い
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
犯
罪
者
に
着
目
し
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
や
抑
止
・
威
嚇
の
目
的
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
存
在
す
る）

283
（

。

こ
れ
ら
の
見
解
は
、
被
害
弁
償
の
目
的
を
伝
統
的
な
刑
罰
目
的
と
同
様
に
捉
え
、
被
害
者
よ
り
も
犯
罪
者
に
着
目
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
損
害
回
復
に
成
否
は
犯
罪
者
の
経
済
状
態
に
依
存
す
る
た
め
、
被
害
弁
償
を
賦
科
し
た
と
し
て
も
、
必

ず
し
も
損
害
回
復
が
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
で
、
こ
の
考
え
方
か
ら
は
、
刑
罰
で
あ
る
と
す
る
た
め
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を

考
慮
し
て
、
被
害
額
を
減
額
し
て
賦
科
す
べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
法
益
剥
奪
を
刑
事
制
裁
と
し
て
適
切
な
程
度
に
留

め
る
た
め
、
被
害
者
の
利
益
が
後
退
し
、
二
次
的
に
考
慮
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
く
な
る
場
面
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る）

284
（

。
被
害
弁
償
の

性
質
が
刑
事
制
裁
で
あ
る
以
上
、
量
刑
と
し
て
の
適
切
さ
と
国
民
の
期
待
と
の
間
で
衝
突
が
生
じ
る
こ
と
も）

285
（

、
や
む
を
得
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
考
慮
し
て
、
被
害
額
を
減
額
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
害
者
の
損
害
回
復
の
目
的
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
被
害
者
の
受
け
た
被

害
が
意
識
さ
れ
た
刑
事
制
裁
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
先
に
紹
介
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
被
害
弁
償
命
令
の
理
解
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、

被
害
者
の
被
害
を
意
識
す
る
程
度
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、

被
害
額
全
額
を
必
要
的
に
賦
科
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
者
の
被
害
が
強
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
被
害
弁
償
に
お
い
て
は
、
被
害
額
全
額
の
賦
科
が
必
要
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
被
害
者

の
被
害
の
大
き
さ
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

　

そ
し
て
、
被
害
者
の
被
害
を
意
識
す
る
程
度
は
、
被
害
弁
償
の
適
用
領
域
を
左
右
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
既
に

指
摘
し
た
通
り
、
被
害
者
の
関
心
は
、
損
害
回
復
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
被
害
の
公
的
認
定
に
も
あ
り
、
重
大
な
被
害
が
生
じ
て

い
る
場
合
、
む
し
ろ
後
者
に
よ
り
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
被
害
者
の
被
害
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
被
害
弁
償
命
令
に
お
い
て
は
、
被
害
の

公
的
認
定
が
果
た
さ
れ
る
た
め
、
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
事
件
に
も
適
合
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
被
害
者
の
被
害
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
被
害
弁
償
に
お
い
て
は
、
被
害
の
公
的
認
定
が
十
分
に
果
た
さ
れ
な
い
た
め
、
重
大

な
被
害
が
生
じ
た
事
件
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
低
額
の
賦
科
が
中
心
で
あ
る
被
害
弁
償
の
運
用
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

第
八
節　

検
討

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
の
内
容
を
踏
ま
え
、
我
が
国
へ
の
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命

令
の
導
入
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



 

八
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ま
ず
、
第
六
節
で
取
り
上
げ
た
、
⒝
被
害
弁
償
の
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
主
体
的
に
関
与
で
き
な
い

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
制
度
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
被
害
弁
償
の
額
の
算
定
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し
も
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、

被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
が
主
体
的
に
関
与
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
は
、
制
度
構
築
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
言
え

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
被
害
弁
償
の
額
に
つ
い
て
、
被
害
者
又
は
被
害
者
遺
族
と
犯
罪
者
と
の
合
意
を
図

る
よ
う
調
整
す
る
制
度
に
お
い
て
は
、
合
意
が
成
立
せ
ず
、
被
害
弁
償
の
額
の
最
終
的
な
判
断
を
裁
判
所
が
行
な
う
場
合
も
多
数
存
在

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
に
よ
る
判
断
は
、
損
害
回
復
命
令
を
含
む
損
害
賠
償
に
お
い
て
も
予
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は
、
い
ず
れ
も
解
決
可
能
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。

　

法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者
関
係
）
部
会
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に）

286
（

、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
の
場
合
、

不
払
時
の
制
裁
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
犯
罪
被
害
は
、
犯
罪
者
に
よ
る
犯
罪
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
量
刑
の

選
択
肢
と
し
て
刑
事
の
場
面
で
取
扱
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
を
導
入
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
導
入
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯

罪
被
害
者
関
係
）
部
会
に
お
け
る
先
行
研
究
の
調
査
が
著
し
く
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
、
的
外
れ
な
批
判
が
な
さ
れ
、
本
来
な
さ
れ

る
べ
き
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

も
と
よ
り
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
の
導
入
と
損
害
賠
償
命
令
の
創
設
は
、
互
い
に
排
斥
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
。
損
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害
賠
償
命
令
に
つ
い
て
は
、
事
実
の
存
否
が
争
わ
れ
る
事
案
や
複
雑
な
民
事
上
の
争
点
を
有
す
る
事
案
も
少
な
く
な
い
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
被
害
者
の
損
害
回
復
が
飛
躍
的
に
促
進
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
損
害
回
復
の
選
択
肢
を
一
つ
増
や
す
に
留
ま
る

と
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る）

287
（

。
そ
の
た
め
、
損
害
賠
償
命
令
は
損
害
回
復
の
た
め
の
万
能
薬
と
は
言
い
難
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
も
妥
当
す
る
。

　

被
害
者
に
と
っ
て
は
、
被
害
額
の
大
小
、
損
害
回
復
実
現
の
可
能
性
、
被
害
の
公
的
認
定
の
必
要
性
の
大
小
、
被
害
者
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
な
ど
の
事
情
に
応
じ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
損
害
回
復
の
方
法
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
損
害
回
復
の
選
択
肢
を
増
や
す
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
、
表
示
・
表
現
目
的
を
達
成
す
る
観
点
か
ら
、
損
害
賠
償
命
令
だ

け
で
な
く
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
の
導
入
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）  E

m
il R

einhardt, Geldstrafe und Buße

（1890

）, S. 28 ff .

（
2
）  restitution order

に
つ
い
て
は
、
既
に
、「
損
害
賠
償
命
令
」
や
「
損
害
回
復
命
令
」
な
ど
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
損
害
賠
償
命
令
」
と
す
る
と
、
民
事
の
命
令
と
い
う
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。
ま
た
、「
損
害
回
復
命
令
」
と
す
る
と
、「
損
害
回
復
」
の

訳
語
を
あ
て
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
、
ド
イ
ツ
のW

iedergutm
achung

に
対
応
す
る
英
語
のreparation

の
訳
で
あ
る
か
の
よ
う
な

誤
解
が
生
じ
か
ね
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
のrestitution order

は
、
第
三
節
で
見
る
よ
う
に
、
金
銭
の
支
払
、
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
及

び
現
物
返
還
を
内
容
に
含
む
、
よ
り
広
い
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
書
で
は
、restitution order

に
対
し
て
、「
被
害
弁
償
命
令
」
の

訳
語
を
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。

（
3
）  

包
括
的
な
検
討
を
行
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
佐
伯
仁
志
「
刑
罰
と
し
て
の
損
害
賠
償

―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
法
を
素
材
と
し
て
」

内
藤
謙
ほ
か
編
集
委
員
『
平
野
龍
一
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集　

下
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
）
八
五
頁
以
下
﹇『
制
裁
論
』（
有
斐

閣
、
二
〇
〇
九
）
所
収
、
一
六
三
頁
以
下
﹈、
同
「
刑
罰
と
し
て
の
損
害
賠
償

―
ア
メ
リ
カ
法
の
最
近
の
動
向
」
産
法
三
四
巻
三
号
（
二

〇
〇
〇
）
九
八
頁
以
下
﹇『
制
裁
論
』
所
収
、
一
六
三
頁
以
下
﹈、
藤
本
哲
也
「
非
拘
禁
措
置
と
し
て
の
被
害
弁
償
制
度
」
比
較
法
二
九
巻



 

八
六

三
号
（
一
九
九
五
）
一
頁
以
下
﹇『
刑
事
政
策
の
諸
問
題
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
）
所
収
、
一
八
三
頁
以
下
﹈
が
あ
る
。

（
4
）  

例
え
ば
、Galaw

ay, B.

（eds.

）, R
estorative Justice: international perspectives

（Crim
inal Justice Press, 1996

）、
ジ
ム
・

コ
ン
セ
デ
ィ
ー
ン
ほ
か
編
・
前
野
育
三
ほ
か
監
訳
『
修
復
的
司
法
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）、
高
橋
則
夫
『
修
復
的
司
法

の
探
求
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
三
）、
同
『
対
話
に
よ
る
犯
罪
解
決

―
修
復
的
司
法
の
展
開

―
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
）、
細
井
洋
子

ほ
か
編
著
『
修
復
的
司
法
の
総
合
的
探
求

―
刑
罰
を
超
え
新
た
な
正
義
を
求
め
て

―
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
六
）
な
ど
参
照
。

（
5
）  

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
整
理
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、Childres, R. D

., Com
pensation for Crim

inally Infl icted Personal 
Injury, 39 N

. Y
. U

. L. R
.

（1964

） 444, 445; W
olfgang, M

. E., V
ictim

 Com
pensation in Crim

es of Personal 
V
iolence, 50 M

inn. L. R
.

（1965

）, 223, 223-224; Schafer, S., Com
pensation and R

estitution to V
ictim

s of Crim
e 

2nd. ed.

（Patterson Sm
ith, 1970

）, pp. 4-8; Jacobs, B., T
he Concept of Restitution, In: H

udson, J. et al.

（eds.

）, 
R
estitution in Crim

inal Justice
（Lexington Books, 1977

）, pp. 45, 45-48; H
arland, A

. T
., R

estitution to V
ictim

s of 
Personal and H

ousehold Crim
es

（U
. S. D

eptartm
ent of Justice, Bureau of Justice Statistics, 1981

）, p. 2; Sm
ith, S. 

R. et al., A
djusting the Balance: Federal Policy and V

ictim
 Services

（Greenw
ood Press, 1988

）, p. 12; A
bell, R. B., 

A
 Federal Perspective on V

ictim
 A

ssistance in the U
nited States of A

m
erica, In: V

iano, E. C.

（ed.

）, Crim
e and 

Its V
ictim

s

（H
em

isphere Publishing Corporation, 1989

）, p. 214; Sarnoff , S. K
., Paying for Crim

e

（Praeger, 1996

）, 
p. 17; K

arm
en, A

., Crim
e V

ictim
s: A

n Introduction to V
ictim

ology Seventh E
dition

（W
adsw

orth Publishing 
Com

pany, 2010

）, pp. 338-339.

（
6
）  

こ
の
よ
う
な
民
刑
の
分
離
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
な
く
、
北
米
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
動
き
を
整
理
し
た
も

の
と
し
て
、
例
え
ば
、M

cD
onald, W

. F., T
he Role of the V

ictim
 in A

m
erica, In: Barnett, R. E. et al.

（eds.

）, A
ssessing 

the Crim
inal

（Ballinger Publishing, 1977

）, pp. 295, 295-298; H
illenbrand, S., Restitution and V

ictim
 Rights in the 

1980s, In: Lurigio A
. J. et al.

（eds.

）, V
ictim

 of Crim
e Problem

s: Politics, and Program
s

（Sage Publications, 1990

）, 
pp. 188, 189; Silverm

an, E., U
nited States of A

m
erica, In: A

lbin E
ser et al.

（H
rsg.

）, W
iedergutm

achung im
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七

K
rim

inalrecht / Reparation in Crim
inal Law

 Band/V
olum

e 2,

（Edition iuscrim
, 1997

）, S. 1, 8-11; Beloof, D
. E., 

V
ictim

s in Crim
inal Procedure

（Carolina A
cadem

ic Press, 1999

）, p. 8. 

も
っ
と
も
、
北
米
に
お
い
て
は
、
民
刑
の
分
離
が

図
ら
れ
た
後
も
、
特
に
財
産
犯
に
対
し
て
、
罰
金
刑
や
拘
禁
刑
で
は
な
く
、
直
接
の
被
害
者
へ
の
金
銭
支
払
を
内
容
と
す
る
制
裁
が
原
則

と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
、
独
立
戦
争
後
に
人
的
流
動
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
匿
名
性
が
生
じ
、
金
銭
の
支
払
が
犯
罪
統
制
に

不
十
分
と
な
っ
た
と
い
う
実
際
的
な
要
請
も
あ
っ
て
、
原
則
と
例
外
が
逆
転
し
、
直
接
の
被
害
者
へ
の
金
銭
支
払
が
減
少
す
る
一
方
で
、

原
則
と
し
て
罰
金
刑
や
拘
禁
刑
が
制
裁
と
し
て
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
お
け
る
被
害
額
の
三
倍
の
支
払
が
一

八
〇
五
年
の
法
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
刑
事
の
場
面
に
お
い
て
被
害
者
に
金
銭
を
支
払
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
制
裁
が

消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
7
）  Schafer, supra note 5, at 8.

（
8
）  

Ｊ
・
ベ
ン
タ
ム
著
・
Ｅ
・
デ
ュ
モ
ン
編
・
長
谷
川
正
安
訳
『
民
事
お
よ
び
刑
事
立
法
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
八
）
四
九
三
―
五
四
〇

頁; See, Jacobs, supra note 5, at 45.

（
9
）  Greer, D

., Concluding O
bservations, In: Greer

（ed.

）, Com
pensating Crim

e V
ictim

s

（Edition Iuscrim
, 1996

）, pp.｠681, 
693.

（
10
）  Schafer, supra note 5, at 9-11; Jacobs, supra note 5, at 49; Rock, P., H

elping V
ictim

s of Crim
e: R

esearch, Policy, 
and Practice

（Sage Publications, 1990

）, pp. 49-50.

（
11
）  

会
議
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
国
際
監
獄
会
議
』
法
務
資
料
三
九
六
号
（
一
九
六
六
）
二
六
頁
以
下
。

（
12
）  

会
議
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
・
前
掲
注
（
11
）
二
九
頁
以
下
。

（
13
）  

会
議
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
・
前
掲
注
（
11
）
五
四
頁
以
下
。
本
書
に
関
係
す
る
議
論
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
六
一
―
六
二
頁
参
照
。

（
14
）  

会
議
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
・
前
掲
注
（
11
）
七
八
頁
以
下
。
本
書
に
関
係
す
る
議
論
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
八
二
頁
参
照
。



 

八
八

（
15
）  Fry, M

., A
rm

s of the Law

（Gollancz, 1951

）, pp. 124, 126.
（
16
）  Fry, M

., Justice for V
ictim

s, T
he O

bserver, 7. 7. 1957, 8, reprinted 8 Journal of Public Law

（1959

） 191.
（
17
）  Garofalo, 

R., 
M

illar, 
R. 

W
.

（trans.

）, Crim
inology

（Little, 
1914

）, pp. 
227-228, 

338-343. 
See, 

M
adlener, 

K
., 

Com
pensation, Restitution, Sanción pecuniaria and other W

ays and M
eans of A

w
arding D

am
ages to the V

ictim
s 

of Crim
e through the Courts, In: K

aiser, G. et al.

（eds.

）, Legal Protection, R
estitution, and Support

（M
ax-Planck-

Institut für ausländisches und internationales Strafrecht, 1991

）, pp. 269, 287-288.

（
18
）  M

adlener, supra note 17, at 275, 280-283; M
adlener K

. et al., T
he Past and Present State of V

ictim
’s Com

pensation 
in Brazilian Law

 and the N
eed for Reform

, In: K
aiser, supra note 17, 305, 339.

（
19
）  

松
尾
浩
也
解
題
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』（
信
山
社
出
版
、
一
九
九
〇
）
五
六
五
頁
﹇
村
田
保
発
言
﹈、
石
井
良
助
『
日
本
刑
事
法
史
』

（
一
九
八
六
、
創
文
社
）
四
〇
―
四
一
頁
。

（
20
）  

井
上
操
『
刑
法
述
義　

第
一
編
』（
岡
島
寳
文
舘
、
一
八
八
三
）
三
六
五
丁
。

（
21
）  

新
律
綱
領
に
お
い
て
は
「
贖
罪
收
贖
例
圖
」
な
ど
の
図
表
が
掲
げ
ら
れ
、
改
定
律
例
に
お
い
て
は
「
改
正
贖
罪
收
贖
例
圖
」
な
ど
の
図

表
が
あ
っ
た
。

（
22
）  

「
刑
事
ノ
裁
判
費
用
ハ
其
全
部
又
ハ
幾
分
ヲ
犯
人
ニ
科
ス
但
其
費
用
ノ
額
ハ
別
ニ
規
則
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」（
旧
刑
法
四
五
條
）、「
犯
人

刑
ニ
處
セ
ラ
レ
又
ハ
放
免
セ
ラ
ル
ル
ト
雖
モ
被
害
者
ノ
請
求
ニ
對
シ
贓
物
ノ
還
給
損
害
ノ
賠
償
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」（
旧
刑
法
四
六

條
）、「
數
人
共
犯
ニ
係
ル
裁
判
費
用
贓
物
ノ
還
給
損
害
ノ
賠
償
ハ
共
犯
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
連
帯
セ
シ
ム
」（
旧
刑
法
四
七
條
）、「
裁
判
費
用
贓

物
ノ
還
給
損
害
ノ
賠
償
ハ
被
害
者
ノ
請
求
ニ
因
リ
刑
事
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ヲ
審
判
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若
シ
贓
物
犯
人
ノ
手
ニ
ア
ル
時
ハ
請
求

ナ
シ
ト
雖
モ
直
チ
ニ
之
ヲ
被
害
者
ニ
還
付
ス
」（
旧
刑
法
四
八
條
）。
な
お
、
刑
事
裁
判
費
用
に
関
す
る
規
則
は
、
旧
刑
法
附
則
四
八
條
以

下
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

（
23
）  

「
贓
物
犯
人
ノ
手
ニ
在
ル
時
ハ
直
チ
ニ
被
害
者
ニ
還
付
ス
ト
雖
モ
若
シ
輾
轉
シ
テ
他
人
ノ
手
ニ
在
ル
時
ハ
被
害
者
ノ
請
求
ニ
因
リ
還
給
セ

シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」（
旧
刑
法
附
則
五
四
條
）、「
贓
物
輾
轉
シ
テ
他
人
ノ
手
ニ
在
ル
時
公
商
ニ
由
リ
買
取
シ
タ
ル
物
品
ハ
其
公
商
若
ク
ハ
被
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九

害
者
ヨ
リ
買
取
者
ニ
原
價
ヲ
償
ハ
サ
レ
ハ
直
チ
ニ
還
給
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」（
旧
刑
法
附
則
五
五
條
一
項
）、「
若
シ
公
商
ニ
由
ラ
ス
シ

テ
買
取
シ
タ
ル
物
品
ハ
其
還
給
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
其
ノ
買
取
者
ハ
賣
者
ニ
對
シ
轉
償
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
旧
刑
法
附
則
五
五
條

二
項
）、「
贓
物
ヲ
受
ケ
又
ハ
典
物
ト
シ
テ
受
取
タ
ル
者
其
贓
物
現
在
ス
ル
時
ハ
還
給
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
但
典
物
ト
シ
テ
受
取
タ
ル
者マ

マ

ヲ

典
主
ニ
對
シ
轉
償
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
旧
刑
法
附
則
五
六
條
）、「
贓
物
交
換
シ
テ
現
在
ス
ル
時
ハ
公
商
ニ
由
ル
ト
否
ト
ヲ
區
別
シ
第
五

十
五
條
ノ
例
ニ
從
テ
處
分
ス
可
シ
」（
旧
刑
法
附
則
五
七
條
）、「
贓
物
已
ニ
費
用
シ
タ
ル
時
又
ハ
色
別
ス
可
カ
ラ
サ
ル
時
又
ハ
其
所
在
ノ
知

レ
サ
ル
時
ハ
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
旧
刑
法
附
則
五
八
條
）、「
人
ノ
名
譽
若
ク
ハ
殺
傷
ニ
關
シ
タ
ル
損
害
其
他
犯
罪
ノ
爲

メ
現
ニ
生
シ
タ
ル
損
害
ハ
其
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
失
火
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」（
旧
刑
法
附
則
五
九
條
）、「
贓
物
ノ
還
給
損
害
ノ
賠

償
ハ
其
ノ
犯
罪
ヲ
審
判
ス
ル
刑
事
裁
判
所
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若
シ
審
判
已
ニ
終
リ
タ
ル
後
ハ
民
事
裁
判
所
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
請
求
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」（
旧
刑
法
附
則
六
〇
條
）、「
刑
事
裁
判
所
ニ
於
テ
贓
物
ノ
還
給
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
者
ハ
通
常
ノ
文
書
又
ハ
言
語
ヲ

以
テ
之
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
其
民
事
裁
判
所
ニ
請
求
ス
ル
者
ハ
民
事
訴
訟
ノ
程
式
ニ
從
ウ
可
シ
」（
旧
刑
法
附
則
六
一
條
）、「
贓
物
ノ
還
給
損

害
ノ
賠
償
ハ
本
犯
死
ス
ル
時
ハ
其
相
續
人
ニ
對
シ
之
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
旧
刑
法
附
則
六
二
條
）、「
贓
物
ノ
還
給
損
害
ノ
賠
償
ノ
宣

告
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
還
給
賠
償
セ
サ
ル
時
ハ
被
害
者
ヨ
リ
更
ニ
民
事
裁
判
所
ニ
身
代
限
ノ
處
分
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
旧
刑
法
附
則
六
三

條
）。

（
24
）  

井
上
操
『
刑
法
述
義　

第
一
編
』（
岡
島
寳
文
舘
、
一
八
八
三
）
五
五
九
丁
、
宮
城
浩
藏
『
刑
法
講
義　

第
一
巻　

四
版
』（
明
治
法
律

學
校
、
一
八
八
七
）
三
三
〇
―
三
三
一
、
三
三
七
丁
、
磯
部
四
郎
『
改
正
増
補
刑
法
講
義　

上
巻
』（
八
尾
書
店
、
一
八
九
三
）
六
三
八
、

六
四
五
―
六
四
六
丁
、
野
中
勝
良
『
刑
法
彙
論
』（
明
法
堂
、
一
八
九
七
）
一
六
五
丁
。

（
25
）  

井
上
・
前
掲
注
（
24
）
五
六
〇
丁
。

（
26
）  

井
上
・
前
掲
注
（
24
）
五
六
二
―
五
六
四
丁
。
堀
田
正
忠
『
刑
法
釋
義　

第
壹
篇
』（
滊
開
社
、
一
八
八
四
）
四
〇
九
―
四
一
〇
丁
も
、

刑
事
裁
判
と
通
常
の
民
事
裁
判
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
27
）  

日
本
帝
国
刑
法
初
案
七
一
條
か
ら
確
定
日
本
刑
法
草
案
完
六
〇
條
ま
で
の
草
案
参
照
。

（
28
）  

「
三
月
以
下
ノ
懲
役
若
ク
ハ
禁
錮
又
ハ
拘
留
ニ
處
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
情
状
ニ
因
リ
一
圓
以
上
三
百
圓
以
下
ノ
贖
金
ヲ
納
メ
シ
メ
其
執
行
ニ



 

九
〇

充
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
明
治
三
五
年
刑
法
改
正
案
一
八
條
）。

（
29
）  

松
尾
浩
也
・
前
掲
注
（
19
）
五
六
二
―
五
六
三
頁
﹇
石
渡
敏
一
発
言
﹈、
六
二
二
―
六
二
三
頁
﹇
清
浦
奎
吾
発
言
﹈、
一
四
八
〇
―
一
四

八
一
頁
﹇
倉
富
勇
三
郎
発
言
﹈。

（
30
）  
牧
野
英
一
「
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
弁
償
の
実
際
的
方
法
」
法
協
二
二
巻
一
号
（
一
九
〇
四
）
九
四
頁
以
下
、
正
木
亮
「
被
害
賠
償
の

刑
事
政
策
的
意
義
」
刑
政
四
九
巻
一
〇
号
（
一
九
三
六
）
五
頁
以
下
。
な
お
、
被
収
容
者
に
限
定
し
な
い
も
の
と
し
て
、
常
盤
敏
太
「
犯

罪
の
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
問
題
（
一
）」
志
林
三
三
巻
三
号
（
一
九
三
一
）
七
五
頁
以
下
、「
同
・（
二
）」
同
六
号
四
〇
頁
以
下
、

「
同
・（
三
）」
同
七
号
二
三
頁
以
下
、「
同
・（
四
・
完
）」
同
八
号
六
九
頁
以
下
。

（
31
）  

「
刑
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
と
き
は
、
次
の
付
随
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一　

刑
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
者
を
保
護
観
察
に
付

す
る
こ
と
。　

二　

金
額
、
期
間
及
び
方
法
を
定
め
て
、
犯
罪
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
」（
改
正
刑
法
準
備
草
案
七

九
条
）。「
判
決
の
宣
告
を
猶
予
す
る
と
き
は
、
次
の
付
随
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一　

判
決
の
宣
告
を
猶
予
さ
れ
た
者
を
保
護
観

察
に
付
す
る
こ
と
。　

二　

金
額
、
期
間
及
び
方
法
を
定
め
て
、
犯
罪
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
」（
改
正
刑
法
準
備

草
案
八
五
条
）。

（
32
）  

刑
法
改
正
準
備
会
『
改
正
刑
法
準
備
草
案　

附　

同
理
由
書
』（
法
務
省
、
一
九
六
一
）
一
六
三
、
一
六
七
頁
、
法
務
省
編
「
法
制
審
議

会
刑
事
法
特
別
部
会
第
二
小
委
員
会
議
事
要
録
（
二
）」（
法
務
省
、
一
九
六
四
）
一
二
九
頁
。

（
33
）  

法
務
省
編
・
前
掲
注
（
32
）
一
二
九
―
一
三
〇
頁
。
こ
の
他
、
損
害
賠
償
命
令
と
保
護
観
察
が
別
個
の
処
分
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
保
護
観
察
の
実
施
と
損
害
賠
償
命
令
履
行
の
監
督
が
別
個
の
機
関
で
行
な
わ
れ
る
と
、
保
護
観
察
の
成
績
と
は
無
関
係
に
損
害
賠
償

の
不
履
行
を
理
由
と
す
る
保
護
観
察
の
取
消
が
行
な
わ
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
し
て
反
対
す
る
委
員
も
存
在
し
た
が
、
賛
成
が
多
数
を
占
め

た
。
法
務
省
・
前
掲
一
三
〇
頁
。

（
34
）  

法
務
省
編
「
法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
第
二
小
委
員
会
議
事
要
録
（
五
）」（
法
務
省
、
一
九
六
八
）
四
三
六
―
四
三
八
頁
。

（
35
）  

法
務
省
編
・
前
掲
注
（
34
）
四
三
八
―
四
三
九
頁
。

（
36
）  

「
刑
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
と
き
は
、
次
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一　

刑
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
者
を
保
護
観
察
に
付
す
る
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一

こ
と
。　

二　

金
額
、
期
間
及
び
方
法
を
定
め
て
、
犯
罪
に
よ
つ
て
生
じ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
損
害
の
全
部
又
は
一
部
の
賠
償
を
命
ず
る
こ

と
。」（
改
正
刑
法
草
案
七
九
条
一
項
Ａ
案
）、「
刑
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
と
き
は
、
猶
予
の
期
間
中
保
護
観
察
に
付
す
る
旨
の
言
渡
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
同
草
案
七
九
条
一
項
Ｂ
案
）。
法
務
省
編
・
前
掲
注
（
34
）
四
四
一
―
四
四
五
頁
。

（
37
）  
「
金
額
、
期
間
及
び
方
法
を
定
め
て
、
犯
罪
に
よ
つ
て
生
じ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
損
害
の
全
部
又
は
一
部
の
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
」（
改

正
刑
法
草
案
八
五
条
二
号
イ
案
）。
法
務
省
編
・
前
掲
注
（
34
）
五
二
三
―
五
二
七
頁
。

（
38
）  

法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
『
改
正
刑
法
草
案　

附　

同
説
明
書
』（
法
曹
会
、
一
九
七
二
）
一
三
九
、
一
四
三
頁
。

（
39
）  

法
制
審
議
会
『
改
正
刑
法
草
案　

附　

同
説
明
書
』（
法
務
省
、
一
九
七
四
）
一
四
六
頁
。「
刑
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
と
き
は
、
保

護
観
察
に
付
す
る
旨
の
言
渡
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
た
（
改
正
刑
法
草
案
六
九
条
一
項
）。
宣
告
猶
予
に
つ
い
て
は
、
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
。
法
制
審
議
会
・
前
掲
一
四
三
―
一
四
五
頁
。

（
40
）  Galaw

ay, B., Is Restitution Practical?, 41-3 Federal Probation

（1977

）, 3; M
cA

nany, P. D
., Restitution as Idea and 

Practice, In: Galaw
ay, et al.

（eds.
）, O

ff ender R
estitution in T

heory and A
ction

（Lexington Books, 1978

）, pp. 15, 16; 
K
arm

en, supra note 5, at 338-340.

（
41
）  H

ahn, P. H
., E

m
erging Crim

inal Justice
（Sage, 1998

）, p. 145; Galaw
ay, B., Restitution as an Integrative Punishm

ent, 
In: Barnett, supra note 6, at 331, 334.

（
42
）  

例
え
ば
、Challeen, D

. A
. et al., T

he W
in-onus Restitution Program

, In: Galaw
ay, supra note 40, at 151; Raue, C. 

H
., V

ictim
s ’ A

ssistance Program
, In: Galaw

ay, at 173; Patterson, M
., T

he O
klahom

a Restitution Program
, In: 

Galaw
ay, at 179.

（
43
）  T

horvaldson, S. A
., T

ow
ard the D

efi nition of the Reparative A
im

, In: H
udson, J. et al.

（eds.

）, V
ictim

s, O
ff enders, 

A
lternative Sanctions

（Lexington Books, 1980

）, pp. 15, 16; Sebba, L., T
he T

hird Parties V
ictim

s and the Crim
inal 

Justice System

（O
hio State U

niversity Press, 1996

）, p. 168. 
も
っ
と
も
、
今
日
で
は
パ
ロ
ー
ル
の
条
件
と
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。Schm

alleger, F., Crim
inal Justice T

oday: A
n Introductory T

ext for the T
w
enty-fi rst Century 



 

九
二

E
leventh E

dition

（Pearson Prentice H
all, 2011

）, p. 427.
（
44
）  N

ew
ton, A

., A
lternatives to Im

prisonm
ent, 8 Crim

e and D
elinquency Literature

（1976

）, 109, 120; Jacobs, supra 
note 5, at 51; A

ustin, J. et al., T
he U

nm
et Prom

ise of A
lternative to Incarceration, 28 Crim

e and D
elinquency

（1982
）, 374, 378; D

agger, R., Restitution, Punishm
ent, and D

ebts to Society, In: H
udson, supra note 5, at 3, 9, 

10-11; D
avis, B., Instead of Prison

（F. W
atts, 1986

）, p. 95; Sessar, K
., O

ff ender Restitution as Part of a Future 
Crim

inal Policy, In: M
iyazaw

a, K
. et al.

（eds.

）, V
ictim

ology in Com
parative Perspective

（Seibundo, 1986

）, pp. 392, 
396; Sebba, supra note 43, at 176.

（
45
）  Eglash, A

., Creative Restitution, 48 Journal of Crim
inal Law

, Crim
inology, and Police Science

（1958

） 619, 
621-622; Eglash, Creative Restitution, 10 British Journal of D

elinquency

（1959

） 114, 117-118.

（
46
）  H

ahn, supra note 41, at 145.

（
47
）D

agger, supra note 44, at 9. 
な
お
、
連
邦
最
高
裁
は
罰
金
刑
に
抑
止
目
的
を
認
め
て
い
る
。R

odgers v. U
. S., 332 U

. S. 371, 
374

（1947

）.

（
48
）  M

cA
nany, supra note 40, at 24.

（
49
）  Galaw

ay, B., Probation as Reparative Sentence, 47-3 Federal Probation

（1983

）, 9; Sessar, supra note 44, at 400; 
Evers, W

. M
., V

ictim
s ’ R

ights, R
estitution, and R

etribution

（Liberty T
ree Pr., 1996

）, pp. 5-6, 27, 29.

（
50
）  Barnett, R. E., Restitution, In: Barnett, supra note 6, at 349, 354-364, 371. 

紹
介
と
し
て
、
橋
本
祐
子
「
刑
罰
か
ら
損
害

賠
償
へ
」
同
法
五
二
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
）
三
七
〇
頁
以
下
。

（
51
）  Christie, N

., Confl icts of Property, 17 T
he British Journal of Crim

inology

（1977

） 1, 4-9. 

田
口
守
一
「『
財
産
と
し
て

の
紛
争
』
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
」『
法
学
論
集
第
一
巻 

愛
知
学
院
大
学
法
学
部
同
窓
会
創
立
三
十
周
年
記
念
』（
一
九
九
一
）
九
三
頁

以
下
参
照
。

（
52
）  Sm

ith, K
., Im

plem
enting Restitution W

ithin a Penal Setting, In: H
udson, supra note 5, at 131, 134-135.
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（
53
）  P. L. 68-596, 43 Stat. 1259 Chap. 521

（1925

）.
（
54
）  Ginsburg, W

. L., V
ictim

s ’ R
ights: A

 Com
plete G

uide to Crim
e V

ictim
 Com

pensation

（Sphinx Publishing, 1994

）, 
pp. 65-66.

（
55
）  President ’s T

ask Force on V
ictim

s of Crim
e: Final R

eport

（Governm
ent Printing O

ffi  ce, 1982

）.

（
56
）  P. L. 97-291, 96 Stat. 1248. 

こ
れ
を
受
け
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（Federal Sentencing Guidelines

）
の
関
連
条
項
で
あ

るU
. S. S. G. 

§5E4.1 

が
一
九
八
七
年
一
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
同
条
項
は
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
日
にU

. S. S. G. 

§5E1.1 

に
変
更
さ
れ
た
。T

. W
. H

utchison

（eds.

）, Federal Sentencing Law
 and Practice 2012 E

dition

（W
est, 2012

）, p.1656.

（
57
）  18 U

. S. C. 

§§ 3663, 3664

（1985

）.

（
58
）  P. L. 98-473, 98 Stat. 1837; P. L. 98-596, 98 Stat. 3134; P. L. 99-646, 100 Stat. 3592; P. L. 100-182, 101 Stat. 

1266; P. L. 100-185, 101 Stat. 1279; P. L. 100-690, 102 Stat. 4181; P. L. 101-647, 104 Stat. 4789; P. L. 103-272, 
108 Stat. 745; P. L. 103-322, 108 Stat. 1902; S. R

ep. N
o. 104-179 p. 13, reprinted in 1996 U

. S. Code Cong. and 
A
dm

. N
ew

s 924, 926.

（
59
）  P. L. 103-322, 108 Stat. 1902; 18 U

. S. C. 

§§2248

（a

）,（b

）（1

）,（4

）, 2259

（a

）,（b

）（1

）,（4

）, 2264

（a

）,（b

）（1

）,

（4

）.

（
60
）  S. R

ep. N
o. 104-179 pp. 13-14, reprinted in 1996 U

. S. Code and A
dm

. N
ew

s 924, 926-7; P. L. 104-132, 110 
Stat. 1227. 

立
法
経
緯
を
詳
述
し
た
も
の
と
し
て
、D

oyle, C., Crim
inal Restitution in the 110

th Congress: A
 Sketch, In: 

A
llerton Jr., P. N

.

（ed.

）, Fines and R
etitutions in Federal Crim

inal Cases

（N
ova Science Publishers, Inc., 2008

）, 
pp. 51, 52-60. 

こ
れ
を
受
け
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
関
連
条
項
で
あ
るU

. S. S. G. 

§5E1.1 

も
全
面
的
に
書
き
換
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。T

. W
. H

utchison

（eds.

）, supra note 56, p.1656; R. W
. H

aines, Jr.

（eds.

）, Federal Sentencing G
uidelines 

H
andbook ‒T

ext and A
nalysis- 2011-2012 E

dition

（W
est, 2012

）, p.1413.

（
61
）  18 U

. S. C. 

§§3663, 3663A
, 3664. 
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四

（
62
）  California Constitution, A

rt. 1, 

§28

（b

）; M
ichigan Constitution, A

rt. 1, 

§24; Rhode Island Constitution, A
rt. 1, 

§

23. Evers, supra note 49, at 25. 

各
州
の
弁
償
規
定
の
概
略
に
つ
い
て
は
、Sarnoff , supra note 5, at 19

の
表
を
参
照
。

（
63
）  Silverm

an, supra note 6, at 75-76.

（
64
）  H

illenbrand, supra note 6, at 192.

（
65
）  

概
説
し
た
も
の
と
し
て
、D

oyle, C., Restitution in Federal Crim
inal Cases, In: A

llerton Jr., P. N
.

（ed.

）, supra note 
60, pp. 1, 5-15; D

oyle, C., Restitution in Federal Crim
inal Cases: A

 Sketch, In: supra, pp. 61, 62-68.

（
66
）  18 U

. S. C. 
§3571
（a

）,（e

）.

（
67
）  18 U

. S. C. 

§3663
（a
）（1

）（A

）（1985

）; U
. S. v. N

eal, 36 F. 3d 1190, 1200-1201

（1st Cir. 1994

）.

（
68
）  H

ughey v. U
. S., 495 U

.S. 411, 413

（1990

）.

（
69
）  U

. S. v. W
ainw

right, 938 F. 2d 1096, 1098

（10th Cir. 1991

）.

（
70
）  P. L. 101-647, 104 Stat. 4789.

（
71
）  18 U

. S. C. 

§3663

（a

）（3

）.

（
72
）  U

. S. v. Black, 767 F. 2d 1334, 1343-4

（9th Cir. 1985

）.

（
73
）  U

. S. v. A
ll Star Industries, 962 F. 2d 465, 478

（5th Cir. 1992

）.

（
74
）  U

. S. v. Peredo, 884 F. 2d 1029, 1031

（7th Cir. 1989

）.

（
75
）  U

. S. v. M
ounts, 793 F. 2d 125, 128

（6th Cir. 1986

）.

（
76
）  18 U
. S. C. 

§3663

（a

）（1

）（A

）.

（
77
）  18 U

. S. C. 

§3663

（a

）（1

）（1985

）.

（
78
）  U

. S. v. Fountain, 768 F. 2d 790, 802

（7th Cir. 1985
）; U

. S. v. D
urham

, 755 F. 2d 511, 513-4

（6th Cir. 
1985

）.

（
79
）  18 U

. S. C. 

§§3663

（a

）（2

）, 3663A

（a

）（2

）, 3664

（j

）（1

）.
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五

（
80
）  18 U

. S. C. 

§3663

（c

）（1

）（3

）; U
. S. S. G. 

§5E1.1

（d

）.
（
81
）  18 U

. S. C. 

§3571

（b

）（2

）,（c

）（2

）,（d

）.
（
82
）  18 U

. S. C. 

§3663

（b

）（1

）（B

）,（2

）,（3

）（1985

）.

（
83
）  Peredo, 884 F. 2d at 1031.

（
84
）  H

ughey, 495 U
. S. at 418.

（
85
）  P. L. 103-272, 108 Stat. 745; 18 U

. S. C. 

§3663

（b

）（4

）.

（
86
）  U

. S. v. Pollak, 844 F 2d. 145, 154

（3rd Cir. 1988

）; U
. S. v. Salcedo-Lopez, 907 F. 2d 97, 98

（9th Cir. 
1990

）. 

検
挙
の
た
め
に
捜
査
機
関
が
禁
制
品
を
購
入
す
る
費
用
も
弁
償
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
こ
の
理
は
た
と
え
答
弁
取
引
で
被
告
人

の
明
示
の
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
変
わ
ら
な
い
。U

. S. v. M
eacham

, 27 F. 3d 214, 219

（6th Cir. 1994

）. 

但
し
、U

. S. v. 
Brick, 905 F 2d. 1092, 1099-1100

（7th Cir. 1990

） 

は
反
対
。
ま
た
、
性
犯
罪
の
被
害
者
を
支
え
る
た
め
に
被
害
者
の
そ
ば
に
赴

く
家
族
の
旅
費
は
賦
科
の
対
象
に
含
ま
れ
る
。U

. S. v. K
eith, 754 F. 2d 1388, 1393

（9th Cir. 1985

）.

（
87
）  U

. S. v. H
usky, 924 F. 2d 223

（11th Cir. 1991

）.

（
88
）  

判
決
前
後
を
通
じ
て
含
む
と
す
る
判
決
の
例
と
し
て
、U

. S. v. R
ochester, 898 F. 2d 971, 983

（5th Cir. 1990

）. 

判
決
前

の
利
息
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、U

. S. v. Sleight, 808 F 2d. 1012, 1021

（3rd Cir. 1987

）.

（
89
）  18 U

. S. C. 

§§3663

（b

）（1

）（B

）（ii

）, 3664
（j
）. 

被
告
人
が
行
な
っ
た
役
務
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。U

. S. v. G
uthrie, 

64 F. 3d 1510, 1516

（10th Cir. 1995

）.

（
90
）  

例
え
ば
、18 U

. S. C. 

§§248

（c

）（1

）（B

）, 2520

（b
）（2
）, 2707

（c

）, 2710

（c

）（2

）（B

）, 2724

（b

）（2

）.

（
91
）  18 U
. S. C. 

§3571

（b

）（3

）,（4

）,（5

）,（6

）,（7

）,（c

）（3
）,（4

）,（5

）,（6

）,（7

）. 

連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
犯
罪
レ
ベ
ル

（off ense level

）
に
応
じ
て
、
そ
の
多
額
と
寡
額
を
定
め
て
い
る
。
自
然
人
に
対
し
て
は
、
犯
罪
レ
ベ
ル
三
以
下
の
場
合
、
多
額
が
五
〇

〇
〇
ド
ル
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
）（
約
四
〇
万
円
。
一
Ｕ
Ｓ
Ｄ
八
〇
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）、
寡
額
が
一
〇
〇
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
約
八
万
円
）
と
さ
れ
て
お

り
、
犯
罪
レ
ベ
ル
三
八
以
上
の
場
合
、
多
額
が
二
五
万
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
約
二
〇
〇
〇
万
円
）、
寡
額
が
二
万
五
〇
〇
〇
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
約
二
〇
〇
万



 

九
六

円
）
と
さ
れ
て
い
る
。U

. S. S. G. 

§5E1.2

（c

）（3

）. 

団
体
に
対
す
る
罰
金
額
の
上
限
は
、
自
然
人
の
罰
金
額
の
上
限
の
そ
れ
ぞ
れ
二

倍
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
人
か
団
体
か
を
問
わ
ず
、
犯
罪
を
規
定
す
る
法
規
に
お
い
て
、
こ
れ
よ
り
大
き
い
額
が
上
限
と
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
額
が
上
限
と
な
る
。
逆
に
、
こ
れ
よ
り
も
小
さ
な
額
が
上
限
と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
か
つ
、
こ
の
一
般
規
定
を
排
斥
す

る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
一
般
規
定
よ
り
も
低
い
額
が
上
限
と
な
る
。U

. S. S. G. 

§5E1.2

（b

）,（c

）（4

）.

（
92
）  H

ughey, 495 U
. S. at 420.

（
93
）  U

. S. v. Paul, 783 F. 2d 84, 88

（7th Cir. 1986

）.

（
94
）  18 U

. S. C. 
§3663
（c

）（2

）.

（
95
）  18 U

. S. C. 

§3612
（c
）.

（
96
）  18 U

. S. C. 

§§3663
（b
）, 3664

（f

）,（n

）.　

な
お
、
公
共
に
対
す
る
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
象
徴
的
被
害
弁
償
（sym

bolic 
restitution

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。N
eubauer, D

. W
., A

m
erica

’s Courts and the Crim
inal Justice System

 N
inth E

dition

（T
hom

son/W
adsw

orth, 2008
）, p. 334.

（
97
）  18 U

. S. C. 

§§3572

（d

）（1

）,（2
）,（e
）, 3664

（f

）（2

）,（3

）（A

）, 3572; U
. S. S. G. 

§5E1.1

（f

）.

（
98
）  18 U

. S. C. 

§§3553, 3572

（a

）. 

連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
必
要
的
賦
科
が
求
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被

告
人
に
支
払
能
力
が
な
く
、
か
つ
、
将
来
の
支
払
能
力
も
見
込
め
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
罰
金
刑
を
科

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。U

. S. S. G. 
§5E1.2

（a

）,（e

）. 

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
⑴
犯
罪
の
重
大
性
の
反
映
、

法
に
対
す
る
尊
敬
の
促
進
、
公
正
な
処
罰
の
実
行
及
び
適
切
な
抑
止
の
た
め
の
必
要
性
、
⑵
被
告
人
の
所
得
獲
得
能
力
及
び
資
産
を
踏
ま

え
た
支
払
能
力
、
⑶
代
替
的
制
裁
に
比
べ
て
、
罰
金
刑
が
被
告
人
及
び
そ
の
扶
養
家
族
に
及
ぼ
す
負
担
、
⑷
被
告
人
が
行
な
う
又
は
行
な

う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
被
害
弁
償
又
は
損
害
回
復
、
⑸
被
告
人
の
行
為
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
を
含
む
有
罪
認
定
に
付
随
す
る
義
務
、

⑹
被
告
人
が
同
種
犯
罪
に
対
し
て
罰
金
刑
を
過
去
に
受
け
た
経
験
の
有
無
、
⑺
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
間
、
拘
禁
刑
（im

prisonm
ent

）
の

期
間
、
監
視
付
釈
放
の
期
間
に
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
政
府
の
費
用
、
⑻
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
衡
平
法
上
の
考
慮
を
裁
判
所
は
斟
酌

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。U

. S. S. G. 

§5E1.2

（d

）.
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（
99
）  18 U

. S. C. 

§§3663

（a

）（2

）, 3664

（a

）（1985

）.
（
100
）  U

. S. v. Casam
ento, 887 F. 2d 1141, 1178

（2nd Cir. 1989

）; U
. S. v. Logar, 975 F. 2d 958, 962

（4th Cir. 
1992

）.

（
101
）  18 U

. S. C. 

§§3663A

（a

）（1

）,（b

）,（c

）（1

）, 3664

（f

）（1

）（A

）; U
. S. S. G. 

§5E1.1

（a

）（1

）,（b

）（1

）.

（
102
）  18 U

. S. C. 

§3664

（f

）（2

）,（3

）（B

）; U
. S. S. G. 

§5E1.1

（f

）.

（
103
）  18 U

. S. C. 
§3663

（d

）（1985

）.

（
104
）  18 U

. S. C. 
§§3663

（a

）（1

）（B

）（ii

）, 3663A

（c

）（3

）.

（
105
）  18 U

. S. C. 

§3663
（a

）（1

）（1985

）.

（
106
）  18 U

. S. C. 

§§3663
（a
）（1

）（A

）,（c

）（5

）, 3664

（i

）; U
. S. S. G. 

§5E1.1

（c

）.

（
107
）  U

. S. S. G. 

§5E1.1

（c
）.

（
108
）  U

. S. v. A
ngelica, 859 F. 2d 1390, 1393

（9th Cir. 1988

）; U
. S. v. R

ivera, 994 F. 2d 955, 955-6

（1st Cir. 
1993

）.

（
109
）  18 U

. S. C. 

§3664

（e

）.

（
110
）  18 U

. S. C. 

§3664

（b

）（1985

）; 

§3664
（a
）,

（d

）（1

）,

（3

）,

（5

）; U
. S. v. Stuver, 845 F. 2d 73, 75-76

（4th Cir. 
1988

）.

（
111
）  U

. S. v. Satterfi eld, 743 F. 2d 827, 836-9
（11th Cir. 1984

）.

（
112
）  U

. S. v. Patterson, 837 F. 2d 182, 183

（5th Cir. 1988

）.

（
113
）  U

. S. v. Fountain, 768 F. 2d, at 801

（7th Cir. 1985
）.

（
114
）  

必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
、U

. S. v. H
arvey, 885 F. 2d 181, 183

（4th Cir. 1989

）. 

不
要
と
す
る
も
の
と
し
て
、U

. S. 
v. M

arquez, 941 F. 2d 60, 65

（2nd Cir. 1991

）; U
. S. v. Lom

bardo, 35 F. 3d 526, 530

（11th Cir. 1994

）.

（
115
）  

必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
、U

. S. v. Palm
a, 760 F. 2d 475, 480

（3rd Cir. 1985

）; U
. S. v. Bruchey, 810 F. 2d 



 

九
八

456, 458

（4th Cir. 1987

）; U
. S. v. O

w
ens, 901 F. 2d 1457, 1459

（8th Cir. 1990

）. 

上
訴
審
が
審
理
し
う
る
程
度
の

記
録
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、U

. S. v. Purther, 823 F. 2d 965, 969

（6th Cir.1987

）; U
. S. v. G

rew
al, 

825 F. 2d 220, 223

（9th Cir. 1987

）; U
. S. v. Patterson, 837 F. 2d at 183-184

（5th Cir. 1988

）; U
. S. v. 

H
airston, 888 F. 2d 1349, 1352-3

（11th Cir. 1989

）; U
. S. v. Clark, 901 F. 2d 855, 857

（10th Cir.1990

）; U
. 

S. v. Savoie, 985 F. 2d 612, 618

（1st Cir. 1993

）; U
. S. v. Bapack, 129 F. 3d 1320, 1328

（D
. C. Cir.1997

）. 

全
く
不
要
と
す
る
も
の
と
し
て
、U

. S. v. G
om

er, 764 F. 2d 1221, 1223

（7th Cir. 1985

）; U
. S. v. A

tkinson, 788 F. 
2d 900, 902

（2nd Cir. 1986

）.

（
116
）  U

. S. v. G
rundhoefer, 916 F. 2d 788, 793

（2nd Cir.1990

）; U
. S. v. Johnson, 983 F. 2d 216, 221

（11th Cir. 
1993

）.

（
117
）  18 U

. S. C. 

§§3572, 3573, 3664

（d

）（5

）,（k

）.

（
118
）  18 U

. S. C. 

§3663

（a

）（1

）（A
）.

（
119
）  18 U

. S. C. 

§3663

（a

）（1

）（A
）.

（
120
）  18 U

. S. C. 

§3663

（b

）（5

）.

（
121
）  18 U

. S. C. 

§3663A

（a

）（3

）.

（
122
）  18 U

. S. C. 

§3664

（g

）（2

）.

（
123
）  18 U

. S. C. 

§3663

（c

）（1

）,（3

）.

（
124
）  18 U
. S. C. 

§§3612

（c

）, 3613

（a

）.

（
125
）  18 U

. S. C. 

§3613

（c

）.

（
126
）  18 U

. S. C. 

§3663

（h

）（1985

）.

（
127
）  18 U

. S. C. 

§§3613

（a

）,（c

）,（f

）, 3664

（m

）（1

）（A

）（i

）,（B
）.

（
128
）  U

. S. v. Florence, 741 F. 2d 1066, 1067-8

（8th Cir. 1984

）.
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（
129
）  18 U

. S. C. 

§§3572

（h

）,（i

）, 3612

（d

）,（e

）,（f

）（1

）,（2

）,（g

）.
（
130
）  Bearden v. G

eorgia, 461 U
. S. 660, 668, 672-4

（1983

）. 

本
件
の
紹
介
と
し
て
、
英
米
刑
事
法
研
究
会
「
貧
困
に
よ
る
罰
金
刑

の
不
払
い
を
理
由
と
す
る
プ
ロ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
取
消
し
と
修
正
一
四
条
」
判
タ
五
三
九
号
（
一
九
八
五
）
一
四
四
頁
以
下
﹇
酒
井
安
行
﹈。

連
邦
最
高
裁
は
、
故
意
の
不
払
又
は
所
得
獲
得
努
力
怠
慢
の
場
合
で
も
、
当
該
犯
罪
類
型
に
よ
っ
て
科
し
う
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
る

期
間
に
わ
た
り
、
不
払
の
制
裁
と
し
て
拘
禁
を
な
す
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
修
正
一
四
条
の
平
等
原
則
に
反
し
、
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
て

い
る
。W

illiam
s v. Illinois, 399 U

. S. 235, 240-4

（1970

）. 

さ
ら
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
理
が
当
該
犯
罪
類
型
に
拘
禁
刑

の
定
め
が
制
定
法
上
な
い
場
合
に
も
妥
当
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
不
払
が
あ
っ
て
も
拘
禁
刑
を
科
し
え
な
い
と
し
て
い
る
。T

ate v. Short, 
401 U

. S. 395, 397-401

（1971

）. 

一
方
、
逆
に
、
罰
金
刑
の
支
払
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
履
行
を
故
意
に
な
し
た

場
合
、
刑
事
不
履
行
（crim

inal default

）
と
し
て
不
払
の
罰
金
額
の
二
倍
以
下
若
し
く
は
不
払
の
罰
金
額
が
一
万
Ｕ
Ｓ
Ｄ
を
超
え
る
場

合
は
一
万
ド
ル
以
下
又
は
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
を
単
独
又
は
併
科
し
て
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。18 U

. S. C. 

§3615.

（
131
）  18 U

. S. C. 

§§3613A

（a
）, 3614
（c

）.

（
132
）  18 U

. S. C. 

§§3613

（a

）, 3614
（c
）, 3663

（g

）（1985

）.

（
133
）  18 U

. S. C. 

§§3663

（d

）, 3664.

（
134
）  S. R

ep. N
o. 97-532 p. 30, reprinted in 1982 U

. S. Code and A
dm

. N
ew

s 2515, 2536.

（
135
）  S. R

ep. N
o. 104-179 p. 18, reprinted in 1996 U

. S. Code and A
dm

. N
ew

s 924, 931.

（
136
）  U

. S. v. K
ress, 944 F. 2d 155, 159-160

（3rd Cir. 1991

）.

（
137
）  U

. S. v. Brow
n, 744 F. 2d 905, 909

（2nd Cir. 1984

）.

（
138
）  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
井
川
良
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
ジ
ュ
リ
一
二
八
五
号
（
二
〇
〇
五
）
三
九
頁
以
下
、
牛
山
敦
「
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
」
法
令
解
説
資
料
総
覧
二
七
九
号
（
二
〇
〇
五
）
四
四
頁
以
下
、
同
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護

―
社
会
的
・
経

済
的
・
心
理
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
に

―
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
時
法
一
七
四
一
号
（
二
〇
〇
五
）
六
頁
以
下
、
同
「
犯
罪
被
害

者
等
基
本
法
の
概
要
」
ひ
ろ
ば
五
八
巻
五
号
（
二
〇
〇
五
）
四
〇
頁
以
下
、
最
高
裁
判
所
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
つ
い
て
」
家
月
五



 

一
〇
〇

七
巻
四
号
（
二
〇
〇
五
）
二
〇
五
頁
以
下
、
衆
議
院
法
制
局
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
自
正
五
六
巻
五
号
（
二
〇
〇
五
）
一
二
四
頁
以

下
、
神
村
昌
通
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
と
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
警
論 

五
九
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
）
一
六
三
頁
以
下
、
一
六
五
―

一
六
八
頁
、
髙
井
康
行
ほ
か
『
犯
罪
被
害
者
保
護
法
制
解
説
﹇
第
二
版
﹈』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
）
五
―
二
〇
頁
。

（
139
）  
詳
細
に
つ
い
て
は
、
神
村
昌
通
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
策
定
の
経
緯
と
目
的
」
ひ
ろ
ば
五
九
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
）
四
頁
以
下
、

同
・
前
掲
注
（
138
）
一
六
八
―
一
七
六
頁
、
最
高
裁
判
所
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
家
月
五
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
）
一

二
七
頁
以
下
、
佐
伯
仁
志
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
罪
罰
四
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
）
六
頁
以
下
、
番
敦
子
ほ
か
『
犯
罪

被
害
者
等
基
本
計
画
の
解
説
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
六
）、
岡
村
勲
監
修
『
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
新
し
い
刑
事
司
法

―
解
説　

被

害
者
参
加
制
度
と
損
害
賠
償
命
令
制
度
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
）
一
二
五
―
一
三
五
頁
（
以
下
、
岡
村
「
初
版
」）、
同
監
修
『
犯
罪
被

害
者
の
た
め
の
新
し
い
刑
事
司
法　

第
二
版

―
解
説　

被
害
者
参
加
・
損
害
賠
償
命
令
・
被
害
者
参
加
弁
護
士
・
犯
給
法
』（
明
石
書

店
、
二
〇
〇
九
）
三
六
―
四
九
頁
（
以
下
、
岡
村
「
二
版
」）、
冨
田
信
穂
「
経
済
的
損
害
回
復
制
度
」
被
害
者
一
七
号
（
二
〇
〇
七
）
一

〇
一
頁
以
下
、
一
〇
二
―
一
〇
四
頁
、
髙
井
ほ
か
・
前
掲
注
（
138
）
二
四
―
二
七
頁
。

（
140
）  

成
立
に
至
る
一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
岡
村
「
初
版
」・
前
掲
注
（
139
）
一
三
七
―
二
二
二
頁
、
同
「
二
版
」・
前
掲
注
（
139
）
五
〇

―
五
二
、
八
八
―
一
二
三
、
二
〇
一
―
二
三
八
、
二
四
三
―
二
四
四
、
二
六
〇
―
二
六
七
頁
、
親
家
和
仁
ほ
か
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利

利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
」
ひ
ろ
ば
六
〇
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
七
）
一
四
頁
以
下
、

一
四
―
一
八
頁
、
椎
橋
隆
幸
「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
保
護
法
』
成
立
の
意
義
」
ひ
ろ
ば
六
〇
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
七
）
四
八
頁
以

下
、
四
八
―
五
一
頁
、
髙
井
ほ
か
・
前
掲
注
（
138
）
三
二
―
三
六
頁
。

（
141
）  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
村
「
初
版
」・
前
掲
注
（
139
）
一
七
―
五
〇
、
二
七
〇
―
二
七
五
頁
、
同
「
二
版
」・
前
掲
注
（
139
）
三
九
―
四

四
、
一
五
七
―
二
三
八
頁
、
岡
本
章
「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』

の
概
要
」
刑
ジ
ャ
九
号
（
二
〇
〇
七
）
八
頁
以
下
、
一
一
―
一
二
頁
、
白
木
功
「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑

事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
一
三
三
八
号
（
二
〇
〇
七
）
四
八
頁
以
下
、
五
二
―
五
四
頁
、
親
家
和
仁

「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
に
つ
い
て
」
警
論
六
〇
巻
一
〇
号
（
二
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一
〇
一

〇
〇
七
）
一
〇
九
頁
以
下
、
一
二
〇
―
一
二
四
頁
、
馬
場
嘉
郎
「
犯
罪
被
害
者
等
の
簡
易
迅
速
な
被
害
の
回
復
に
向
け
て
」
ひ
ろ
ば
六
〇

巻
一
一
号
（
二
〇
〇
七
）
三
七
頁
以
下
、
同
「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
』
の
概
要
」
捜
査
研
究
五
六
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
七
）
五
四
頁
以
下
、
六
一
―
六
四
頁
、
平
城
文
啓
「
法
令
解
説 

被
害
者
参
加
制
度

と
損
害
賠
償
命
令
制
度
の
創
設

―
併
せ
て
犯
罪
被
害
者
等
に
関
す
る
情
報
の
保
護
、
公
判
記
録
の
閲
覧
・
謄
写
範
囲
の
拡
大
等
を
規
定

―
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
時
法
一
八
〇
一
号
（
二
〇
〇
八
）

六
頁
以
下
、
一
一
―
一
五
頁
、
本
多
恵
美
「
犯
罪
被
害
者
等
の
刑
事
裁
判
参
加

―
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
保
護
法
案
」
立
法
二
六

七
号
（
二
〇
〇
七
）
一
七
頁
以
下
、
一
九
―
二
一
頁
、
岩
田
研
二
郎
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
」
自
正
五
九
巻
七
号
（
二
〇
〇
八
）
五
三
頁
以
下
、
五
七
―
五
九
頁
、
川
出
敏
裕
「
損
害
回
復
の
た

め
の
刑
事
手
続
の
成
果
の
利
用
」
酒
巻
匡
編
『
Ｑ
＆
Ａ 

平
成
一
九
年
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
刑
事
手
続
関
連
法
改
正
』（
有
斐
閣
、
二
〇

〇
八
）
二
六
頁
以
下
、
四
一
―
四
九
頁
、
白
木
功
ほ
か
「
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る

法
律
の
改
正
」
酒
巻
・
前
掲
一
四
〇
頁
以
下
、
一
四
〇
―
一
九
六
頁
、
髙
井
ほ
か
・
前
掲
注
（
138
）
七
三
―
七
八
頁
、
第
一
東
京
弁
護
士

会
犯
罪
被
害
者
保
護
に
関
す
る
委
員
会
編
著
『
被
害
者
参
加
・
損
害
賠
償
命
令
制
度
の
解
説
』（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
〇
八
）
二
五
―
四

〇
頁
。

（
142
）  

法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者
関
係
）
部
会
第
一
回
会
議
議
事
録
、
岡
村
「
初
版
」・
前
掲
注
（
139
）
一
八
、
一
三
七
頁
、
同
「
二

版
」・
前
掲
注
（
139
）
三
九
―
四
〇
、
一
五
九
頁
。

（
143
）  

犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
Ⅴ
．
第
一　

一
．
及
び
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者
関
係
）
部
会
に
お
い
て
は
、「
損
害
賠
償
命
令
」

の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
民
事
の
命
令
と
い
う
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
刑
事
制
裁
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、「
被
害
弁
償
」
又
は
「
被
害
弁
償
命
令
」
の
訳
語
を
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。

（
144
）  

岡
村
「
初
版
」・
前
掲
注
（
139
）
一
二
六
―
一
二
九
、
一
三
七
―
一
四
〇
頁
、
同
「
二
版
」・
前
掲
注
（
139
）
二
〇
二
―
二
〇
七
頁
。
法

制
審
議
会
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者
関
係
）
部
会
で
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
に
関
す
る
質
問
が
第
一
回
会
議
に
お
い
て
若

干
な
さ
れ
た
だ
け
で
、
附
帯
私
訴
制
度
や
損
害
賠
償
命
令
制
度
の
検
討
に
議
論
は
集
中
し
た
。
同
・
第
一
回
乃
至
第
八
回
会
議
議
事
録
。



 

一
〇
二

（
145
）  

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
を
研
究
す
る
会
「
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
中
間
取
り
ま
と
め
）」（
二
〇
〇

四
）
三
〇
―
三
一
頁
。
議
論
を
紹
介
し
た
の
も
の
と
し
て
、
奥
村
正
雄
「
犯
罪
被
害
者
等
の
損
害
回
復
と
損
害
賠
償
命
令
制
度
」
ジ
ュ
リ

一
三
三
八
号
（
二
〇
〇
七
）
六
三
頁
以
下
、
六
七
―
六
八
頁
、
同
「
犯
罪
被
害
者
と
損
害
賠
償
命
令
制
度

―
刑
事
手
続
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
」
刑
ジ
ャ
九
号
（
二
〇
〇
七
）
二
二
頁
以
下
、
二
四
―
二
五
頁
。

（
146
）  

例
え
ば
、
法
務
省
平
成
一
七
年
五
月
二
三
日
付
「
第
二
回
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
に
お
け
る
検
討
課
題
に
つ
い
て
〜
損
害
回

復
・
経
済
的
支
援
へ
の
取
組
（
基
本
法
第
一
二
、
一
三
、
一
六
、
一
七
条
関
係
）
〜
」
三
頁
、
及
び
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会

（
第
二
回
）
議
事
録
﹇
河
村
博
発
言
﹈
に
お
い
て
は
、
②
迅
速
裁
判
の
要
請
に
関
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
こ
の
よ
う
な

制
度
を
導
入
す
る
場
合
の
功
罪
に
つ
い
て
で
す
が
…
…
『
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
中
間
取
り
ま
と
め
）』
の

三
〇
頁
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
内
容
等
を
簡
単
に
御
紹
介
い
た
し
ま

す
と
、
法
務
省
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
一
五
年
九
月
か
ら
、
現
行
の
制
度
に
加
え
て
更
に
ど
の
よ
う
な
被
害
者
の
保
護
・
支
援
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
す
る
た
め
の
研
究
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
資
料
一
七
は
、
こ
の
研

究
会
の
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
諸
外
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
命
令
等
の
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
簡
易
迅
速
に
賠
償
命
令
が
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
被
害
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
』
と
さ
れ
る
一
方
で
、『
損
害
賠
償
命
令
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
刑
罰
に
近
い
も
の
と
と
ら
え
る
考
え
方
と
、
民
事
賠
償
を
命
ず
る

も
の
と
と
ら
え
る
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
仮
に
、
そ
の
法
的
性
質
を
刑
罰
と
と
ら
え
る
と
し
た
場
合
に
は
、
主
刑
、
付
加
刑
、
付
随
処

分
等
ど
の
よ
う
な
性
質
の
刑
罰
と
考
え
る
の
か
、
ま
た
、
本
来
の
主
刑
の
重
さ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
』、
ま
た
、『
民
事
訴
訟
と
同
じ
く
厳
密
に
損
害
額
の
認
定
を
行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
民
事
上
の
争
点
が
刑
事
裁
判
に
持

ち
込
ま
れ
る
結
果
、
迅
速
な
刑
事
裁
判
の
実
現
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
』、『
そ
の
一
方
で
、
刑
事
裁
判
で
取
り
調
べ

た
証
拠
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
損
害
額
に
つ
い
て
の
み
、
賠
償
命
令
を
発
す
る
も
の
と
す
る
と
、
被
害
者
は
、
別
途
、
民
事
裁
判
で
残
額

の
請
求
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
被
害
の
実
態
に
即
し
た
有
効
な
救
済
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
』
な
ど
の
検
討
す
べ
き
課
題
が
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と
の
発
言
も
な
さ
れ
た
。
同
・
第
四
回
会
議
議
事
録
。
議
論
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
奥
村
・
前
掲
注
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一
〇
三

（
145
）
ジ
ュ
リ
六
八
頁
、
同
・
前
掲
注
（
145
）
刑
ジ
ャ
二
五
頁
、
瀬
川
晃
ほ
か
「【
座
談
会
】
犯
罪
被
害
者
の
権
利
利
益
保
護
法
案
を
め
ぐ

っ
て
」
ジ
ュ
リ
一
三
三
八
号
（
二
〇
〇
七
）
二
頁
以
下
、
七
―
八
頁
﹇
大
谷
晃
大
発
言
﹈。
さ
ら
に
、
川
出
・
前
掲
注
（
141
）
四
九
―
五
〇

頁
は
、
③
損
害
回
復
の
範
囲
に
関
す
る
問
題
及
び
④
他
の
刑
罰
と
の
関
係
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
147
）  
瀬
川
晃
ほ
か
・
前
掲
注
（
146
）
一
九
頁
﹇
高
橋
正
人
発
言
、
川
上
拓
一
発
言
﹈。

（
148
）  

最
大
判
昭
四
七
年
一
二
月
二
〇
日
刑
集
二
六
巻
一
〇
号
六
三
一
頁
。

（
149
）  

例
え
ば
、
奥
村
・
前
掲
注
（
145
）
刑
ジ
ャ
三
〇
頁
は
、
被
告
人
の
資
力
の
問
題
は
賠
償
制
度
全
体
に
関
係
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

冨
田
・
前
掲
注
（
139
）
一
〇
八
頁
も
、「
加
害
者
の
賠
償
能
力
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
」
を
認
め
て
い
る
。

（
150
）  

被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
、「
裁
判
官
が
被
告
人
の
懐
加
減
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て
目
分
量
で
今
は
決
め
て
い
る
。
し
か
も
そ

の
実
質
は
、
国
に
払
う
罰
金
で
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
が
、
払
う
べ
き
金
を
被
害
者
に
払
え
と
い
う
刑
事
罰
の
一
種
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
民
事
訴
訟
で
あ
る
以
上
は
き
ち
ん
と
し
た
証
拠
調
べ
も
必
要
で
す
し
、
大
体
こ
の
被
害
者
に
は
こ
れ
く
ら
い
負

担
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
不
公
平
な
金
額
に
な
る
わ
け
で
す
。
む
し
ろ
刑
罰
も
こ
れ
は
一

緒
で
は
な
い
か
」、「
裁
判
所
が
一
方
的
に
決
め
る
、
被
害
者
の
関
与
し
な
い
と
こ
ろ
で
決
め
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
被

害
者
の
尊
厳
回
復
に
ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
て
い
た
。
法
制
審
議
会
刑
事
法

（
犯
罪
被
害
者
関
係
）
部
会
第
一
回
会
議
議
事
録
。

（
151
）  

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
を
研
究
す
る
会
・
前
掲
注
（
145
）
は
、「
裁
判
所
は
、
命
令
額
及
び
そ
の
支
払
方
法
の
決
定
に
際
し
、
被
害

者
が
被
っ
た
損
害
額
の
ほ
か
、
被
告
人
の
資
力
、
稼
働
能
力
、
扶
養
家
族
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、「
賠
償
命
令
額
の
認

定
に
は
、
損
害
額
の
ほ
か
被
告
人
の
資
力
等
が
考
慮
さ
れ
て
」
い
る
と
す
る
。
二
〇
、
三
〇
頁
。

（
152
）  

椎
橋
隆
幸
「『
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
保
護
法
』
成
立
の
意
義
」
刑
ジ
ャ
九
号
（
二
〇
〇
七
）
二
頁
以
下
、
六
頁
、
奥
村
・
前
掲
注

（
145
）
刑
ジ
ャ
二
七
頁
、
山
本
克
己
「
犯
罪
被
害
者
と
損
害
賠
償
命
令
制
度

―
民
事
手
続
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
刑
ジ
ャ
九
号
（
二
〇
〇

七
）
三
一
頁
以
下
、
三
三
頁
。
瀬
川
晃
ほ
か
・
前
掲
注
（
146
）
九
頁
﹇
高
橋
発
言
﹈。
さ
ら
に
、
山
本
・
前
掲
三
三
頁
は
、
被
害
弁
償
命
令

が
刑
事
制
裁
で
あ
る
と
し
て
も
、
罰
金
刑
な
ど
と
同
様
に
劣
後
的
破
産
債
権
（
破
産
法
九
九
条
一
項
一
号
・
九
七
条
六
号
）
と
な
れ
ば
、



 

一
〇
四

被
害
者
の
不
利
益
と
な
り
か
ね
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
第
七
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
罰
金
刑
が
債
務
で
あ
る
と
す
る
債
務
説

（O
bligationstheorie

）
を
採
る
な
ら
ば
格
別
、
債
務
で
は
な
く
、
刑
罰
に
純
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
純
粋
刑
罰
説
（Lehre von 

der reinen Strafnatur der Geldstrafe

）
に
則
る
の
で
あ
れ
ば
、
刑
罰
と
し
て
の
性
質
を
歪
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
破
産
法
上
、「
債

権
」
と
す
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
当
で
あ
る
。
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
は
、「
債
権
」
で
な
い
以
上
、
破
産
債
権
と
す
べ
き
で

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
害
者
に
二
重
の
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
は
証
明
可
能
債
務
（provable debt

）
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
153
）  

奥
村
正
雄
「
刑
事
制
裁
と
し
て
の
損
害
賠
償
命
令

―
イ
ギ
リ
ス
の
損
害
賠
償
命
令
の
現
状
と
課
題

―
」
同
志
社
女
子
大
学
社
会
シ

ス
テ
ム
学
会
現
代
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
号
（
二
〇
〇
五
）
六
九
頁
以
下
、
七
二
頁
。Com

pensation

は
、「
損
害
賠
償
」
と
訳
す
こ
と
が

定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
に
訳
し
て
し
ま
う
と
純
然
た
る
民
事
の
命
令
と
い
う
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。
ま
た
、
内

容
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
被
害
弁
償
命
令
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
被
害
弁
償
命
令
と
訳
す
こ
と
と
す
る
。

（
154
）  

「
附
帯
私
訴
制
度
や
損
害
賠
償
命
令
制
度
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
結
局
、
刑
事
手
続
の
成
果
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
損
害
を
回
復
す
る
た
め
の
制
度
を
拡
充
・
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
点
に
要
点
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
し
て
い

た
。
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
（
第
二
回
）
議
事
録
﹇
河
村
博
発
言
﹈。

（
155
）  

法
制
審
議
会
刑
事
法
（
犯
罪
被
害
者
関
係
）
部
会
に
お
い
て
は
、「『
あ
す
の
会
』
は
、
損
害
賠
償
命
令
は
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
け
れ
ど
も
、
損
害
賠
償
命
令
で
あ
れ
ば
刑
罰
の
一
種
だ
と
い
う
こ
と
で
、
損
害
回
復
が
実
現
す
る
可
能
性
は
相
当
高
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
執
行
猶
予
と
か
保
護
観
察
の
条
件
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
必
死
に
な
っ
て
賠
償
す
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
迅
速
に
事
が
運
ぶ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
一
部
は
採
り
得
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
お
考
え
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
附
帯
私
訴
の
場
合
に
も
、

刑
事
の
判
決
を
利
用
す
る
。
そ
れ
で
迅
速
に
労
力
を
掛
け
な
い
で
効
率
的
に
損
害
賠
償
を
図
る
と
い
う
こ
と
が
ね
ら
い
だ
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
は
、
迅
速
に
処
理
で
き
る
範
囲
内
の
事
件
に
限
定
す
る
、
ク
リ
ア
ケ
ー
ス
に
限
る
と
か
、
複
雑
困
難
な
事
件
は

除
く
と
か
、
そ
の
よ
う
な
罪
種
の
限
定
に
つ
い
て
は
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
」
と
の
発
言
に
対
し
、「
ま
ず
、
な
ぜ
民
事
訴
訟
を
起
こ



第
二
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令 

一
〇
五

す
の
か
と
い
う
点
が
一
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
た
だ
金
を
取
れ
ば
い
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
て
、
加
害
者
の
責
任
を
追
及
す
る

に
は
民
事
訴
訟
し
か
被
害
者
と
し
て
は
な
い
わ
け
で
す
。
今
度
の
基
本
計
画
の
中
で
、
司
法
制
度
は
犯
罪
被
害
者
の
た
め
に
も
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
や
っ
と
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
我
々
の
主
張
が
通
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
被
害
者
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
裁
判
で
は

な
い
、
刑
事
司
法
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
被
害
者
は
何
も
加
害
者
を
追
及
す
る
方
法
が
な
い
わ
け
で
す
。
せ
め
て
、
相
手
は

無
資
力
だ
と
思
っ
て
も
、
分
か
っ
て
も
、
民
事
訴
訟
を
起
こ
し
て
責
任
を
追
及
す
る
。
そ
の
結
果
、
取
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

し
か
し
尊
厳
の
回
復
を
図
る
。
こ
う
い
う
意
味
が
民
事
訴
訟
に
は
む
し
ろ
大
き
い
ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
新
聞
に
何
億
と
い
っ
た
判
決
が
出

ま
す
け
れ
ど
も
、
全
部
絵
に
か
い
た
も
ち
。
プ
ラ
ス
弁
護
士
費
用
そ
の
他
の
持
ち
出
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
だ
け
ど
起
こ
す
と
い
う
の

は
、
そ
う
い
う
点
が
あ
り
ま
す
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
、
事
件
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と

に
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
・
第
一
回
会
議
議
事
録
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
に
お
い
て
は
、「
例

え
ば
附
帯
私
訴
の
よ
う
な
中
で
、
刑
事
裁
判
の
中
で
き
ち
ん
と
損
害
賠
償
命
令
が
出
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
加
害
者
に
与
え
る
刑
事
罰
と

同
様
に
経
済
的
な
補
償
も
行
な
わ
れ
て
当
た
り
前
だ
、
国
が
命
令
を
し
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
自
分
は
安
心
し
て
受
け
取
っ
て
も
い
い
ん
だ
。

そ
の
お
金
を
受
け
取
っ
て
精
い
っ
ぱ
い
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
こ
う
、
そ
の
よ
う
に
思
え
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
さ
え
も
受
け
取
れ

な
い
で
い
ま
だ
に
悩
ん
で
い
る
、
そ
う
い
う
被
害
者
の
方
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
ね
」
と
損
害
や
被
害
が
公
的
に
認
定
さ
れ
る
こ
と

に
関
心
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
・（
第
二
回
）
議
事
録
﹇
大
久
保
恵
美
子
発
言
﹈。
さ
ら
に
、
瀬
川
ほ
か
・
前
掲
注
（
146
）
二

一
頁
﹇
高
橋
発
言
﹈。

（
156
）  

犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
検
討
会
に
お
い
て
は
、「
私
の
例
を
申
し
ま
す
と
、
私
は
、
妻
を
私
の
身
代
わ
り
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
本
当
に
加
害
者
は
嘘
八
百
を
言
う
人
間
的
に
も
極
め
て
低
劣
な
人
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
二
年
間
、
刑
事
の
判
決
が
出

る
ま
で
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。
く
た
く
た
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
民
事
の
損
害
賠
償
を
仮
に
取
れ
な
く
て
も
、
慰
謝
料
一
億
円

の
請
求
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
ま
た
あ
の
男
を
相
手
に
一
年
も
一
年
半
も
訴
訟
を
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
精
神

的
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
時
効
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
私
は
考
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
自
分
自
身
が
涙
を
出
し
な
が
ら
民
事
の
訴
訟
を
起
こ
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
か
っ
た
。
附
帯
私
訴
の
制
度
が
あ
れ
ば
、
当
然
私
は
起
こ
し
ま
し
た
。
…
…
そ
の
よ
う
に
、
刑
事
の
裁
判
で
く
た
く
た



 

一
〇
六

に
な
っ
て
、
民
事
の
訴
訟
を
こ
れ
以
上
起
こ
せ
な
い
と
い
う
人
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。
刑
事
の
記
録
を
取
っ
て
、
謄
写
し
て
、
そ

れ
で
訴
訟
を
起
こ
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
本
当
に
訴
訟
、
刑
事
事
件
の
被
害
者
に
な
っ
た
者
の

苦
し
み
を
知
ら
な
い
方
の
発
言
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
苦
し
ん
だ
者
は
、
そ
う
何
回
も
刑
事
と
民
事
と
や
っ
て
い
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
民
事
裁
判
を
起
こ
す
と
い
う
人
は
、
よ
っ
ぽ
ど
こ
れ
で
は
も
う
お
さ
ま
ら
な
い
、
こ
れ
で
は
仏
様
に
申
し
わ
け
な
い
と

い
う
ふ
う
な
気
持
ち
で
起
こ
し
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
刑
事
と
民
事
と
一
本
で
や
り
、
刑
事
の
証
拠
の
九
〇
％
以
上

が
民
事
の
証
拠
に
そ
の
ま
ま
使
え
る
、
新
し
く
記
録
の
謄
写
の
必
要
も
な
い
、
印
紙
も
張
る
必
要
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ど
れ

だ
け
助
か
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
・（
第
二
回
）
議
事
録
﹇
岡
村
勲
発
言
﹈。

（
157
）  

紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
藤
本
哲
也
ほ
か
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法
の
一
手
段
と
し
て
の
賠
償
命
令
」
新
報
一
〇

九
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
）
四
七
頁
以
下
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
賠
償
命
令
と
修
復
的
司
法
：
二
〇
〇
二
年
の
量
刑

法
を
踏
ま
え
て
」
藤
本
哲
也
編
著
『
諸
外
国
の
修
復
的
司
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
）
八
一
頁
以
下
、
奥
村
正
雄
「
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
と
刑
事
司
法
」
同
法
五
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
）
一
頁
以
下
、
五
―
七
頁
。
本
章
・
注
（
1
）
で
述
べ

た
よ
う
に
、reparation

は
、「
損
害
回
復
」
と
訳
す
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
も
の
の
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
制
裁
は
、

ド
イ
ツ
のW

iedergutm
achung

と
は
異
な
る
。
ま
た
、
内
容
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
被
害
弁
償
命
令
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
こ

こ
で
は
、
被
害
弁
償
と
訳
す
こ
と
と
す
る
。

（
158
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, R

eview
 of M

onetary Penalties in N
ew

 Zealand

（M
inistry of 

Justice, 2000

）, p. 118. 

隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
同
様
の
命
令
が
各
州
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。Edney, R., et al., 

A
ustralian Sentencing: Principles and Practice

（Cam
bridge U

niversity Press, 2007

）, pp. 366-367.

（
159
）  1954 N

o 50

（repealed

）.

（
160
）  1961 N

o 43.

（
161
）  s. 45A

 of Crim
inal Justice A

ct 1954

（repealed

）; s. 403 of Crim
es A

ct 1961. com
pensation 

も
「
被
害
弁
償
」
と
訳

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、reparation 

と
区
別
す
る
た
め
に
訳
し
分
け
る
こ
と
と
し
た
い
。
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一
〇
七

（
162
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 34.

（
163
）  See M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 25-26, 34.

（
164
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 26.

（
165
）  1985 N

o 120. 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
藤
繁
實
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
九
八
五
年
刑
事
裁
判
法
」
犯
非
七

二
号
（
一
九
八
七
）
一
七
九
頁
以
下
が
あ
る
。Crim

inal Justice 

の
訳
は
、「
刑
事
司
法
」
と
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
お
り
、
本
法
も
刑

事
司
法
全
体
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
刑
事
司
法
」
と
訳
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
166
）  ss. 22-25 of Crim

inal Justice A
ct 1985

（repealed

）.

（
167
）  2002 N

o 9. 

解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
司
法
省
著
・
高
橋
貞
彦
訳
「『
二
〇
〇
二
年
量
刑
判
決
法
』
と
『
二
〇
〇

二
年
パ
ロ
ー
ル
（
仮
釈
放
）
法
』
刑
事
司
法
制
度
を
改
革
す
る
こ
と
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
裁
判
法
）」
近
法
五
一
巻
三
＝
四
号

（
二
〇
〇
四
）
四
三
頁
以
下
。
ま
た
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
社
会
内
処
遇
の
新
動
向

―
二
〇
〇
二
年
の
量
刑
法
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
量
刑
」
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
九
四
号
（
二
〇
〇
四
）
二
〇
頁
以
下
参
照
。Sentencing 

の
訳
は
、「
量
刑
」
と
す
る
こ
と

が
定
着
し
て
お
り
、
本
法
も
量
刑
全
体
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
量
刑
」
と
訳
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
168
）  ss. 106

（3

）（b

）, 108

（2

）（b

） of Sentencing A
ct 2002.

（
169
）  s. 110

（3

）（b

） of Sentencing A
ct 2002.

（
170
）  1989 N

o 24.

（
171
）  ss. 84

（1

）（b

）, 283

（f

） of Children, Y
oung Persons and T

heir Fam
ilies A

ct 1989.

（
172
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 129.

（
173
）  See M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 118.

（
174
）  s. 32

（1

） of Sentencing A
ct 2002. See ss. 106

（3

）（b
）, 108
（2

）（b

）, 110

（3

）（b

） of Sentencing A
ct 2002.

（
175
）  2001 N

o 49.

（
176
）  s. 32

（5

） of Sentencing A
ct 2002. See ss. 106

（5

）, 108

（4

）, 110
（5
） of Sentencing A

ct 2002.



 

一
〇
八

（
177
）  s. 32

（2

） of Sentencing A
ct 2002. See ss. 106

（4

）, 108

（3

）, 110

（4

） of Sentencing A
ct 2002.

（
178
）  s. 4 of Sentencing A

ct 2002.
（
179
）  1987 N

o 168.

（
180
）  s. 4
（1
） of Crim

inal Justice A
m
endm

ent A
ct

（N
o 3

） 1987.

（
181
）  ss. 84
（1
）（b

）,（2

）, 283

（f

）, 287 of Children, Y
oung Persons and T

heir Fam
ilies A

ct 1989.

（
182
）  s. 32

（1
） of Sentencing A

ct 2002. See ss. 106

（3

）（b

）, 108

（2

）（b

）, 110

（3

）（b

） of Sentencing A
ct 2002.

（
183
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 121.

（
184
）  ss. 84

（1

）（b

）,
（2
）, 283

（f

）, 287 of Children, Y
oung Persons and T

heir Fam
ilies A

ct 1989. See s. 4

（1

） of 
Crim

inal Justice A
m
endm

ent A
ct

（N
o 3

） 1987.

（
185
）  s. 36

（1

）（a

） of Sentencing A
ct 2002.

（
186
）  s. 32

（7

） of Sentencing A
ct 2002.

（
187
）  See M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 128-129.

（
188
）  See M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 129.

（
189
）  See M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 129.

（
190
）  s. 36

（1

）（b

） of Sentencing A
ct 2002; s. 19

（1
）（b

） of Crim
es A

ct 1961

（1961 N
o 43

）; ss. 79 “Fine ”

（a

）, 81

（1

）（b

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957

（1957 N
o 87

）. 

一
九
五
七
年
略
式
手
続
法
は
、
被
害
弁
償
の
賦
科
並
び
に
執
行
及

び
徴
収
に
つ
い
て
、
罰
金
刑
の
賦
科
並
び
に
執
行
及
び
徴
収
と
同
様
に
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
。s. 79 “Fine ”

（a

） of Sum
m
ary 

Proceedings A
ct 1957.

（
191
）  s. 36

（1

）（c

） of Sentencing A
ct 2002.

（
192
）  s. 36

（2

）,（3

） of Sentencing A
ct 2002; s. 83

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
193
）  s. 80 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.
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一
〇
九

（
194
）  s. 36

（1

）（d

） of Sentencing A
ct 2002. 

被
告
人
に
継
続
的
に
犯
行
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
再
犯
を
予
防
す
る
た
め
に
分
割
払
と
す

る
こ
と
も
あ
る
。 Chhana, R. et al., T

he Sentencing A
ct 2002: M

onitoring the First Y
ear

（M
inistry of Justice, 2004

）, 
p. 31.

（
195
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 126.

（
196
）  s. 19
（1
）（a

） of Crim
es A

ct 1961; s. 81

（1

）（a

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
197
）  s. 84
（1
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
198
）  s. 19

（2

） of Crim
es A

ct 1961; s. 81

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957. See ss. 86

（4

）, 86A

（6

） of Sum
m
ary 

Proceedings A
ct 1957.

（
199
）  s. 10A

（2

） of Sentencing A
ct 2002. 

罰
金
刑
及
び
被
害
弁
償
、
社
会
奉
仕
及
び
監
督
、
集
中
監
督
及
び
社
会
内
拘
禁
は
そ
れ
ぞ

れ
同
列
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
200
）  s. 10A

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
201
）  s. 12

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
202
）  s. 12

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
203
）  Chhana, supra note 194, at 30.

（
204
）  See M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 119.

（
205
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 119-120.

（
206
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 124.

（
207
）  1993 N

o 43.

（
208
）  s. 11 of Crim

inal Justice A
ct 1985; s. 4 of Crim

inal Justice A
m
endm

ent A
ct 1993.

（
209
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 35.

（
210
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 48-49.



 

一
一
〇

（
211
）  s. 32

（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
212
）  s. 32

（4

） of Sentencing A
ct 2002.

（
213
）  s. 38

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
214
）  s. 12
（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
215
）  s. 33
（1
） of Sentencing A

ct 2002. See ss. 106

（3A

）, 108

（2A

）, 110

（3A

） of Sentencing A
ct 2002.

（
216
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 119-120.

（
217
）  

将
来
の
収
入
も
斟
酌
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra 

note 158, at 125-126.

（
218
）  s. 33

（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
219
）  s. 41

（2

） of Sentencing A
ct 2002; s. 82

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
220
）  s. 82

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
221
）  s. 42 of Sentencing A

ct 2002.

（
222
）  s. 82

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
223
）  s. 42 of Sentencing A

ct 2002.

（
224
）  ss. 33

（2

）, 41

（1

）,（3

） of Sentencing A
ct 2002; s. 82

（1

）,（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
225
）  Chhana, supra note 194, at 31.

（
226
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 123.

（
227
）  s. 34

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
228
）  s. 34

（4

） of Sentencing A
ct 2002.

（
229
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 123.

（
230
）  s. 34

（2

） of Sentencing A
ct 2002. 

裁
判
所
が
報
告
書
に
記
載
す
る
よ
う
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
報
告
し
な
け
れ
ば
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一
一
一

な
ら
な
い
。

（
231
）  s. 34

（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
232
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 122.

（
233
）  s. 34
（5

） of Sentencing A
ct 2002.

（
234
）  s. 34
（6
） of Sentencing A

ct 2002.

（
235
）  Law

rence, M
., Legal Studies 

―A
 First Book on N

ew
 Zealand Law

（5th E
dition

）（T
he D

unm
ore Press, 1998

）, 
p. 67.

（
236
）  s. 7

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
237
）  s. 7

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
238
）  s. 8

（a

）,（b

）,（f

）,（h
）,（i
）,（j

） of Sentencing A
ct 2002.

（
239
）  s. 9

（1

）,（4

）（a

） of Sentencing A
ct 2002.

（
240
）  s. 9

（2

）,（4

）（a

） of Sentencing A
ct 2002.

（
241
）  s. 10

（1

）,（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
242
）  s. 10

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
243
）  s. 10

（4

） of Sentencing A
ct 2002.

（
244
）  ss. 10, 32

（6

） of Sentencing A
ct 2002. See ss. 106

（6

）, 108

（5

）, 110

（6

） of Sentencing A
ct 2002.

（
245
）  s. 32

（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
246
）  s. 32

（4

） of Sentencing A
ct 2002.

（
247
）  s. 35

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
248
）  s. 37

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
249
）  s. 37

（2

） of Sentencing A
ct 2002.



 

一
一
二

（
250
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 121. 

一
九
九
二
年
の
司
法
省
の
報
告
書
に
お
い
て

は
、
被
害
弁
償
に
対
し
て
、
裁
判
官
や
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
間
に
相
当
の
温
度
差
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。at 

26-27.

（
251
）  s. 232
（2

） of Insolvency A
ct 2006

（2006 N
o 55

）. See s. 231

（1

） of Insolvency A
ct 2006

（2006 N
o 55

）.

（
252
）  s. 38
（1
） of Sentencing A

ct 2002.

（
253
）  s. 35

（2
） of Sentencing A

ct 2002.

（
254
）  s. 145A

 of Sentencing A
ct 2002. 

本
条
は
、
二
〇
〇
六
年
量
刑
修
正
法
（Sentencing A

m
endm

ent A
ct 2006

）（2006 N
o 

12

） 

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
が
、
施
行
日
以
前
に
賦
科
さ
れ
た
被
害
弁
償
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。s. 145A

（1

） of Sentencing A
ct 

2002.

（
255
）  s. 145B

（1

）,（3

）,（6

） of Sentencing A
ct 2002. 

本
条
は
、
二
〇
〇
六
年
量
刑
修
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
が
、
施
行
日
以
前
に

賦
科
さ
れ
た
被
害
弁
償
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。s. 145B

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
256
）  s. 145B

（1

）,（4

）,（5

）,（6

） of Sentencing A
ct 2002. 

本
条
は
、
二
〇
〇
六
年
量
刑
修
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
が
、
施
行
日

以
前
に
賦
科
さ
れ
た
被
害
弁
償
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。s. 145B

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
257
）  s. 145C of Sentencing A

ct 2002.

（
258
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 127.

（
259
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 127-128.

（
260
）  ss. 79 “Fine ”

（a

）, 86-106F of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
261
）  s. 145

（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
262
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 41; M

inistry of Justice, A
n O

verview
 of 

Conviction and Sentencing Statistics in N
ew

 Zealand: 1997 to 2006
（M

inistry of Justice, 2007

）, p. 18. 

一
九
八
五
年

刑
事
司
法
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
被
害
者
へ
の
支
払
を
求
め
る
罰
金
刑
（part paym

ent of fi ne

）
は
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
の
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一
一
三

施
行
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
施
行
後
も
な
お
賦
科
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
件
数
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
二
〇
二
一
件

か
ら
二
〇
〇
二
年
度
に
は
一
六
八
件
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
廃
止
さ
れ
た
は
ず
の
被
害
者
へ
の
支
払
を
求
め
る
罰
金
刑
が
な
ぜ
賦
科
さ
れ

て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。Chhana, supra note 194, at 32. 

最
新
の
数
値
を
入
手
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
近
時
、
罰
金
刑
の
数
値

と
被
害
弁
償
の
数
値
な
ど
が
金
銭
的
制
裁
全
体
の
数
値
と
し
て
ま
と
め
て
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
個
別
の
数
値
を
入
手
で
き

な
か
っ
た
（
以
下
、
本
章
に
お
い
て
同
じ
）。

（
263
）  M

inistry of Justice, supra note 262, at 18. 

被
害
弁
償
が
第
一
の
刑
事
制
裁
と
し
て
科
さ
れ
た
罪
種
を
見
る
と
、
一
九
九
八
年
度

に
は
三
八
九
七
件
中
、
財
産
犯
が
、
二
九
六
九
件
（
七
六
％
）、
交
通
事
犯
が
四
五
七
件
（
一
二
％
）、
暴
力
事
犯
が
一
八
三
件
（
五
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
他
の
よ
り
重
い
刑
事
制
裁
と
併
科
さ
れ
た
も
の
と
比
較
す
る
と
、
お
お
む
ね
同
じ
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

M
inistry of Justice Crim

inal Justice Policy Group, supra note 158, at 44.

（
264
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 45-46. 

一
九
八
九
年
度
に
は
全
罪
種
の
平
均
賦
科

率
は
一
九
・
一
％
で
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
度
乃
至
一
九
九
八
年
度
に
お
い
て
は
、
詐
欺
（fraud

）
が
一
八
・
三
％
乃
至
二
六
・
二
％
、
放

火
（arson

）
が
一
一
・
二
％
乃
至
二
九
・
七
％
、
強
盗
（burglary

）
が
一
八
・
九
％
乃
至
二
二
・
二
％
、
窃
盗
（theft

）
が
一
一
・
一
％

乃
至
一
八
・
八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。

（
265
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 47-48. 

但
し
、
警
察
か
ら
の
略
式
手
続
で
賦
科
さ

れ
た
も
の
を
対
象
と
し
て
お
り
、
裁
判
所
で
賦
科
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
266
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 48-49.

（
267
）  M

inistry of Justice, supra note 262, at 18.

（
268
）  M

inistry of Justice, supra note 262, at 18.

（
269
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 37, 47.

（
270
）  M

inistry of Justice, supra note 262, at 19

（
271
）  Chhana, supra note 194 , at 4, 34. 

被
害
者
に
許
し
を
請
う
た
め
に
、
被
告
人
側
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。Chhana, at 



 

一
一
四

35.
（
272
）  M

inistry of Justice, supra note 262, at 34.
（
273
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 43; M

inistry of Justice, supra note 262, at 
80.

（
274
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 158, at 123-124.

（
275
）  M

inistry of Justice Crim
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第
一
節　

は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
特
に
州
レ
ベ
ル
で
、
刑
事
司
法
に
関
わ
る
費
用
（cost

）
又
は
手
数
料
（fee

）
を
賦
科
し
、
徴

収
す
る
動
き
が
急
速
に
進
み
、
費
用
又
は
手
数
料
を
徴
収
す
る
州
は
少
な
く
と
も
四
〇
に
及
ん
で
い
る）

1
（

。
全
て
の
犯
罪
者
に
費
用
又
は

手
数
料
を
賦
科
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
象
と
な
る
費
用
の
項
目
、
犯
罪
類
型
、
犯
罪
者
、
犯
罪
者
の
支
払
能
力
に
よ
り
そ
の
賦

科
は
限
定
さ
れ
て
い
る）

2
（

。
も
っ
と
も
、
賦
科
対
象
と
な
る
項
目
は
、
捜
査
段
階
か
ら
行
刑
段
階
ま
で
、
お
よ
そ
刑
事
司
法
機
関
の
法
執

行
全
般
に
及
ん
で
い
る）

3
（

。
す
な
わ
ち
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
訴
訟
費
用
に
加
え
て
、
尿
検
査
、
保
釈
適
格
性
の
調
査
、
判
決
前
調
査
報

告
書
（presentence report

）
作
成
、
検
察
官
な
ど
の
人
件
費
、
刑
事
和
解
斡
旋
、
ワ
ー
ク
・
リ
リ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
（w

ork release 

center

）
又
は
そ
の
他
の
居
住
型
矯
正
施
設
の
利
用
、
被
害
弁
償
（restitution

）
の
徴
収
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
濫
用
の
有

無
に
つ
い
て
の
調
査
、
薬
物
な
ど
の
濫
用
者
の
処
遇
、
交
通
事
犯
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
、
犯
罪
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

社
会
奉
仕
命
令
（com

m
unity service order

）
の
運
営
、
在
宅
拘
禁
の
運
営
、
ジ
ェ
イ
ル
拘
禁
（jail

）、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（probation

）
又
は
パ
ロ
ー
ル
（parole

）
若
し
く
は
監
督
付
釈
放
（supervised release

）
な
ど
の
費
用
が
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
う
し
た
費
用
は
、
そ
の
細
目
に
お
い
て
も
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
あ
る
第
二
級
誘
拐
事

第
三
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
費
用
支
払
命
令



 

一
一
六

件
に
お
い
て
は
、
捜
査
の
際
に
利
用
さ
れ
た
モ
ー
テ
ル
代
金
、
捜
査
官
の
食
事
代
及
び
日
当
、
警
察
車
両
の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
捜
索
の
た

め
の
航
空
機
の
賃
貸
及
び
燃
料
代
金
、
航
空
地
図
代
、
捜
査
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
代
金
、
追
跡
捜
査
の
た
め
の
報
告
費
用
、
シ
ェ
リ
フ

（sheriff 
）
へ
の
長
距
離
電
話
代
、
通
信
傍
受
費
用
、
精
神
医
学
的
調
査
費
用
、
身
体
的
調
査
費
用
、
被
告
人
の
供
述
を
録
音
す
る
た
め

の
テ
ー
プ
代
、
証
人
の
供
述
の
筆
記
援
助
費
用
、
犯
行
車
両
の
写
真
代
、
犯
行
に
使
わ
れ
た
被
告
人
の
車
両
の
輸
送
代
な
ど
の
実
際
に

要
し
た
金
額
を
個
別
に
提
示
し
た
上
で
支
払
う
よ
う
求
め
て
い
る）

4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
訴
訟
費
用
（
刑
事
訴
訟
法
一
八
一
条
以
下
）
な
ど
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
費
用
を
賦
科
し
徴
収
す
る
に
留
ま

っ
て
い
る
我
が
国
と
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
刑
事
司
法
に
関
わ
る
費
用
又
は

手
数
料
の
賦
科
形
式
、
賦
科
範
囲
及
び
賦
科
目
的
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
我
が
国
で
も
こ
の
よ
う
な
賦
科
及
び
徴
収
を
行
な
う
べ

き
か
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節　

賦
科
形
式

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
我
が
国
と
は
異
な
り
、
法
域
ご
と
に
そ
の
制
度
が
存
立
し
て
い
る
た
め
、
犯
罪
者
に
対
す
る
費
用

又
は
手
数
料
の
賦
科
形
式
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
類
型
化
す
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
罰
金
刑

　

第
一
の
形
式
は
、
罰
金
刑
（fi ne

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
罰
金
刑
が
単
独
で
科
さ
れ
る
場
合
又
は
併
科
さ
れ
る
場
合
に
、
実
際
に
要
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七

し
た
又
は
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
費
用
又
は
手
数
料
を
罰
金
刑
の
量
定
の
際
に
斟
酌
し
、
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
者
に

支
払
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
連
邦
事
件
の
裁
判
例
の
中
に
は
、
費
用
又
は
手
数
料
が
罰
金
刑
の
量
定
因
子
と
し
て
法
定
さ
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
こ
の
よ
う
な
斟
酌
が
許
さ
れ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る）

5
（

。

　

こ
の
形
式
は
、
不
払
の
際
に
犯
罪
者
に
拘
禁
刑
を
科
し
う
る
こ
と
か
ら
、
支
払
に
向
け
た
一
定
の
事
実
上
の
強
制
力
を
有
し
て
い
る

と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
修
正
一
四
条
の
適
正
手
続
条
項
に
よ
り
、
罰
金
刑
の
支
払
が
で

き
な
い
場
合
に
直
ち
に
拘
禁
刑
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
の
、
資
産
を
有
す
る
な
ど
支
払
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

払
で
あ
っ
た
り
、
職
業
に
従
事
し
て
金
銭
を
得
る
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
努
力
を
欠
い
て
不
払
と
な
っ
て
い
た

り
す
る
と
き
に
は
、
拘
禁
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
法
理
が
連
邦
最
高
裁
の
判
決
に
よ
り
確
立
し
て
い
る）

6
（

。
従
っ
て
、
こ
の
形

式
に
よ
れ
ば
、
資
産
を
有
す
る
者
や
収
入
を
得
う
る
者
の
支
払
が
期
待
で
き
る
。
他
方
で
、
資
産
も
な
く
、
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
者
に
対
し
て
は
、
事
実
上
、
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
不
払
の
者
を
拘
禁
す
れ
ば
、
さ
ら
に
拘
禁
費
用
が
膨
ら

む
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
形
式
は
、
罰
金
刑
が
賦
科
で
き
る
場
合
に
の
み
利
用
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
お
い
て
は
、
我
が
国
と
は
異
な
り
、
罰
金
刑
が
ほ
ぼ
全
て
の
犯
罪
類
型
に
適
用
可
能
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
で
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど

生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る）

7
（

。
む
し
ろ
、
問
題
で
あ
る
の
は
、
罰
金
刑
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
費
用
項
目
が
ど
の
程
度
斟
酌

さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
罰
金
額
に
取
り
込
ま
れ
た
の
か
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
詳
し
く
は
第
八
章
で
見

る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
我
が
国
と
同
様
、
総
額
罰
金
制
度
が
採
ら
れ
て
お
り
、
行
為
の
重
大
性
な
ど
の
他
の
量
定
因
子

も
含
め
て
罰
金
額
の
算
定
が
行
な
わ
れ
る
た
め
で
あ
る）

8
（

。
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
我
が
国
と
同
様
、

判
決
文
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
量
定
因
子
が
ど
の
よ
う
に
斟
酌
さ
れ
た
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
で
あ
る）

9
（

。
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二
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件

　

第
二
の
形
式
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
（condition

）
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
単
独
で
科
さ
れ

る
場
合
又
は
併
科
さ
れ
る
場
合
に
、
実
際
に
要
し
た
又
は
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
費
用
又
は
手
数
料
の
支
払
を
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
条
件
の
内
容
に
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
い
て
保
護
観
察
の
遵
守
事
項
（
更

生
保
護
法
五
〇
条
以
下
）
を
定
め
る
の
に
近
い
。
一
部
の
州
で
は
、
費
用
又
は
手
数
料
の
支
払
を
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
す
る
こ

と
が
明
文
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
古
く
か
ら
判
示
さ
れ
て
き
た）

10
（

。

　

こ
の
形
式
は
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
た
め
、
不
払
の
際
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
取
消
さ
れ
た
場
合
の
拘
禁
刑
の
利
用
に
つ
い
て
、
罰
金

刑
と
同
様
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る）

11
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
罰
金
刑
同
様
、
資
産
を
有
す
る
者
や
収
入
を
得
う
る
者
の
支
払
が
期
待
で
き
る
一
方

で
、
資
産
も
な
く
、
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
対
し
て
は
、
事
実
上
、
支
払
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
者
を

拘
禁
す
れ
ば
、
さ
ら
に
拘
禁
費
用
が
膨
ら
む
点
も
罰
金
刑
と
同
様
で
あ
る
。

　

こ
の
形
式
も
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
賦
科
で
き
る
場
合
に
の
み
、
利
用
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

い
て
は
、
保
護
観
察
を
単
独
で
賦
科
で
き
な
い
我
が
国
と
は
異
な
り
、
軽
微
な
犯
罪
の
多
く
に
独
立
の
制
裁
と
し
て
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
単
独
で
適
用
可
能
で
あ
る
た
め）

12
（

、
適
用
範
囲
は
か
な
り
広
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
さ
れ
る
場

合
、
ど
の
よ
う
な
費
用
項
目
が
ど
の
程
度
斟
酌
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
条
件
に
取
り
込
ま
れ
た
の
か
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
罰
金
刑
同
様
に
、
個
別
の
費
用
項
目
が
個
別
に
算
定
さ
れ
、
判
決
文
で
明
示
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

た
め
で
あ
る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
の
場
合
、
条
件
の
内
容
及
び
種
類
に
つ
い
て
の
裁
量
が
大
き
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
罰
金
刑
以

上
に
な
ぜ
そ
の
金
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
不
明
確
と
な
る
恐
れ
が
強
い
。
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三
、
被
害
弁
償
命
令

　

第
三
の
形
式
は
、
被
害
弁
償
命
令
（restitution order

）
で
あ
る
。
費
用
又
は
手
数
料
を
法
執
行
機
関
が
受
け
る
「
被
害
」
と
と

ら
え
、
こ
れ
を
犯
罪
者
に
弁
償
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
被
害
弁
償
命
令
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
い
て
、
被
害
に
強
く
着
目
し
、
被
害
を
量
定
の
基
礎
と
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
り
、
連
邦
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
法
域
で
独
立

の
制
裁
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る）

13
（

。

　

こ
の
形
式
は
、
刑
事
制
裁
で
あ
る
た
め
、
不
払
の
際
の
拘
禁
刑
の
利
用
に
つ
い
て
、
罰
金
刑
と
同
様
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る）

14
（

。
そ
れ

ゆ
え
、
先
の
二
つ
の
形
式
と
同
様
、
資
産
を
有
す
る
者
や
収
入
を
得
う
る
者
の
支
払
が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
資
産
も
な
く
、
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
対
し
て
は
、
事
実
上
、
支
払
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
者
を
拘
禁
す
れ
ば
、
さ
ら
に
拘
禁

費
用
が
膨
ら
む
点
も
や
は
り
同
様
で
あ
る
。

　

こ
の
形
式
も
、
被
害
弁
償
命
令
が
賦
科
で
き
る
場
合
に
の
み
、
利
用
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
点
で
問
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に

お
い
て
は
、
被
害
弁
償
命
令
が
ほ
ぼ
全
て
の
犯
罪
類
型
に
適
用
可
能
で
あ
る
も
の
の）

15
（

、
被
害
が
生
じ
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
被

害
が
観
念
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
は
適
用
で
き
な
い
。

　

こ
の
形
式
が
、
罰
金
刑
や
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
す
る
形
式
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
費
用
項
目
に
よ
り
、
い

か
な
る
額
が
賦
科
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
と
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
害
弁
償
命
令
が
文
字
通
り
、「
被
害
」
に
着
目
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
。

　

も
っ
と
も
、
被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
各
州
の
模
範
と
な
る
よ
う
制
定
さ
れ
た
連
邦
の
制
度
に
お
い
て
は）

16
（

、
判
例
上
、
間
接
被
害
を

被
害
弁
償
命
令
の
対
象
に
含
ま
な
い
と
さ
れ
て
い
る）

17
（

。
犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
の
法
執
行
を
直
接
妨
害
す
る
な
ど
、
法
執
行
機
関
の
負

担
が
直
接
被
害
と
評
価
さ
れ
る
場
合
を
除
け
ば
、
法
執
行
機
関
が
法
執
行
に
要
す
る
費
用
又
は
手
数
料
と
い
う
被
害
は
、
通
例
、
間
接



 

一
二
〇

被
害
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
害
弁
償
命
令
は
、
通
常
、
費
用
又
は
手
数
料
の
徴
収
の
た
め
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

四
、
費
用
又
は
手
数
料

　

第
四
の
形
式
は
、
端
的
に
、
費
用
（cost

）
又
は
手
数
料
（fee

）
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
法
的
性
質
は
曖
昧
で
、
少
な
く
と

も
刑
事
制
裁
で
な
い
と
さ
れ
る
。
制
定
法
上
、
ど
の
よ
う
な
費
用
を
徴
収
で
き
る
か
具
体
的
に
定
め
て
い
る
場
合
も
あ
る
も
の
の）

18
（

、
単

に
、「
費
用
」
又
は
「
手
数
料
」
を
徴
収
で
き
る
と
し
て
い
る
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。
一
部
の
州
の
判
例
の
中
に
は
、
後
者
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
費
用
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
も
あ
る）

19
（

。

　

こ
の
形
式
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
負
担
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
先
の
三
つ
の
形
式
に
比
べ
る
と
、
強
制
力
に
劣
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
他
方
で
、
刑
事
制
裁
で
な
い
た
め
に
憲
法
上
の
適
正
手
続
の
保
障
が
及
び
に
く
く
、
と
も
す
れ
ば
、
過
度
に
広
範
な
徴

収
を
行
な
っ
た
り
、
犯
罪
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
過
酷
な
徴
収
を
行
な
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

多
く
の
州
に
お
い
て
は
、
こ
の
形
式
に
お
け
る
徴
収
が
増
加
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
額
が
罰
金
額
よ
り
大
き
い
こ
と
も
稀
で
は
な

く
、
実
務
上
、
罰
金
刑
に
優
先
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る）

20
（

。

　

こ
の
形
式
は
、
賦
科
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
費
用
項
目
で
い
く
ら
支
払
う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
長
所
を
有
し
て
い
る
。

五
、
小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
に
よ
っ
て
、
①
不
払
の
際
に
犯
罪
者
に
拘
禁
刑
を
科
し
う
る
な
ど
、
支
払
に
向
け
た
一
定
の
事

実
上
の
強
制
力
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
憲
法
上
の
適
正
手
続
の
保
障
が
及
ぶ
か
、
ま
た
、
②
ど
の
よ
う
な
費
用
項
目
に
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よ
り
、
い
か
な
る
額
が
賦
科
さ
れ
る
の
か
が
明
確
に
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
異
な
っ
て
い
る
。
罰
金
刑
や
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
す

る
形
式
で
は
、
①
の
事
実
上
の
強
制
力
と
適
正
手
続
保
障
を
満
た
し
て
い
る
が
、
②
の
賦
科
根
拠
の
明
確
性
に
欠
け
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
端
的
に
費
用
又
は
手
数
料
と
す
る
形
式
で
は
、
②
の
賦
科
根
拠
の
明
確
性
は
確
保
し
う
る
が
、
①
の
事
実
上
の
強
制
力
と
適
正
手

続
保
障
に
乏
し
い
。
ま
た
、
被
害
弁
償
命
令
と
す
る
方
式
で
は
、
①
の
事
実
上
の
強
制
力
と
適
正
手
続
保
障
も
、
②
の
賦
科
根
拠
の
明

確
性
も
満
た
し
て
い
る
が
、
実
際
上
多
く
を
占
め
る
、
間
接
被
害
と
認
識
さ
れ
る
費
用
又
は
手
数
料
に
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
形
式
に
は
、
一
長
一
短
が
あ
り
、
徴

収
形
式
が
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
者
に
対
す
る
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
範
囲
に
つ
い
て
も
争
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
費
用
又
は
手
数
料
の
実
情
に
迫
る
た
め
に
、
そ
の
賦
科
範
囲
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
節　

賦
科
範
囲

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
犯
罪
者
に
対
す
る
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
対
象
と
な
る
項
目
は
、
捜
査
段

階
か
ら
行
刑
段
階
ま
で
、
お
よ
そ
法
執
行
機
関
の
活
動
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
費
用
又
は
手
数
料
の
中
に
は
、
国
家
に
よ
る

刑
事
司
法
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
個
別
の
犯
罪
の
発
生
が
な
く
と
も
当
然
必
要
と
さ
れ
る
類
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
費
用
又
は

手
数
料
は
個
々
の
犯
罪
か
ら
個
々
の
犯
罪
者
に
賦
科
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
が
か
な
り
意
識
さ
れ
て
お
り
、
判
例
も
分
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
条
件
の
賦
科
形
式
で
肯
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
横
領
事
件
に
お
け
る
特
別
検
察
官
及
び
会
計
監
査
に
関
す
る
費
用）

21
（

、
シ
ェ
リ
フ
の



 

一
二
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費
用）

22
（

、
外
国
へ
の
送
還
費
用）

23
（

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
費
用
の
賦
科
形
式
で
肯
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
弁
護
士
費
用）

24
（

、
判
決
前
調
査
報

告
の
費
用）

25
（

な
ど
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
賦
科
す
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
警
察
官
及
び
検
察
官
の
給
与
並
び
に
大
陪
審
に
関
わ
る
費
用）

26
（

、
陪
審
費
用）

27
（

、

裁
判
所
が
指
名
し
た
弁
護
人
の
弁
護
士
費
用
な
ど
が
あ
る）

28
（

。
ま
た
、
費
用
の
賦
科
形
式
で
否
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
脱
税
事
犯
の
調

査
費
用）

29
（

、
起
訴
前
の
全
て
の
費
用）

30
（

、
陪
審
の
費
用
及
び
廷
吏
の
給
与）

31
（

な
ど
が
あ
る
。

　

賦
科
を
否
定
す
る
見
解
は
、
起
訴
以
前
に
要
し
た
費
用
又
は
手
数
料
に
つ
い
て
否
定
す
る
も
の
と
、
有
罪
認
定
以
前
に
か
か
っ
た
費

用
又
は
手
数
料
に
つ
い
て
ま
で
否
定
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
の
例
は
、
警
察
官
及
び
検
察
官
の
給
与
並
び
に
大
陪
審
に
関
わ

る
費
用
、
脱
税
事
犯
の
調
査
費
用
な
ど
の
賦
科
を
否
定
す
る
判
例
で
あ
る
。
後
者
の
例
は
、
陪
審
費
用
、
裁
判
所
が
指
名
し
た
弁
護
人

の
弁
護
士
費
用
、
廷
吏
の
給
与
な
ど
の
賦
科
を
否
定
す
る
判
例
で
あ
る
。

　

起
訴
以
前
に
要
し
た
費
用
又
は
手
数
料
に
つ
い
て
否
定
す
る
見
解
は
、
捜
査
段
階
の
費
用
に
つ
い
て
、
無
定
型
で
広
範
に
行
な
わ
れ

る
た
め
、
そ
の
者
に
関
し
て
支
出
さ
れ
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
と
す
る
一
方
、
起
訴
後
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
者
の
た
め
に
支

出
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
起
訴
後
に
要
す
る
費
用
の
賦
科
を
認
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
起
訴

以
前
に
要
し
た
費
用
又
は
手
数
料
は
、
犯
罪
者
の
行
為
と
の
因
果
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
た
め
、
国
家
に
よ
る
刑
事
司
法
の

運
営
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
有

罪
認
定
以
前
に
か
か
っ
た
費
用
又
は
手
数
料
に
つ
い
て
ま
で
否
定
す
る
見
解
は
、
有
罪
認
定
以
前
に
は
、
未
だ
「
犯
罪
者
」
と
な
っ
て

お
ら
ず
、
無
罪
の
推
定
が
働
く
た
め
、「
犯
罪
者
」
と
認
定
さ
れ
た
後
に
、「
犯
罪
者
」
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
要
し
た
費
用
を

遡
及
的
に
賦
科
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
有
罪
認
定
以
後
に
要
し
た
費
用
又
は
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

既
に
、「
犯
罪
者
」
と
認
定
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
賦
科
す
る
法
的
根
拠
が
あ
る
上
、
個
々
の
犯
罪
者
に
要
す
る
支
出
と
な
る
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こ
と
か
ら
、
犯
罪
者
に
負
担
さ
せ
る
合
理
性
が
あ
る
と
言
い
や
す
い
。

　

一
方
、
シ
ェ
リ
フ
の
費
用
な
ど
、
起
訴
以
前
に
要
し
た
費
用
又
は
手
数
料
に
つ
い
て
も
肯
定
す
る
見
解
は
、
そ
の
事
件
に
関
し
て
支

出
さ
れ
た
お
よ
そ
全
て
の
費
用
又
は
手
数
料
を
含
む
と
す
る
も
の
と
、
起
訴
前
と
起
訴
後
を
区
別
せ
ず
、
そ
の
者
の
た
め
に
支
出
さ
れ

た
こ
と
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
賦
科
し
て
も
構
わ
な
い
と
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
見
解
に
対
し
て
は
、
捜
査
方
針

が
妥
当
で
な
か
っ
た
た
め
に
余
分
に
か
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
ま
で
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
後
者
の
見
解
の
よ
う
に
、
賦
科
対
象
を
限
定
す
る
試
み
が
な
さ
れ
よ
う
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
犯
罪
者
の
行
為
と

の
因
果
関
係
を
認
め
て
負
担
さ
せ
る
か
の
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
と
の
批
判
も
予
想
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
犯
罪
者
に
対
す
る
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
範
囲
は
、
①
起
訴
以
前
に
要
し
た
費
用

も
含
ん
だ
全
段
階
の
全
て
の
費
用
を
無
制
約
に
対
象
と
す
る
見
解
、
②
犯
罪
者
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
な
起
訴
以
前
に
要

し
た
費
用
と
起
訴
後
に
要
し
た
全
て
の
費
用
を
対
象
と
す
る
見
解
、
③
起
訴
後
に
要
し
た
全
て
の
費
用
を
対
象
と
す
る
見
解
、
④
有
罪

認
定
後
に
要
し
た
全
て
の
費
用
を
対
象
と
す
る
見
解
の
四
つ
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
賦
科
対
象
は
、
①
か
ら
④
の
順
に
狭
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　

い
か
な
る
賦
科
範
囲
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
、
前
節
で
検
討
し
た
賦
科
形
式
の
う
ち
、
ど
の
形
式
が
妥
当
で
あ
る
か
、
あ

る
い
は
別
個
の
賦
科
形
式
を
採
用
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
い
ず
れ
も
、
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
の
目
的
を
ど
う
と
ら
え
る
か

い
う
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
。
そ
こ
で
、
続
い
て
、
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
目
的
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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第
四
節　

賦
科
目
的

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
目
的
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
財
政
上
の
目
的
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
、
具
体
的
に
は
法
執
行
機
関
が
、
犯
罪
者
か
ら
費
用
又
は
手
数
料
を
賦

科
し
、
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
支
出
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
連
邦
、
州
及
び
地
方
政
府
は
、
民
事
も
含
ん
だ
司
法
運
営
に
合
わ
せ
て
一
八
五

〇
億
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
約
一
四
兆
八
〇
〇
〇
億
円
。
一
Ｕ
Ｓ
Ｄ
八
〇
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
国
家
予
算
三
兆
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
二
四
〇
兆
円
）
の
う
ち
の
六
％
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
、
州
の
支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
ジ
ェ
イ
ル
、

刑
務
所
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ロ
ー
ル
な
ど
の
矯
正
関
係
で
あ
っ
て
三
九
〇
億
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
三
兆
一
二
〇
〇
億
円
）
で
あ
る
の
に
対
し
、

連
邦
と
地
方
政
府
の
支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
警
察
で
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
億
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
一
兆
六
〇
〇
〇
億
円
）、
五
八
〇
億

円
（
四
兆
六
四
〇
〇
億
円
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
捜
査
段
階
か
ら
行
刑
段
階
ま
で
の
刑
事
司
法
運
営
に

多
額
の
金
銭
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
約
二
三
〇
万
人
が
こ
の
領
域
で
働
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
警
察
関
係
で
一
一
〇
万
人
、

矯
正
関
係
で
七
四
万
八
〇
〇
〇
人
、
裁
判
所
、
検
察
、
弁
護
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
関
係
で
四
九
万
四
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
多
額
の

人
件
費
を
要
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
多
く
の
犯
罪
が
州
レ
ベ
ル
又
は
地
方
レ
ベ
ル
で
規
定
さ
れ
、
取
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

刑
事
司
法
に
対
す
る
支
出
は
、
州
レ
ベ
ル
と
地
方
レ
ベ
ル
で
、
連
邦
も
含
め
た
国
家
全
体
の
司
法
運
営
の
八
七
％
を
占
め
て
い
る
。
州

レ
ベ
ル
及
び
地
方
レ
ベ
ル
で
、
国
民
一
人
当
た
り
年
間
三
五
四
Ｕ
Ｓ
Ｄ
（
約
二
万
八
三
〇
〇
円
）
を
司
法
運
営
の
た
め
に
支
出
し
て
い

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
過
去
二
〇
年
間
で
三
倍
に
な
っ
た）

32
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
特
に
州
レ
ベ
ル
で
刑
事
司
法
の
運
営
に
か
か
る
費
用
が
膨
大
で
、
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
上
、
収
容
人
数
の
増
加
、
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二
五

犯
罪
へ
の
不
安
の
高
ま
り
、
そ
し
て
各
部
門
で
の
職
員
の
人
員
不
足
か
ら
、
今
後
も
費
用
が
増
加
す
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る）

33
（

。
州

レ
ベ
ル
で
費
用
又
は
手
数
料
の
徴
収
が
活
発
化
し
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
費
用
を
少
し
で
も
支
払
わ
せ
た
い
と
い
う
事
情
が

あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
察
で
き
る
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
我
が
国
よ
り
も
納
税
者
の
コ
ス
ト
意
識
が
高
い
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
に
お
い
て
、
財
政
上
の
目
的
が
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
財
政
上
の
目
的
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
か
ら
、
制
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
確
か
に
、
た
く

さ
ん
の
資
産
を
有
し
て
い
る
者
や
多
く
の
収
入
を
得
て
い
る
者
か
ら
費
用
又
は
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
対
象
者
が
職
業
を
有
し
て
お
り
、
社
会
内
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
社
会
内
処
遇
の
事
実
上
の
要
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
犯
罪
者
の
多
く
が
合
理
的
な
額
の
費
用
又
は
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る）

34
（

。
例
え
ば
、

テ
キ
サ
ス
州
で
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
約
半
分
が
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対
象
者
の
支
払
う
手
数
料
で
賄
わ
れ
て
い
る）

35
（

。
し
か
し
、

他
方
で
、
財
産
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
お
ら
ず
、
失
業
し
て
い
た
り
、
低
収
入
で
あ
っ
た
り
す
る
者
か
ら
費
用
又
は
手
数
料
を
徴
収
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
無
理
に
徴
収
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
犯
罪
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
脅
か
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
と
り
わ

け
、
刑
事
制
裁
と
し
て
費
用
又
は
手
数
料
の
徴
収
を
行
な
う
場
合
に
は
、
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
法
益
剥
奪
に
着
目
す
る
と
い

う
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
、
犯
罪
者
の
事
情
、
特
に
経
済
状
態
を
斟
酌
す
る
必
要
性
が
強
い
。
ま
た
、
端
的
に
費
用

又
は
手
数
料
と
し
て
徴
収
す
る
形
式
の
よ
う
に
、
刑
事
制
裁
で
な
い
と
し
て
も
、
犯
罪
者
に
過
度
の
負
担
を
迫
る
こ
と
は
、
犯
罪
者
の

社
会
復
帰
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
妥
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
者
の
事
情
、
特
に
経
済
状
態
を
斟
酌
し
て
減
額
を

行
な
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
財
政
上
の
目
的
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
は
貫
徹
さ
れ
ず
、
後
退
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
目
的
は
、
財
政
上
の
目
的
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
留
め
る
べ
き
で
も
な
い
。
費
用
又

は
手
数
料
を
犯
罪
者
に
賦
科
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
行
為
が
直
接
の
被
害
者
に
被
害
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
法
執
行
機
関
に
負
担
を



 

一
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か
け
、
間
接
的
に
国
家
や
社
会
、
ひ
い
て
は
納
税
者
た
る
一
般
の
国
民
に
被
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
に

な
る
（
表
示
・
表
現
目
的
）。
犯
罪
者
は
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
己
の
行
為
が
法
執
行
機
関
に
い
か
な

る
負
担
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
が
図

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
抽
象
的
に
、「
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
ど
れ
ほ
ど
の
金
額
が
自
己
の
行
為
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
己
の
行
為
の
影
響
の
大
き
さ
や
広
さ

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
さ
れ
る
こ
と
は
、
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
の
契
機
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
う
し
た
理
解
か
ら
は
、
概
括
的
な
形
で
費
用
又
は
手
数
料
の
額
を
示
す
の
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
費
用
又
は
手
数
料
の
内

訳
を
明
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
実
務
に
お
い
て
は
、
個
別
の
費
用
項
目
を
示
し

て
請
求
す
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
こ
う
し
た
目
的
が
存
在
す
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
費
用
又
は
手
数
料
が
実
際
に
支
払
わ
れ
れ
ば
、
自
己
の
行
為
と
国
家
や
社
会
に
与
え
た
結
果
に
対
し
て
責
任
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
、
社
会
再
統
合
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う）

36
（

。
ま
た
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
が
検
挙
さ

れ
れ
ば
割
に
合
わ
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る
た
め
、
抑
止
・
威
嚇
の
効
果
も
一
定
程
度
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
一
般
国
民
も
、
費
用
又
は
手
数
料
が
犯
罪
者
に
賦
科
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
者
の
行
為
が
法
執
行
機
関
に
い
か
な
る
負

担
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
犯
罪
者
の
行
為
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費
用
又
は
手
数
料
を
犯
罪
者
に
賦
科
し
、
徴
収

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
に
関
す
る
支
出
を
看
過
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
法
執
行
機
関
の
活
動
を
納
税

を
通
し
て
支
え
て
い
る
国
民
に
送
る
こ
と
に
も
な
っ
て
国
民
の
理
解
や
納
得
を
得
や
す
く
、
法
執
行
機
関
の
活
動
へ
の
信
頼
を
高
め
る

こ
と
に
も
な
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
目
的
は
、
犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
に
ど
の
よ
う
な
負
担
を
与
え
た
の
か
を
表
示
・
表

現
す
る
目
的
を
も
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
負
担
と
そ
の
程
度
を
認
識
さ
せ
、
改
善
・
更

生
・
社
会
復
帰
の
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
を
抑
止
・
威
嚇
し
、
さ
ら
に
、
一
般
国
民
に
犯
罪
者
が
負
う
べ
き
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
刑
事
司
法
へ
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
の
金
銭
の
支
払
だ
け
に
重
き
を
置
く
の
で
は
な
く
、
賦
科
自
体
に
意
義

を
認
め
る
こ
う
し
た
理
解
は
、
第
二
章
で
見
た
よ
う
な
被
害
弁
償
命
令
の
理
解
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
目
的
は
、
財
政
上
の
目
的
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
に
ど
の
よ
う
な
負
担
を
与
え
た
の
か
を
表
示
・
表
現
す
る
目
的
を
も
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
節　

我
が
国
に
お
け
る
賦
科
の
是
非

　

そ
れ
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
司
法
に
関
わ
る
個
別
の
費
用
又
は
手
数
料
を
犯
罪
者
に
賦
科
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
我

が
国
に
お
い
て
は
、
既
に
訴
訟
費
用
（
刑
事
訴
訟
法
一
八
一
条
以
下
）
な
ど
に
つ
い
て
、
犯
罪
者
に
負
担
さ
せ
て
い
る
た
め
、
捜
査
に

要
す
る
費
用
や
行
刑
に
要
す
る
費
用
な
ど
を
犯
罪
者
に
賦
科
す
べ
き
か
問
題
と
な
る
。

　

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
主
な
目
的
は
、
財
政
上
の
目
的
と
、
犯

罪
者
が
法
執
行
機
関
に
与
え
る
負
担
の
量
を
表
示
・
表
現
す
る
目
的
の
二
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
目
的
が
我
が
国

に
も
当
て
は
ま
る
か
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
に
、
我
が
国
に
お
い
て
、
財
政
上
の
目
的
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
平
成
二
四
年
度
（
二
〇
一
二
年
度
）
一
般



 

一
二
八

会
計
予
算
の
当
初
予
算
に
よ
れ
ば
、
財
政
支
出
は
、
警
察
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
の
組
織
に
お
い
て
二
四
〇
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
組
織
に
お
い
て
三
一
四
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
務
省
に
つ
い
て
は
、
法

務
本
省
の
組
織
に
お
い
て
一
九
〇
一
億
円
、
検
察
庁
の
組
織
に
お
い
て
一
〇
六
四
億
円
、
矯
正
官
署
の
組
織
に
お
い
て
二
二
七
六
億
円
、

更
生
保
護
官
署
の
組
織
に
お
い
て
二
三
四
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
民
事
事
件
に
関
す
る
費
用
な
ど

を
含
ん
だ
数
字
と
な
っ
て
お
り
、
法
務
本
省
の
組
織
に
つ
い
て
も
、
犯
罪
以
外
に
要
す
る
費
用
も
含
ん
だ
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
先
に

述
べ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
比
べ
れ
ば
、
人
口
の
違
い
を
考
慮
し
て
も
、
我
が
国
の
財
政
支
出
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
し
か
し
、
刑
務

所
や
少
年
院
な
ど
の
矯
正
官
署
だ
け
で
も
、
年
間
二
〇
〇
〇
億
円
以
上
の
費
用
を
要
し
て
お
り
、
そ
の
絶
対
的
な
量
は
決
し
て
小
さ
な

も
の
で
は
な
い
。
近
時
、
財
政
支
出
の
抑
制
が
叫
ば
れ
る
一
方
、
国
民
の
税
負
担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
、
刑
事
司
法
に
関
わ
る
個
別
の
費
用
又
は
手
数
料
を
犯
罪
者
に
賦
科
す
る
財
政
上
の
要
請
は
否

定
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、
我
が
国
に
お
い
て
、
犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
に
与
え
る
負
担
の
量
を
表
示
・
表
現
す
る
目
的
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る

だ
ろ
う
か
。
近
時
、
我
が
国
で
は
、
治
安
へ
の
不
安
や
量
刑
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
を
取
り
巻
く
問
題
が

強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
者
が
国
家
や
社
会
に
与
え
る
負
担
に
も
国
民
が
敏
感
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
裁
判
員
法
に
基
づ
く
裁
判
員
制
度
の
定
着
と
相
ま
っ
て
今
後
一
層
敏
感
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
犯
罪

者
が
法
執
行
機
関
に
与
え
る
負
担
の
量
を
表
示
・
表
現
す
る
要
請
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
費
用
又
は
手
数
料
を
賦
科
す
る
際
に
、
ど
ち
ら
の
目
的
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で

見
た
よ
う
に
、
財
政
上
の
目
的
は
犯
罪
者
の
経
済
状
態
か
ら
制
約
を
受
け
る
。
適
正
手
続
保
障
や
社
会
復
帰
促
進
の
観
点
か
ら
、
犯
罪

者
に
過
度
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
に
ど
の
よ
う
な
負
担
を
与
え
た
の
か



第
三
章　

刑
事
制
裁
と
し
て
の
費
用
支
払
命
令 

一
二
九

を
表
示
・
表
現
す
る
目
的
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
表
示
・
表
現
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
概
括
的
に
「
費
用
」
又
は

「
手
数
料
」
と
し
て
支
払
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
費
用
項
目
を
示
し
て
支
払
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
、
い
か
な
る
徴
収
形
式
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
財
政
上
の
目
的
を
犯
罪
者
の
経
済
状
態
な
ど
に
配
慮
し
た
形
で
取
り
込
む
た
め

に
は
、
第
二
節
で
検
討
し
た
、
①
事
実
上
の
強
制
力
と
適
正
手
続
保
障
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
表
示
・
表
現
す
る
目
的
を
重

視
す
る
た
め
に
は
、
同
じ
く
第
二
節
で
検
討
し
た
、
②
賦
科
根
拠
の
明
確
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
①
の
要

請
も
②
の
要
請
も
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
、
被
害
弁
償
命
令
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
間
接
被
害
で
あ
る
費
用

又
は
手
数
料
に
ま
で
被
害
弁
償
命
令
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
直
接
の
被
害
を
弁
償
す
る
と
い
う
被
害
弁
償
命
令
の
特
徴
が
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
の
た
め
に
、
被
害
弁
償
命
令
を
用
い
る
こ

と
は
妥
当
で
な
い
。

　

そ
こ
で
、
費
用
又
は
手
数
料
の
賦
科
は
、
罰
金
刑
や
被
害
弁
償
命
令
と
並
ぶ
、
独
立
し
た
刑
事
制
裁
と
し
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
提
案
に
は
、
安
易
に
刑
事
制
裁
化
す
べ
き
で
な
い
と
の
批
判
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
端
的
に
費
用
又
は
手
数
料
と
し

て
賦
科
す
る
よ
う
な
曖
昧
な
形
を
と
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
や
や
も
す
れ
ば
野
放
図
な
徴
収
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
か
え
っ
て
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
む
し
ろ
、
以
下
の
理
由
か
ら
刑
事
制
裁
と
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

　

第
一
に
、
費
用
又
は
手
数
料
は
、
犯
罪
の
周
辺
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
罰
金
刑
や
被
害
弁
償
命
令
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
又
は
費
用
若
し
く
は
手
数
料
を
複
数
の
刑
事
制
裁
に
お
い
て
二
重
評
価
す
る
こ
と
を
回

避
し
つ
つ
、
実
際
に
要
し
た
費
用
又
は
手
数
料
を
個
別
に
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
表
示
・
表
現
目
的
を
達
成
し
や
す
く
な
る
。

　

第
二
に
、
行
政
制
裁
な
ど
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
刑
事
制
裁
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か

ら
、
犯
罪
者
の
法
益
剥
奪
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
罰
金
刑
、
被
害
弁
償
命
令
及
び
費
用
又
は
手
数
料
の
総
額
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が
、
犯
罪
者
の
事
情
、
特
に
経
済
状
態
に
適
っ
た
法
益
剥
奪
の
量
で
あ
る
か
を
考
慮
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
刑
事
制
裁
に
お
け
る
法
益
剥
奪
の
量
が
妥
当
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
制
裁
な
ど
に
よ
る
負
担
も
合
わ
せ
て
考

え
る
と
支
払
総
額
が
不
相
当
に
大
き
い
と
い
う
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
刑
事
制
裁
と
す
れ
ば
、
賦
科
の
前
提
と
し
て
有
罪
認
定
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
例

え
ば
、
起
訴
猶
予
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
賦
科
さ
れ
る
法
的
根
拠
が
な
い
ま
ま
、
費
用
又
は
手
数
料
の
支
払
を
求
め
ら
れ
る
と
い
っ

た
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
行
政
制
裁
な
ど
で
は
な
く
、
独
立
し
た
刑
事
制
裁
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
費
用
又
は
手
数
料
の
剥
奪
を
内

容
と
す
る
刑
事
制
裁
に
は
、「
費
用
支
払
命
令
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

　

で
は
、
費
用
支
払
命
令
を
賦
科
す
る
対
象
と
な
る
範
囲
は
、
ど
こ
ま
で
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
財
政
上
の
目
的
を
単
純
に
徹
底
す
る

な
ら
ば
、
第
三
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
①
起
訴
以
前
に
要
し
た
費
用
も
含
ん
だ
全
段
階
の
全
て
の
費
用
を
無
制
約
に
対
象
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
逆
に
、
国
家
が
刑
事
司
法
運
営
を
行
な
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
費
用
を
犯
罪
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

と
す
る
見
解
も
考
え
ら
れ
よ
う）

37
（

。
し
か
し
、
犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
に
ど
の
よ
う
な
負
担
を
与
え
た
の
か
を
個
別
に
表
示
・
表
現
す
る

目
的
か
ら
は
、
犯
罪
者
の
行
為
と
法
執
行
機
関
に
よ
る
支
出
の
因
果
関
係
が
明
確
で
あ
る
範
囲
で
犯
罪
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
③
通
例
、
犯
罪
者
の
行
為
と
の
因
果
関
係
が
薄
く
、
国
家
が
刑
事
司
法
の
運
営
に
あ
た
っ

て
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
や
す
い
起
訴
以
前
に
要
し
た
支
出
に
つ
い
て
は
、
費
用
支
払
命
令
の
対
象
外
と
す
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
捜
査
手
法
が
費
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
争
い
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
訴
訟
経
済
に

も
資
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
や
は
り
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
④
有
罪
認
定
後
に
要
し
た
全
て
の
費

用
の
み
に
限
定
す
べ
き
と
の
見
解
か
ら
、
有
罪
認
定
以
前
に
は
、
未
だ
「
犯
罪
者
」
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
無
罪
の
推
定
が
働
く
た
め
、
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「
犯
罪
者
」
と
認
定
さ
れ
た
後
に
、「
犯
罪
者
」
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
要
し
た
費
用
を
遡
及
的
に
賦
科
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
有
罪
認
定
以
前
に
な
さ
れ
た
行
為
が
有
罪
認
定
に
よ
り
処
罰
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

有
罪
認
定
以
前
に
な
さ
れ
た
支
出
も
有
罪
認
定
に
よ
り
賦
科
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
犯
罪
者
の
行
為
と
法
執
行
機
関
の

支
出
と
の
因
果
関
係
が
明
確
と
な
る
起
訴
以
後
に
要
し
た
支
出
を
費
用
支
払
命
令
の
対
象
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
費
用
支
払
命
令
の
対
象
と
な
る
の
は
、
訴
訟
費
用
や
行
刑
費
用
が
中
心
と
な
り
、
捜
査
費
用
は
除
外
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
違
法
又
は
不
適
当
な
訴
訟
指
揮
や
検
察
官
の
公
判
活
動
に
よ
り
追
加
的
に
生
じ
た
訴
訟
費
用
な
ど
は
含
ま
れ
な
い）
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。

起
訴
後
の
補
充
捜
査
の
費
用
は
、
起
訴
後
の
支
出
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
来
、
起
訴
前
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら）
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、
費
用

支
払
命
令
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
行
刑
費
用
に
つ
い
て
は
、
費
用
支
払
命
令
の
言
渡
し
の
際
に
は
そ
の
額
が

不
確
定
で
あ
る
の
で
、
通
常
、
一
日
あ
た
り
に
要
す
る
平
均
的
な
収
容
費
用
を
執
行
刑
期
に
応
じ
て
賦
科
す
べ
き
で
あ
る
。
既
に
全
額

を
支
払
っ
て
い
る
者
が
仮
釈
放
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
保
護
観
察
の
費
用
を
控
除
し
た
超
過
額
を
返
還
す
る
よ
う
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
少
年
に
対
し
て
賦
科
す
る
べ
き
か
問
題
と
な
る
が
、
表
示
・
表
現
目
的
か
ら
、
賦
科
す
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
少
年
の
場
合
、

自
ら
の
行
為
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
十
分
に
認
識
・
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
金
銭
の
量
で
わ
か
り
や
す
く

表
示
・
表
現
す
る
こ
と
は
、
少
年
の
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
提
案
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
、
多
く
の
受
刑
者
に
資
力
が
な
い
た
め
に
、
受
刑
者
の
収
容
に
関
わ
る
費
用
の
支
払
が

な
さ
れ
に
く
く
、
費
用
支
払
命
令
へ
の
信
頼
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
と
の
懸
念
も
存
在
し
よ
う
。
確
か
に
、
刑
務
作
業
の
収
入
は
国
庫
に

帰
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
刑
事
収
容
施
設
法
九
七
条
）、
低
額
の
作
業
報
奨
金
（
同
法
九
八
条
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
資
産
の
な
い
受
刑
者
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
賃
金
制）
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を
導
入
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
程
度
解
決
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
務
作
業
に
自
由
労
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働
と
同
様
の
最
低
賃
金
を
保
障
し
、
受
刑
者
が
得
た
金
銭
か
ら
費
用
の
支
払
を
行
な
わ
せ
れ
ば
よ
い
。
賃
金
制
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ

て
の
最
大
の
問
題
は
、
そ
の
財
源
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
従
来
、
賃
金
制
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
は
、
刑
務
作

業
か
ら
得
ら
れ
た
賃
金
全
て
を
受
刑
者
が
自
由
に
処
分
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
内

に
お
い
て
、
収
入
全
て
を
自
由
に
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
得
ら
れ
た
収
入
か
ら
租
税
や
社
会
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
の
は
当

然
で
あ
り
、
そ
の
残
額
か
ら
食
費
、
住
居
費
、
光
熱
費
な
ど
を
支
出
す
る
こ
と
が
通
常
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
賃
金
制
を
導

入
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
負
担
を
受
刑
者
に
全
く
求
め
な
い
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
社
会
内

で
健
全
な
経
済
生
活
を
送
ら
せ
、
改
善
・
更
生
・
社
会
復
帰
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
賃
金
を
得
る
だ
け
と
い
う
の
は
異
常
な
状

態
と
言
う
ほ
か
な
く
、
妥
当
で
な
い
。
受
刑
者
を
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
賃
金
を
支
払
う
の
で
あ
れ
ば
、
刑
務
作
業
で
得
ら
れ

た
賃
金
か
ら
、
租
税
や
社
会
保
険
料
を
徴
収
す
る
と
と
も
に
、
収
容
費
用
な
ど
の
行
刑
に
関
わ
る
費
用
を
徴
収
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
が
受
刑
者
に
支
払
っ
た
賃
金
の
大
半
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
財
源
の
問
題
は
か
な
り
の
程
度
解
決
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
や
り
方
に
対
し
て
は
、
社
会
に
戻
っ
た
後
に
賃
金
制
で
得
た
金
銭
を
利
用
し
て
生
活
基
盤
を
作
ら
せ
よ
う
と
賃

金
制
を
支
持
す
る
論
者
か
ら
の
異
論
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
異
常
な
状
態
に
よ
り
得
た
金
銭
が
尋
常
な
利
用
を
さ
れ
る
と
は
限
ら

な
い
。
生
活
基
盤
の
形
成
は
、
更
生
保
護
や
社
会
福
祉
の
充
実
で
担
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
い
て
、
犯
罪
者
が
法
執
行
機
関
に
ど
の
よ
う
な
負
担
を
与
え
た
の
か
を
表
示
・
表
現
す
る
目
的
か
ら
、

そ
し
て
、
財
政
上
の
目
的
か
ら
、
独
立
し
た
刑
事
制
裁
と
し
て
、「
費
用
支
払
命
令
」
を
導
入
し
、
起
訴
後
に
要
し
た
費
用
を
賦
科
す
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
罰
金
刑
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
ま
た
、
公
正
な
法
益
剥
奪
の
た
め
に
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
斟
酌
す
る
か
は
、
罰
金
刑
を
含
め
た
財
産
的
制
裁
全
体
の
枠
組
み
に
お
い
て
統
一
的
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
の
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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